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仮面生活は恋の始まり




　どちらかというと、地味を選んできた。

　でも、それは本意ではない。

　できるだけ目立たぬように。

　何事もなく、平穏無事に毎日が過ぎ去ってくれるように。

　それを叶えるために、選んだだけ。

「言うこと、聞けよ」

　布団から出ようとしたら、強引に引き止められてしまった。白地に紺の浴衣ゆかたは、お世辞にもおしゃれとは言えないのに、妙に雰囲気を盛り上げてくる。

「あのっ」

　戸惑いを口にすれば、腰に回された手で強制的に引き寄せられ、声を出さぬようにと、もう一方の人差し指で制された。

　どうして、こんなことになっているのか。

　山間の秘ひ湯とうへ社員旅行に来ただけなのに……。

　態度とは裏腹の少しも威圧のない優しい口づけが、禁断の社内恋愛の始まりだった。




　社内で私を知る人は、おそらく少数だと思う。積極的な人付き合いは控えているし、なるべく目立たぬように過ごしているから存在感も薄いだろう。

　部内の女子たちが気を使ってランチに誘ってくれたのも最初のうちだけだし、同期入社の仲間から話しかけられることも、いつからかなくなった。

　新卒で入社して三年。地味で日陰にいる自分が周りからどう思われているのか、気にならないと言ったら嘘になる。

「瀬せ織おりさん、これお願い」

　イエスかノーの返事を迷うことすら許されず、定時間際になって半ば押しつけ気味に渡された書類は、明日の会議で使う資料の下書きだ。

「今日これから大切な集まりがあるから、定時で帰らなくちゃいけなくって。お願いね」

　渡してきた同期の女子は、いつもみんなの中心にいるタイプ。大切な集まり＝合コンだろう。

　仕事の分量まで左右されるなら、地味でいるのは割に合わないと思われるだろうけど、女同士の妬みやくだらない噂話に巻き込まれたりせずに済むなら、仕事をして確実な評価を得られるほうを選ぶまでだ。




　積み上がる書類。ペーパーレスの時代に、私のデスクは逆行している。

　もう二十時になると気づいたのは、身体が空腹を訴えたから。恥ずかしくなる音量で鳴ったお腹は、手のひらで抑えても無意味だった。

「よし、聞かれてない」

　視線を辺りに配って、誰もいないことを確認。さすがにこの時間になると、ほとんど残業している社員はいない。

　再び指先とＰＣの画面に集中して、一分でも早く片付けることだけを目指す。この際、内容のクオリティや閲覧側への配慮なんて気にしていられない。

「そこ、改行したほうがいいよ。あとスクリーンで使う資料なら、グラフの色はもう少し派手にしたほうがいいかも。フォントも少し上げないと、上役は爺じいさんがいるから見えないって文句言いそうだしね」

　デスクの端で積み上がった書類の向こうに、コンビニの袋がガサッと遠慮なく置かれた。同時に、ＰＣの画面に釘付けだった私の視線を遮るように、嫌味なほど整った顔が真横から現れた。

　色気のない眼鏡の奥で目を泳がせる私は、突然の至近距離に愛想すら浮かべられない。指先でフレームを持ち上げながら動揺をごまかすも、彼は一層顔を近づけてきた。

「腹、減ってるんでしょ？　このおにぎり、最後の一個だったけど食っていいから」

　聞かれていたとは思わなかったから、恥ずかしくて視線を落とした。

「……いらないなら、俺が食うけど」

　片眉を上げ、意地悪に微笑みながら、彼は手にしたおにぎりをちらつかせる。

「いただきます」

　海苔を纏まとわせて、一気にかぶりつく。ひと粒ごろっと入った梅干しは、疲れた身体に染み渡る。酸味で顔のパーツが中心に寄って変顔になろうとも、日陰で地味な私に女子力を飾る必要はない。

「くっ……」

「なんですか」

　咀そ嚼しゃくする私を眺めて、堪えきれなかった様子で笑い出す彼――柏かしわ原ばらさんに疑問を投げる。

「すっげーうまそうに食うんだもん。なんか、ペットみたい」

　優しくて親切な表情とは真逆の、なんとも失礼な反応が返されて、思わずムッとする。地味な私をおもしろがるなんて、なかなか嫌味な性格だ。

「柏原さん、なんのご用ですか？　この時間にどうしてここにいらっしゃるんですか？」

「俺のこと、知ってるんだ」

　知ってるもなにも、店舗統括部のエースで、社内イチの人気を誇るモテ男子様じゃないですか……とは言えずに黙り込んだ。

「今度の商品会議のアジェンダと資料があればって思って来たんだけど」

　私が勤務している『Primaプリマ luneceルネーチェ』は国内最大手のインテリアメーカーだ。国内シェアでは一位、世界でも十位以内には入る規模を誇る。

　本社を都内に置き、今の自社ビルは私が入社した二年前に新築されたばかり。社名は、創業が月曜日だったことと、春や幸せを意味するそれぞれのイタリア語から取った造語だ。いつでも春のような真新しい気持ちと幸せをお届けできるように、そして創業者の想いを未来へ繋ごうという意味が込められているらしい。

　私が入社以来配属されている商品開発部は、文字通り新しい商品を企画したり、既存品のリニューアルを見極めたりするのが主な仕事。インテリアは、新商品をむやみやたらに開発すればいいわけじゃない。ある店舗で売れ行きが好調でも、他店舗ではまったく人気がなかったりする。地域性だったり、来店客の年齢層なんかにも左右されるのだ。そのため、マーケティング部と一緒に市場調査もするし、広報や営業の力を借りて商品の露出を考えたりもする。それなりに忙しく、社内で花形とされる部署のひとつだ。

　一方、柏原さんがいる店舗統括部は、国内外の店舗をまとめて、売上の底上げを担っている。店舗やスタッフ、商品に対するお客さまの声が直接反映されるため、現場に最も近く、選りすぐりの人材が集められていて、こちらも花形とされる部署のひとつに挙げられる。商品開発部とも深く関わることが多いけれど、私は柏原さんと一緒に仕事をしたことはない。こうして面と向かって話すのも初めてだし、彼のような人に容易に近づけるはずもなかった。

「で、あとどのくらいで終わりそう？」

「二十一時には帰ります」

「ってことは、今日はチャンスなさそうだね。今度時間作ってよ」

　……はい？　今なんておっしゃいました？

　薄化粧の目元は驚きを隠せず、パチパチと音がしそうなほど瞬きを繰り返す。時間を作って、という意味は、つまりその……。

「さすがに休日にとは言わないからさ。仕事早めに終われそうな日に、食事でも」

「あの……」

「なに？」

　きょとんとする私をよそに、彼はキラキラと輝く笑顔を向けてくる。さすがに社内でも美形と名高いお顔が目の前にあると、興味がなくてもドキドキと鼓動が動いてしまう。

　毛先に動きがあるおしゃれな髪は、少しだけ明るめのブラウン。詳しい身長は知らないけれど、おそらく百八十センチは余裕であるはずだ。鼻筋はスッと通っていて、くっきりした二重の目元は、笑うと目尻が下がって愛あい嬌きょうを感じる。まさに夏空がよく似合う爽やか男子だ。

　それでいて仕事はできるし、人当たりもこの通りかなりフランク。彼のモテ期は二十八年間どころか、一生続いていくんじゃないかと思うほどなのに、どういうわけか特定の彼女がいると聞いたことがない。

「瀬織さんってさ」

「どうして私をご存じなんですか？」

　なぜ柏原さんともあろう人気者が、日陰地味子の私を知っているのか。

「結構、気になるんだよね。俺的に。……ま、今日のところはあまり遅くならないように帰りなよ」

　そんなことを言い残して、彼はあっさり戻っていった。

　柏原さんの女性関係が派手だという噂は、私でさえ知っていた。軽薄なイメージを勝手に持っていたけれど、また話してみたいと思うのは、彼が思っていたよりも悪い男だと感じなかったからだ。

　だけど、どうして彼が私なんかを気に留めてくれたんだろう。きっと、からかわれているだけだったりするんだろうな。

　そういう役回りだ、この日陰は。




　毎朝、誰よりも早く出社して部内の簡易清掃を進んでやり、重役から部長までの一日の予定を大体把握する。ここまで済ませたあたりで誰かしら出社してきて、各々始業に向けて支度を進めていく。

　誰ひとりとして、私が日々続けていることには目も向けず、黙々と自分のことだけに精いっぱいになる朝の時間。

「おはよう、瀬織さん」

「千せん堂どう部長、おはようございます」

「今日も綺麗にしてくれてありがとう。新聞も毎朝入れ替えてくれて助かるよ」

　コーヒーサーバーの準備をしていた私に、出社してきた千堂部長が声をかけてくれた。毎朝のことなのに、欠かさずお礼を言ってくれるのは彼だけだ。

　千堂部長は、商品開発部をまとめている。彼のように、三十一歳にして部長職に就いた人は他にいない。しかも営業本部長も兼務している上に、五年連続で社長賞を受賞したエリート。

　誰にでも温厚で、取引先には極めて丁寧で腰の低い態度が好感を持たれている。仕事には一切の妥協を許さず真剣そのものなのに、不意に見せる微笑みが女子社員の心を掴んで離さない。

　まっすぐで力強い視線を縁取るアーモンド形の目に、顔の左右を分けるツンとした高い鼻、品よく弧を描いた唇と無駄のない輪郭で飾られた顔は、モデルや芸能人にも引けを取らない。おまけに、百八十六センチの八頭身はとにかく目を引く。小耳に挟んだ噂では、既製品では身体に合わなくて、オーダースーツを着ているらしい。

　春のゆるやかなそよ風が似合う清潔感と、誠実さを感じる黒髪。大きくて指の長い手は、書く文字までも美び麗れいだ。

　容姿端麗、頭脳明めい晰せき、性格温厚。欠点なんてひとつもないのではないかと思うほどの高嶺の花が、私の上司様なのだ。

「……ん？　どうした？」

　今朝も密かに見惚れていたら、磨き終えたばかりの眼鏡をかけた部長に問いかけられ、思い切り目が合ってしまった。

「いえ、特になにも……」

「そう」と返され、ホッとする。

　まさか見惚れていたとは言えるはずもない。千堂部長と仲よく話そうなんて私には数年早いし、自ら日陰の地味系を選んだからには、ここで目立ってはならないのだ。

　本当は、高校時代から就活前までは普通の生活をしてきた。卒業した女子大でも周りの子と同じように日々を謳おう歌かしていたし、もちろん好きな人だっていた。だけど、ちょっとでも私にいいことがあれば、妬んで裏で悪口を叩かれるのがオチで、女子の妬みや恋愛のゴタゴタに巻き込まれるたびに、人より少し目立つ自分の容姿にうんざりした。

　だから、社会人になってからは外見を飾らず、あえて地味を装っている。メイクはファンデーションを薄く塗って眉を整え、薬用リップをつける程度。アレンジをせず下ろしたままのダークブラウンの髪は肩甲骨あたりまであって、眉下で切りそろえた前髪と大きな眼鏡で顔を隠している。服は黒か茶系の流行を問わないベーシックなものを着て、スカートは絶対にひざ下丈を守り、靴はローヒール。百六十センチ程度の身長は珍しくなく、周りと馴染めば、さらに目立つことはない。

　平日はかなり日当たりの悪いポジションで、ひたすら仕事に邁まい進しんするのみ。週末はのびのびできるんだから、これも仕事のうちだと割り切っている。

　しかし、入社してからずっとこの生活をしているせいで、恋愛からはかなり遠ざかってしまった。もとから自分に自信がない上に、一層奥手になった私を、友人は時々異業種交流会という名の酒席へ連れ出してくれる。富裕層が住むマンションのラウンジで催される集まりに顔を出すことで少しでもリハビリになればと、友人なりに考えてくれていてありがたい限りだ。

　その思いに応えるためにも、交流会のある週末は金曜に会社近くのネイルサロンで指先を飾り、わずかでも自分を磨く努力をしている。今回はいい人がいるかもしれないって言われたら、多少は頑張ってみようって気持ちになるし、恋の仕方を忘れかけているけれど本音はいつだって恋をしていたいと思っているから。

「千堂ぶちょー、おはようございまぁーすっ」

　間延びした挨拶で部長に近づくのは、部内で一番華やかな容姿をした佳よし乃のさん。私と同期の彼女は、明らかに千堂部長狙いだ。そして、私にいつも面倒を押しつけては合コンやらショッピングに勤しむという典型的な腰かけＯＬ。

　彼女と仲が悪いと思われて評価が下がるのも嫌だから、必要最小限の接触に留め、何事も穏便に済ませるように心がけている。

「おはよう、今日も随分とおしゃれだね」

「気づいてくださるの、千堂部長だけです」

　巻いた髪を指先に絡めながら嬉しそうにする佳乃さんを横目に、私はデスクで今日の業務に取りかかった。

　時間があれば仕事をする。それが間違っているとは思わない。だって、友達を作るために就職したわけじゃないし。

　――社内恋愛は禁止だし。




　午前中に予定されていた会議から、千堂部長が戻ってきた。ノートＰＣと資料を片手に、携帯で誰かと話しながら歩く姿は、多忙にもかかわらず余裕を感じる。すれ違う社員たちと目礼を忘れず、女子社員の挨拶にも微笑みを欠かさない。

　こんな完璧な人の下に、私みたいな地味女子がいるせいで、妬みの声はやむことがない。なんであんな子が千堂部長の部下なのかと悪口を言われている場面に遭遇したこともある。『残念ね、決めたのは会社よ』と言ってやりたかったけど、日陰街道を貫きすぎたのか、その場にいることさえ気づかれなかった。

「お疲れさまでした。会議、いかがでしたか？」

「おかげさまで、順調でしたよ」

　部長が話し終えるのを見計らって、すかさず声をかける佳乃さんに同僚は誰も目を向けない。彼女が商品開発部にやってきてから一年。もはや恒例となってしまっているからだろう。

「資料も完璧でした」

「そんな、完璧だなんて」

「ありがとう、瀬織さん」

　両頬を手のひらで包みながら小躍りする佳乃さんの前を素通りして、千堂部長が私の隣に立った。

「瀬織さんが作ってくれた資料は、いつも明確で好評ですよ。私も大変助かっています」

　千堂部長の後ろに見える、佳乃さんの怖い顔に委い縮しゅくしてしまう。そんな顔をするなら、自分でやればよかったのだと言いたくなるけれど、平和に過ごしていくためには口を噤つぐむのが利口というもの。

「またお願いしますね」

「はいっ！」

　勢い交じりで返事をしたら、ここまでを認めたことになる。でも、千堂部長が直々に仕事を振ってくれたのが嬉しくて、ここ一カ月で最もテンションが上がった。

「せーおりさん」

　千堂部長がフロアを出ると、すかさずやってきた佳乃さんが背後に立つ。今日は特に恐ろしくて振り向けない。

「手柄を全部持っていっていいなんて、お願いしてないんですけど」

「す……すみません」

「とりあえず地味にしててくれる？　目立つ必要なんてないってこと、ご自分でもよーくお分かりでしょうし」

　嫌味ったらしく言われて、肩を落とす。周りの視線がつらくて俯いた。

　言われなくとも、こういう妬みとかイザコザが面倒だから、わざと地味にしてきたのだ。だから、これくらいのことでこの仮面を取る気にはなれなくて、ひたすらしゅんとしながら仕事に勤しんでやり過ごした。

　私は私のやり方で、任された仕事を全うするのみだ。




　ようやく金曜の午後を迎え、閉じ込めていた本当の自分が少しずつ出てこようとする。

　明日は誘われている異業種交流会がある。今日の仕事はキリのいいところで切り上げ、予約に間に合うようにネイルサロンに行かなくちゃ。

　ランチタイムに携帯でサロンのホームページを開き、ネイルのデザインを選ぶ。あまり派手なのは好まないから、地味すぎない色味の上品なものを探した。

　定時を今か今かと待つ同僚の隣で、順調に業務を進める。今日中にやらなきゃいけないわけじゃないけれど、仕事が早いほうがいいのはいつだって変わらない。

「瀬織さん」

「は、はいっ！」

　画面に一点集中させていた視線が剥がされたのは、千堂部長が私の肩にぽんと触れたからだ。驚いて当然なのに、振り返った私の顔を見ながら微笑む彼は至って平常心のようだ。

「これ手伝ってくれないかな。経営会議で使うんだけど」

「経営会議、ですか」

「ある程度で構わないよ。最後は私が手を入れますから」

「かしこまりました」

「それと、今度の予算会議の資料は、来週中にできればいいからね」

　急ぎではない資料作成に勤しんでいるのを見逃さず、気遣ってくれた部長の背中を見つめる。

「千堂部長、私がこの前お送りした企画資料、ご覧いただけたでしょうか？」

「ちょうどよかった。その件で少し打ち合わせできますか？」

　部長が私のデスクから離れると、すかさず佳乃さんが呼び止めた。意気揚々とかわいらしく返事をした彼女は、自席からペンと資料のコピーを持って部長の後に続く。

　ミーティングルームへと誘いざなうように、部長は彼女の背に触れることなく手を添え、レディファーストとばかりに先にフロアから送り出した。

　ぬかりない美形って、どこかにある〝ほつれ〟を探したくなる。完璧がこの世にいないとされるのは、そうじゃなきゃ人間らしくないからかもしれない……。

　なんて、こんなことを考えている暇はなかった。早く仕事を終わらせて、ネイルサロンに行かなくちゃ。




　定時を過ぎ、次々に席を立って帰っていく同僚たち。佳乃さんも定時五分前には戻って、そそくさと退社していった。

　私と共に残るのは新入社員の長は谷せ川がわくんだ。彼だってかわいらしい顔をしているのに、千堂部長が隣にいると霞んで見えるのか、いまだに佳乃さんからは名前で呼ばれていない。

　あとひと息頑張ろうかと椅子に座り直した音で、長谷川くんが驚いた様子で私を見た。

「瀬織先輩、いらっしゃったんですね」

「……うん」

　すみませんね、存在感がなくて。自分でそうしているとはいえ、さすがに傷つきます……。

「その眼鏡、度入ってるんですか？」

「入ってますよ」

「へぇ、伊だ達てかなって思ってたのに……マジでダサい」

　最後の呟き声、しっかり聞こえましたよ！　マジでダサいとは失礼ね。この眼鏡はれっきとしたブランド物だし、この色気のなさが逆に狙ってなくていいと思って――。

　頭と心で文句を並べていると、千堂部長が私の後ろを通って給湯ブースへ向かっていく。

「瀬織さん、たまには早めに帰ってくださいね。いつも頑張りすぎですよ」

「……ありがとうございます」

　コーヒーを淹れて戻ってきた部長は、香ばしい匂いを漂わせながら席に着いた。

　いつも忙しそうで、ようやく小休憩を取っていると思えば誰かと電話をし、慌ただしく外出したり会議に出席したりと、頑張りすぎなのは部長も同じ。

　だけど、居場所を求めて勤しむ私とは違う。頑張りすぎるくらいじゃないと、日陰の地味子は居場所がないのだ。

　締めくくりの文章ができれば、この会議資料はほぼ完成だ。キーボードの上で指を躍らせ、それから十五分ほどで目途がついたので、帰り支度を整えて席を立った。

「お先に失礼いたします」

「お疲れさまでした。気をつけて帰ってください」

　千堂部長は、自席から穏やかな微笑みと共に挨拶を返してくれた。

　いつだって、私の挨拶にまともな反応をしてくれるのは千堂部長だけ。今日は長谷川くんが目礼をしてくれただけいいほうだと思う。

　社を出て、最寄駅まで一目散に歩くこと六分。直行するは女性用のお手洗い。

　下ろしたままの髪を持ち歩きのヘアアイロンで緩く巻き、艶感のあるブラウン系のアイシャドウとリップグロスで仕上げたら、薄くチークをひとはけ。バッグに忍ばせていたカーディガンは、地味な私には不釣り合いなビジュー付き。フランスからわざわざネット通販で取り寄せた九センチのポータブルヒールをバッグから出して、履いている三センチヒールと付け替えた。

「ま、こんなもんかな」

　金曜の変身タイムはもはや恒例。週末くらい本当の自分を解放しなくちゃ、地味路線で過ごしている毎日が報われない。

　ネイルサロンの予約までは少し余裕がある。

　駅構内のショッピングフロアで、服やコスメを見て歩いて時間を潰した。




　猫撫で声ですり寄る女。

　嬉しそうに受け止め、鼻の下をだらしなく伸ばす男。

　そんな光景を横目に、自分たちは違うと批評し合う女の集まり。

　その女たちを遠巻きに見て、値踏みする男たち。

　都心の最高級タワーマンション、地上二百五十メートルの高層階にあるラウンジを貸し切った異業種交流は、どうやら場を履き違えた男女が大半らしい。

　紳士的で知性のある話を聞きながら、普段はあまり飲む機会のないシャンパンを美味しくいただけると、ちょっと楽しみにしていたから残念な気持ちになる。

　友達と窓際に立ち、脚の細いシャンパングラスを傾けていたら、窓に映り込んだ見覚えのある姿に気づき、すかさず背を向けた。

「こんばんは。ひとりで来てるの？」

「いいえ、この子と一緒です」

　話しかけられた友達が答えている。

　恐る恐る振り向くと、目の前にいたのはやっぱり柏原さんで、慌てて俯いた。

「お仕事はなにをされているんですか？」

「俺はインテリア関係。君は？」

「私は外資系の受付です。この子は――」

　友達が私の素性を明かそうとしたところで、「失礼します」と言って会話の輪から抜け出し、所狭しと立ち話をする人の間をすり抜けてラウンジを出た。

　――まさか柏原さんが来ているとは思わなかった。

　プライベートで職場の人とは会いたくない。もし私の素性が知られてしまったら、今まで守ってきた仮面が一気に剥がれてしまう。

　エレベーターホールのガラスに映り込んだ自分を見つめては落ち込む。

　あんなふうに立ち去るなんて、いくら驚いたとはいえ、せっかく友達が誘ってくれたのに……悪いことをしてしまった。だけど、そもそも男性には不慣れな上、相手が社内の人間となると、本当の自分を隠さなくてはならなくなる。上手くごまかす自信もないし、もしバレてしまったら、月曜からどうやって平日を過ごせばいいのか……。

　エレベーターを待つ間、下ろしたばかりのピンヒールで総大理石の通路を細かく鳴らし続ける。こんな場所で会うと思っていなかった柏原さんの存在が気持ちを急かしてくるのだ。

　到着したエレベーターに乗り込み、地上階を示す〝Ｇ〟のボタンを押した。

「……逃げるつもり？」

　ドアが閉まる寸前で、隙間に指が挿し入れられ、柏原さんがするりと乗り込んできた。

　追いかけてくるなんて思っていなかったから、私は思わず後ずさって視線を逸らし、すぐに顔を伏せた。

「まだ始まって三十分も経ってないよ」

「次の約束があって」

「お友達は、そう言ってなかったけど」

　言葉を交わすたびに、じりじりと詰められる距離に息をのむ。

　ふたりきりの透明の箱が夜景に落ちていく中で、彼は私を壁まで追い詰めた。

　会社で見る彼と、目の前にいる彼が別人のようだとは思わない。もともと軽そうで誠実さを感じるほうではなかったし、評判だってすごくいいわけじゃない。

　確かに、前に話した時は嬉しいと思った。地味にしていても、私を知っていてくれる人がいると証明されたから。

　だけど、こんなふうに迫られたって、恋が始まるドキドキは感じない。私の鼓動は意味の違う脈を刻む。

　彼の両腕が、壁際で私を取り囲んだ。逃げ道を完全に奪った彼は、ゆっくり私の耳元へと顔を近づけてくる。

「好みの女を見つけたのに、なにもさせてもらえないまま帰すつもりないから」

　――どうか気づかれませんように。

　それを願ってやまない私は、焦燥感で全身に鼓動を轟とどろかせる。

　柏原さんのさらりとした前髪が額に触れた時、諦めるよりも早く唇が重ねられた。

　彼にとっては初めて会った人。それなのにこんな簡単にキスができるなんて信じられず、まぶたを閉じることすらできない。

　柔らかな感触にも、耳まで覆うその手の温もりにも気持ちがなびくことはない。

　ガラス張りのエレベーターが降下していく間、彼は角度を変えて何度も唇に触れてくる。深くはないけれど、私の気持ちを誘うような唇の重ね方や、鼻先同士を掠かすめる仕草、時々交わされる視線にも彼の慣れを感じた。

　地上階に到着したと控えめなアナウンスが聞こえ、柏原さんの肩を強く押して、一瞬の隙に逃げ出した。

「また会うことがあれば、お話しましょう」

　そう言って、これくらいなんてことないと、無傷を装って小さく笑みをこぼす。

　だけど本当はひどく動揺した気持ちが鼓動を走らせ、どうしたらいいのか分からないまま口走っていた。




　帰宅して着飾っていたものをすべて外す。上品なピンクベージュのスカートと、ウエストが大きく波打つフリルトップスを脱いだら一気に解放された気がして、お風呂に浸かりたくなった。

　キスしたの……いつぶりだったかな。

　三十九度のお湯の中、思い出すつもりがなくとも柏原さんのキスが浮かんでくる。

　彼氏なんて、就職してからずっといない。今日みたいなパーティーで知り合った人に誘われてふたりきりで食事をしたことはあったけど、モーションをかけられても乗りきれないままタイミングを逃してきた。私から恋に落ちるほど、好きになれる人も現れなかったし、もしいたとしても消極的な私が誘えるはずもない。

　さらに平日は地味子でいるから出会いなんて期待できず、恋のほうからやってくるのをひたすら待つ、受け身体質がすっかり馴染んでしまった。

「だとしても、干からびちゃダメだよね……」

　リピート買いしている入浴剤のアロマの香りだけは、しっかり女子力を感じるのに、現実は恋愛を始めるスタートラインにすら立てていないのだ。

　もしも柏原さんが、私だと気づいていたとしたら。

　それでも、あんなふうにキスはしたのかな……。




　定刻でホームに滑り込んできた電車に揺られ、いつもと変わらぬルートで社へ向かい、タイミングよく口を開けたエレベーターに乗る。

　柏原さんとキスをしてしまった二週間前の週末から、特に変わったことは起きていない。彼も私とすれ違っても話しかけてきたりすることはなく、楽しそうに同僚と談笑している様子だった。

　今朝も商品開発部が入っているフロアは、まだ誰も出社していない。これもいつもと変わらない光景だ。

「おはようございまーす」

　返事を求めない挨拶は、寂しく控えめに響いてから眼下に落ちた。

　新聞各紙を日曜の夕刊と今日の朝刊に差し替える。固く絞った台拭きで部内を綺麗にして、高層ビルが乱立するオフィス街の景色を少しの間眺める。その他諸々の雑用を終えた頃、誰よりも早く千堂部長が出勤してきた。

「今日もありがとう」

「いえ、これくらいは」

　部長からの労いの言葉がすっと心に染み入る。

　社内の誰もが憧れる千堂部長との短いやり取りは、毎朝のことだけど色褪あせたりしない。このひと時だけは、地味子の私にとってごほうびのようだ。




　九月は、年度の半分が終わるタイミングだ。掲げていた目標に届かない部署は必死になるし、それに伴って周りも仕事量が増える。商品開発部は来期以降の新商品と現行モデルのブラッシュアップを図られる時期だ。

【瀬織さん、これちょっと手伝っていただけますか？　私には難しくて】

　通知に気づいて開いたメールは、佳乃さんからだ。添付を確認すれば、すでに私が作り終えようとしている資料だった。

【了解しました】

　返す言葉は、いつもこれだけ。要望を聞くこともなければ、できないと突き返したりもしない。

　少なくとも佳乃さんよりは仕事ができる自負はあるし、千堂部長も同僚も認めてくれていると思う。だから、彼女にできないことが私にできないわけがないのだ。

　当の本人は、携帯片手にデスクを離れたまま数分戻ってきていないが、お構いなしで目の前の業務に集中した。

「すみません、千堂部長はいらっしゃいますか？」

　集中が途切れたのは、いつの間にか横にいた柏原さんに話しかけられたから。

　二週間前の土曜の夜の光景が、記憶からころんと転がり出てくる。告白まがいのキスをした相手が、まさか日陰が似合う地味な私だとは思っていないのだろう。

「千堂部長は、ランチに出られました。あと三十分ほどでお戻りになると思います」

「そっか……まいったな。瀬織さんで分かるなら教えてほしいことがあるんだけど」

「はい、なんでしょうか」

　店舗統括部もなかなか多忙な部署だ。特に柏原さんは若くして評価が高いこともあり、上層部からの期待は大きいだろう。

「少しでいいので時間もらえますか？　ご説明するのに資料があったほうがいいかもしれないので」

　ＰＣをスリープにして離席し、柏原さんの後を追った。

　店舗出身の彼は、同じように他店舗から本社勤務になった社員とすれ違うと笑顔で言葉を交わし、用件があってやってきていた店舗スタッフを見つけると、すかさず自分から声をかけていた。生き生きと輝いている彼らに気づかれないように、私はできるだけひっそりと存在感を消していた。

　やっぱり、柏原さんと私は住む世界が違う。陰と陽がこんなにしっくりするのかと思うほどだ。

　後輩からも羨望の眼差しを向けられている柏原さんが、少しうらやましいと思った。私がいくら日々の業務をきっちりこなしても、誰かに尊敬されたり憧れてもらえるようなことはきっとないだろう。

「資料だらけで申し訳ないんだけど、ちょっとこれを見てもらえますか？」

　階下にある店舗統括部に通され、柏原さんの席へ座らされた。彼は隣で中腰になってＰＣと広げた資料を示しながら説明している。

　質問されたことにはきちんと答え、自分では分からない点については、あとで部長から連絡を入れると対応を決めて、五分とかからずに終わりそうな気配だ。

　でも、たいして存在を認められていない日陰女子の私が、柏原さんの席に座っている時点で大注目を集めてしまった。仕事とはいえ、望まぬ影響に身を縮める。

「うん。大体のことは分かりました。ありがとう」

「こちらこそありがとうございました。それでは」

　チャッチャと用を済ませて、自席に戻るのが賢明。長居すればするほど、社内の王子様と日陰地味女の組み合わせは人の興味を引きかねない。

「……で、この前のキスはどうだった？」

　風を切るように顔を向ければ、手応えを感じている柏原さんと思い切り目が合った。小声で問いかける彼の声に反応してしまったが最後、獲物を捕らえようとしているその視線からは逃げられそうにない。

「この前、と申しますと」

「土曜日、エレベーター、壁ドン？」

　キーワードを並べて、やんわりと微笑まれても困る。

　社内イチの人気を誇る男子とキスをしただなんて広まってしまったら……こうして地味にやってきた今までが一気に崩されてしまう。考えるだけで背筋が凍りそうだ。

　学生時代に味わった女子の醜くて黒い心に、ドボンと放り込まれるあの恐怖は二度と味わいたくないのだ。

　なにも悪いことをした覚えはない。ただ周りの子よりも容姿がいいと言われることがあっただけだ。でもそれを鼻にかけた覚えもないし、誰かと比較して優劣をつけた記憶もなかった。それに、恋愛に関しては奥手だったのだから。私にしてみれば、完全に妬み以外のなにものでもないと思っている。

「仕事が途中なので失礼します」

　柏原さんの顔を見ずに椅子から立ち上がり、そそくさとフロアを出て、非常階段へと急ぐ。悠長にエレベーターを待っている余裕はない。また追いかけてこられたら、今度こそ逃げ場はないだろう。

　――いつ気づかれたの!?　別人になりきれているはずなのに。入社してから今日まで、誰にも気づかれたことはなかった。週末、街で誰とすれ違っても。

　それなのに、どうして……。

「待って」

　非常階段を小走りで駆け上がる私の手を引いて、柏原さんが引き止めた。その反動でバランスを崩した私の身体は、彼の腕の中へと落ちていく。

「……ごめん、怪我してない？」

　私をしっかりと受け止めた彼の声色が耳元を掠めた。

「大丈夫です」

　体勢を整えてから、もがいて彼から離れようとした。こんなところ、誰かに見られたら一巻の終わりだ。

「なんで逃げんの？」

　だけど、抱き竦められて身動きを封じられた私を、彼は離そうとしない。

「逃げてなんかいないです。仕事に戻るだけで」

　数センチの距離で柏原さんと目が合う。無遠慮な微笑みに、私は思わず息をのんだ。

「俺から逃げないで」

「だから別にっ……」

　ぎゅうっと抱きしめられて、胸の奥が鳴った。

「隠し通せると思ってるの？　この前と同じだよ。ネイルのデザイン」

　言われてハッとした。そんなの偶然だと言い返したいけれど、そこまで見抜かれていたら嘘をついてもきっと無駄だろう。本当の姿を見られてしまったのは不本意だけど、ここは潔く認めて、今まで通りの地味女子生活を貫けばいい。

「好きでこういう身なりをしてますから、どうぞお気になさらず」

　かわいげのない返事をすれば、小さくため息をついて彼は私を解放した。

「誰にも言わないから。だから、俺をちゃんと見て」

　あの日キスをした相手が地味女子の私だと知っても、彼は少しも驚かずにまっすぐ見つめてくる。そして、熱のある視線に変わった彼の瞳と、私の顎先にかけられた指先のせいで、私は動揺を隠しきれなくなった。

　眼鏡を外されて、一層自由を奪われた私の唇に、彼は視線を移す。

「俺のこと、特別好いてないことも分かってるよ」

　再度重なった視線は、さっきよりも熱い。

「でも、好きになったら仕方ないでしょ？　ひと目惚れしたの、初めてだったし」

「……そういう嘘、やめてください」

「嘘じゃない。じゃなきゃ、社内でリスク背負ってまで、抱きしめたりしない」

　言われてみれば、確かにそうかもしれない。うちの会社には社内恋愛禁止という厳しい規則があるのだから。

　でも、それに流されるほど、私は馬鹿じゃないし、干からびてもいない。

「じゃあ、信じさせてもらえませんか。柏原さんの気持ちが本物だってこと」

　柏原さんが本気で私を好きなわけがない。告白をして、再びキスをして……私の反応を見て楽しんでいるだけかもしれないのだから。

「信じられるって思ったら、彼女になってくれる？」

　さっきまでの強引さを消し、瞳の熱も表情も穏やかなものに変えた彼の態度に、私なりの答えを返そうと言葉を探す。

「その時、好きになってたら」

「望むところだよ。絶対好きになってもらうから」

　互いに挑むような微笑みを交わした。

　私は、恋に落ちないように。

　彼は、私を恋に落とすために。










駆け引きは運命の始まり




　誰かと〝おはよう〟を送り合う朝は久しぶりだ。

　決まった時間に出社する私の携帯に、柏原さんからのメッセージが届くようになって五日目の朝。

　信頼を得ようとする彼と、それを見極めながらも恋に落ちない準備を着々と進める私は、今のところ平行線だ。

「瀬織さん、最近いいことがありましたか？」

　ルーティンのごとく毎朝の簡易清掃を済ませた私に、出社して自席に座り、経済新聞を広げた千堂部長が問いかけてきた。

「特別変わったことはありません」

「そうでしたか」

　にこやかに返されたものの、他人に変わったと言われるということは、地味路線から外れつつある可能性があるのかもしれない。

　どこがダメなんだろう……。それに、〝いいこと〟は今のところない。

「髪の色、変えたんですね。それと、携帯カバーも」

　部長は私の小さな変化を見逃さなかった。佳乃さんの服装や髪形にも気を留めているだけある。

「季節が変わったので、なんとなく」

　私の場合は、おしゃれのためにしているわけじゃない。カラーリングが退色してきたからだし、携帯カバーも単に飽きただけ。

「両方とも、よく似合っていますよ」

「ありがとうございます」

　カプチーノを片手に新聞をめくる部長だって、今朝ももれなく麗しい。

　腕時計のベルトはステンレスから革に変わっているし、スーツも少し前から秋冬物になった。今朝は、グレンチェックのネクタイとネイビーのスーツが合っていて……素敵すぎる。時が経つのを忘れて、じっくりと見惚れてしまうほどに。

「私になにか？」

「あっ……いえ、今日も素敵なスーツを着ていらっしゃるなと思いまして」

　ははっ、と笑った千堂部長は、精せい悍かんな顔つきにぴったりの涼しげな目元を細めて私を見た。

「瀬織さんにファッションチェックされているのなら、明日からは一層気合いを入れなければなりませんね」

　爽やかさと上品さ、漂う色気をこれ以上出してくると宣言されただけで、私の脳内には幸せな想像が広がっていた。




【ランチ後、Ｂ会議室で待ってる】

　お昼が目前になった頃、デスクの端に置いていた携帯の画面が反転して、柏原さんからのメッセージを通知した。

　私が携帯を見ていようと、その内容にハラハラしようと、誰も気づかないのが救いだけど、どうやって断るかを考えていたら仕事が進まなくなりそうだ。

　既読だけつけて、無反応を決め込む。仕事中に恋愛禁止の社内でうつつを抜かしていたら、今までが一気に崩れていく。大体、社内で誰にも気づかれずに会うなんて無理だろう。

　集中し直して作業をしていると、ＰＣの端に新たなメール受信の通知が飛び込んできた。

【もしよかったら、ランチでもいかがですか？　もちろん業務優先ですが】

　送信者は――【Manato SENDOH】って、千堂部長!?

　驚いて顔を上げた私を、千堂部長は内線で誰かと話しながら見つめていた。

　部長とランチ……初ランチがこのタイミングって、なにかの予兆なのかと、携帯とＰＣを交互に見る。

「ええ、それではまた話が進みましたらご報告いただけると助かります。難航しなければいいのですが」

　にこやかに話す部長の声が、終話が近いことを知らせる。

　思い切り目が合ったとはいえ、まだメールを見ていないということにはできると気づいて、開封したメールを未読に戻した。

　それからはデータを貼りつけたり、数字を確認しながら資料の完成を目指した。千堂部長が希望している資料の出来栄えがどのレベルなのかは、いつも任されているから分かっているつもりだ。

　千堂部長とランチなんて、社内の女子がどれだけ憧れているか。柏原さんと密会なんて、社内の女子が何人妬むだろう。

「最高と最悪が同時に味わえるとはこのこと」

　ぼそっと呟いて、傍らのカフェオレに手を伸ばすと、なにかにぶつかった。

　おもむろに視線を向けると、部長が左手をデスクに突いて、私を見下ろしていた。

「お疲れさま」

「お疲れ……さまです」

「資料、どんな感じですか？」

「今のところ、八割はできています」

　まさに今、なんとかごまかそうとしていたのに、部長が話しかけてきたせいで動揺を隠せなくなる。

「さっき、もうひとつお願いしたいことをメールしたんだけど、見てくれた？」

「すみません、こっちに集中していたので……」

　目の前でメールを開けと指示するような部長の視線に負けて、画面を切り替えた。

　未読にしておいてよかったと、ほんの数分前の私を褒め称える。

「どんな感じかな、これ」

　断る理由が見つからず、静かに頷きながら「はい」とだけ小さく答える。

「大体、どれくらいになるか分かったら教えてください」

「十分後くらいです」

「では、それでお願いしますね」

　部長の手が私のデスクから離れ、そこに残された白いメモに慌ててマウスを乗せた。

　人目のある環境で、こっそりメモを渡されるなんて……恋愛禁止の社内ではありえない出来事に最大限の注意を払って、つつつ、とマウスを引き寄せる。そして、傾けた隙間からメモを取り出し、広げていた資料の上で同化させた。

　よし、第一関門クリア。ここで誰かに見つかりでもしたら、明日から私の居場所はなくなると言っても過言ではないと思う。

　折りたたまれたメモを片手で開き、視線は画面と資料を往復させる。携帯の画面が反転したけど、今はそれどころじゃない。

【地下のパーキングに来てください】

　地下駐車場……って、なぜそんなところで待ち合わせを？　一緒にランチに行くだけなら、現地集合でいいのでは……。

　ちらりと千堂部長を見れば、ＰＣを見つめていた視線が交差して、ウインクされてしまった。

　急沸騰する体温を自覚して、隠すために額に手を当てて俯いた。考えごとをしている素振りだけは、誰よりも上手くできる自信がある。

　ウインクって、こういう時に投げられるんだっけ？

　人生初のウインクは、こんなに威力があるとは思いもせず……。

　ランチのお誘いメール、断らせない言動、残されたメモ、交わされた視線とウインク……これって、もしかして。

　――誘われてる？

　地下駐車場なんて、基本的に来客か重役が乗る車が停まっているくらいで、一般の社員はあまり立ち入ることはない。

　見聞きしてきた話や、憧れの目で鑑賞したドラマや映画の王道は、駐車場であんなことやそんなことが……。

　って、あんなことってなに？　そんなことが起きようものなら、私は一体どうしたら……。だって、私……キスまでしか経験がないのに!!

「ランチに出てきます。急ぎの連絡があれば携帯にお願いしますね」

　決まって声をかけてから出ていく千堂部長の背中を、全員が見送る。

　ホッと息をついて緊張をほぐすのは、大体が若い男性社員。部長は威圧的ではないけれど、上司がいるといないの差は少なからずある。

　部長がフロアを出てから三分ほど間を空け、ＰＣをロックして手荷物を持ち、後を追った。

　ランチタイムは大体時間が重なるもので、乗り込んだエレベーターは混み合っている。

　誰ひとりとして、これから私が千堂部長とランチに行くとは思っていないだろう。それも、地下駐車場で待ち合わせるという約束付きだなんて……。

　どうしてこのタイミングでお誘いの声がかかったのか、千堂部長の考えていることが分からないまま、緊張だけが煽られる。

　乗っている高層階用のエレベーターは、途中からエントランス階まで一気に下る。到着してドアが開くと同時に、乗っていた人たちが次々と降りていく。

「お先にどうぞ」

　最後まで操作盤の前に陣取り、〝開〟のボタンを押し続ける。丁寧に会釈してくれる人もいれば、さも当然のように出ていく人もいて、小さな社会の成り立ちを見たような気がした。

　誰もいなくなったのを確認してから、今度は〝閉〟のボタンを素早く連打し、すぐに〝Ｂ〟のボタンを押した。

　社内恋愛って、こんな感じなのかな。誰にも見つからないようにメールを確認したり、渡されたメモをこっそり読んだり、時間をずらして行動したり……。

「私には向いてなさそうだな……」

　こんなに大変なら、恋愛は社外がいい。柏原さんからの申し出は、いずれ断ることになるだろうと思った。

　ひとり、地下階へ降り立つ。日の当たらないコンクリートの世界には等間隔で同じ模様をいくつも描く白線と、まばらに停まっている車だけしかない。待ち合わせの場所が合っていたか、持ってきたメモを開いた。

　少し右上がりだけど、癖の少ない丁寧な文字が現在地を示している。

　突然の眩しさで顔を背けると、白のセダンが目の前に停まり、千堂部長が運転席から降りてきた。

「お疲れさまです」

「お疲れさま。乗って」

　素早く助手席側に回ってドアを開けてくれるけど、戸惑いと緊張のせいで足が動かない。乗ってと言われて受け入れられる状況でもないし、千堂部長のお誘いというのが現実味をかなり薄くする。

　しつこいくらいにまばたきをして、息を吸って吐いて、そっと目を閉じ、落ち着こうと意識する。

「瀬織さん、あまりゆっくりもしていられないので失礼しますよ」

　手を引かれて半ば強引に乗せられると、本革のシートが身体を受け止めた。外からドアが閉まって密室になると、心拍数が加速する。

「私の隣で申し訳ないけれど」

　運転席に乗り込んだ千堂部長が眉尻を下げて微笑み、ドアを閉める。

　これが社用車ではなく、彼の愛車だとすぐに気づき、シートベルトをする横顔を見つめた。

「申し訳ないなんて、言わないでください」

　誘われたとはいえ、千堂部長のプライベートに踏み込んでしまったら、ますます緊張してしまう。

「ん？　どうして？」

　ハンドルを握る、形のいい細長い指が色っぽい。その手に触れられたのだと思ったら、途端に言葉が詰まってしまった。

「……言っておきますが、隣に乗せるのは瀬織さんが初めてですから」

「えっ!?」

「あぁ、社内でって意味で」

「……そうですよね、驚かせないでください」

「ごめん」と砕けて謝る部長は車を回して出入口まで来ると、定期駐車のカードを機械に差し、ゲートを通過した。私は少しずつ遠ざかる社屋をサイドミラーに逃がした視線で見つめる。

「仕事、いつもたくさんお願いして申し訳ない」

「いえっ、そんなことは決して」

「佳乃さんにお願いしても、結局内容の大半はあなたが作っているのでしょう？　彼女にはきちんと話しますから」

「大丈夫です」と返事をすると、この状況に相変わらず緊張が解けない私を気遣っているのか、部長は前を向いて運転しながら気さくに話しかけてくれる。

「瀬織さんは、休みの日はなにしてるの？　ドライブとか？」

「私は免許を持っていないので」

「へぇ、珍しいね。じゃあ、素敵な人の隣に乗ったり？」

「……そ、そうですね。そんな感じです」

　素敵な人がいたら、こんな生活はしていない。あまり得意ではない異業種交流会なんかにも行かなくて済むし、私生活が充実していたら、こういういちいちの出来事に動揺したりしないはずで……。

「あっ!!」

「え、なに!?」

　突然大きな声を出した私に驚いて、部長が一瞬だけ私に視線を向けた。

「すみません……」

「なにかあった？」

「いえ、ちょっと思い出したことがあって」

　部長の誘いを断れなくて今に至るけど、先約があったことをうっかり忘れていた。ちゃんと断らないと……。

　携帯を開けば、案の定、柏原さんからのメッセージが届いている。

　触れることすら躊ちゅう躇ちょする携帯の画面に指先を落としたら、吹き出しで囲まれた文字が飛び込んできた。

【お疲れさま。席に行ったらいなかったけど、今どこ？　外でランチ？】

　どうしよう、なんて返事をしたらいい？　外でランチです、千堂部長と……なんて言えるわけがない。せめて外にいるくらいは言っても支障ないよね？

「大丈夫？」

「はい、友達から連絡が入っていただけで」

「それならいいけど」と流してくれるあたり、千堂部長はやっぱり大人だ。柏原さんだったら、口を割るまで話を変えてくれないだろう。

【お疲れさまです。お返事遅くなってすみません。今日は外でランチしてるんです。他の会社の友達と一緒に】

　勝手に友達にしたことを申し訳ないと思いながら、運転する部長を盗み見る。

「連絡は済んだ？」

「はい、失礼しました」

「本当だよ」

「……すみません！」

　運転してくれているのに隣でメッセージ送信に勤しむなんて、無礼にもほどがあるというもの……。

「俺と一緒じゃ、そんなに退屈？」

　前を見ながらも、時々合わせられるその視線に射抜かれそうになる。

「そんなことは決して!!」

「あはは、冗談だよ」

　こんなに意地悪な笑顔で、思い切り楽しそうにする部長、初めて見たかも――。




　十五分ほどすると、車は隣の街に入り、やがて見えてきたレストランの駐車場に車が停められた。

「この店、俺のお気に入りなんだ。時々食べに来るんだけど」

　そこは、隠れ家風の店構えで、私道にはみ出したテラス席がいくつかある。

「おしゃれですね、とっても……」

「食事も美味しいんだよ」

　扉を開けるとすぐに香ばしい匂いが漂う。チーズと茹でたてパスタの小麦の香りを嗅いだら、思わずお腹が鳴りそうになって、力をこめて封じた。

「愛まな斗とくん、久々だね。いらっしゃい」

「すみません、突然予約して」

　出迎えてくれたのは、五十代くらいの男性。シェフの格好をしていて、控えめな顎髭がよく似合っている。

　案内された席に向かい合って座ると、真正面にいる部長とまともに目が合って、恥ずかしさから、すぐに逸らしてしまった。

　メニューを手にして選ぶ部長は、私みたいにドキドキしているはずもない。だって、私は地味子だし、ただの部下でしかないんだから。

「俺は生パスタのペスカトーレにしようかな。瀬織さんは決まった？」

「すみません、どれも美味しそうで決めきれなくて……」

　注文を取りに来た女性店員に、おすすめがどれか尋ねると、秋だからキノコとチキンのグラタンだと言われ、それを注文した。

「いつもランチは社食？」

「社食だったり、お弁当を作ってきたりしています。部長は外食ですか？」

「大体ね。ランチタイムに近くの会社にいる友人と会ったりもするんだけど、最近彼女ができたらしくて、三回に一度は断られるようになってしまったんだ」

　そんな他愛もない世間話をしていたら、美味しそうな匂いを湯気に乗せたパスタとグラタンが運ばれてきた。

「いただきます」

　スプーンに乗せたグラタンから、湯気がもくもくと上がっている。部長もパスタをフォークに絡ませ、息を吹きかけてから口に運んだ。

「瀬織さんにお願いがあるんだけど、今話してもいいですか？」

「はい、どうぞ」

　熱々のグラタンに、同じように息を吹きかけて冷ましながら食べていると、部長はテーブルの空いたスペースに資料を広げた。

「食事中に仕事の話を持ち込んで悪いんだけどね」

「あの、その前にひとつだけ」

　聞き返す視線に、ひと呼吸置いて言葉を続ける。

「どうして誘ってくださったんですか？」

「社内で話したら、周りが瀬織さんに嫉妬すると思ったからですよ」

「……確かに、それはそうですね」

「企画の話を直接振ってたら、贔ひい屓きだって言う人がいるでしょうし」

　部長とランチをしてるほうが妬まれそうだけど……ご本人は自覚ナシなのかな。

「実は、小規模で社員旅行をしようかと思ってるんだ。年が明ける前に、一年の締めとラストスパートに向けて一致団結するために」

「……はい」

「あまり乗り気じゃない感じかな」

「そういうわけじゃないんですけど……」

　社員旅行となれば、眼鏡を外さなければいけないだろう。地味子を装ったまま過ごすにはどうしたらいいだろう。

　入浴はみんなと時間をずらして、夜中か朝方にすればいいかもしれないけれど、ひとり部屋じゃなかったら完全に気が抜けない。癒されるはずの旅行が台無しになる。

「宿を取るには早いほうがいいから、瀬織さんのチョイスでいくつか当たってみてくれないかな」

「承知しました。人数は何人くらいでしょうか？　一泊二日ですよね？」

「その予定です。商品開発部と店舗統括部で行こうと思っていてね。でも全員とはいかないだろうし……多くて三十人くらいかな。参加者は先着順にしましょう」

　バッグから手帳を出して、メモを取る。

　冷静なふりをするけど、内心は不安しかない。地味子の天敵、お泊まり。しかも、よりによって店舗統括部と……。

「瀬織さんは、温泉は好きですか？」

「……部長はお好きですか？」

「たまに行きたくなるかな」

　質問に質問で答えるなんて失礼を承知で切り抜けた。あまり根掘り葉掘りプライベートを聞かれても困る。取り立てて話題にできるようなことはないし、ずっと恋をしていないなんて勘づかれたくもないのだ。




　ランチを終え、部長の車で会社の地下駐車場へと帰ってきた。

　会社が近づくにつれて、誰かに見られるのではないかとそわそわしていたら、部長は『客先に出かけていたことにしよう』と笑って話していた。

　私には、そんな余裕は皆無だ。社内女子の憧れ、千堂部長の愛車の助手席に座るなんて……夢のような出来事なのだから。

「先に戻っていてください」

「はい、本当にごちそうさまでした。美味しかったです」

　改めてお礼を言うと、部長が嬉しそうに微笑んでくれた。

「…………!!」

　シートベルトを外し、後部座席に置かせてもらっていたバッグを取るために身体を捻ひねったら、同じ行動をとった部長の指先が私の手に触れた。

　それはほんの一瞬だったのに、完全に私の思考を止めてしまうほどで……数センチ先の横顔から目が離せなくなった。

　無駄のない輪郭は、男らしさを感じる喉元までがひとつの絵のよう。アーモンド形の瞳は目尻が涼やかで、艶のある健康的な色の唇は口角がきゅっと上向きだ。そして、いつでも真剣さと優しさを灯す瞳はとても色っぽい。

「これ、さっきの店長からお土産みやげもらったから、よかったら食べて」

「……ありがとうございます」

　手作りのマーマレードジャムと自家製パンのラスクが詰め合わせになった透明の袋を渡され、自分のバッグを持つことなく、真正面に向き直った。

　会社にいれば絶対にない話でもない。例えば、隣の人と肘がぶつかったり、廊下の角を曲がろうとして鉢合わせ、なんてこともあるはず。

　だから、これはよくあること。つまり事故みたいなもので、大きな意味はない。部長が触れるつもりじゃなかったのは明白だし、期待なんかする立場でもなくて……。

　それなのに、不意をつかれたせいでドキドキと胸の奥が騒がしい。

「どうした？　難しい顔してる」

　部長が私の膝にバッグを置いて、そのまま見つめてくるから……息もできなくなりそうだったのに。

　頭にのせられた穏やかな重さに、私は自然と顔を上げた。

「また機会があれば誘わせてね」

　髪に触れるそれが部長の手だって気づいたら、全身が熱くなってきた。

「あ、ありがとうございましたっ、失礼しますっ!!」

　それでも、容赦なく微笑んでくる意地悪な部長に乱されてしまう前に、私は慌ただしく離れて車を降りた。

　二十五年生きてきて、こんなに一瞬に感じるランチタイムはなかったと思う。

　誘われて、待ち合わせて、車に乗って……どれもが駆け足で思い出される。

　運よくひとりきりになったエレベーターの中、荷物を両手で持って深く息をついた。

「ドキドキさせるつもりじゃないっていうのは、よく分かってるんだけど……」

　また誘うなんて言われたら、それを気にせずにはいられなくなる。

　不意に、バッグに入れていた携帯が震えて、おもむろに取り出して画面を見た。

【俺、嘘つかれたくないんだけど】

　柏原さんからのメッセージだ。彼の怒りが、文面から伝わる。どこでかは分からないけれど、千堂部長の車に乗っていたのを見られたのかもしれない。彼の誘いを、嘘をついて断ったと思われたのだろう。

　素直に謝ろうと文字を選んでいたら、続けて吹き出しが表示された。

【千堂部長と、付き合ってんの？】

　飛び込んできた内容に、思わず携帯を落としそうになった。

　私が、千堂部長の彼女って……ありえない!!　そんなことは地球がひっくり返ったって起こるはずがないじゃない!!

　部長にドキドキさせられた後は、柏原さんに動揺させられて、胸の奥は落ち着く暇もない。

　なんて説明しようか考えて、【お疲れさまです。今日は部長に打ち合わせを兼ねて誘われただけです】と返信した。

　すぐに【友達って言ってたよね？　千堂部長って友達だったの？】と返ってきて、そうじゃないと言い訳を打ち始めたところで、後が続かなくなった。

　その場しのぎとはいえ、部長といるなんて言えなかっただけで、嘘をつくつもりはなかった。部長だって、誰にも気づかれないように誘ってきたわけで、その帳尻だって合わせなくちゃいけない。

　打っていた文字を消して、シンプルな言葉を選ぶ。

【ごめんなさい】

　言い訳しようとすればするほど、面倒が起きそうだと思った。柏原さんの返事を先延ばしにして、千堂部長の誘いに乗った私がいけなかったのだ。

　ほどなくして、エレベーターの上昇が止まり、営業本部が入っている階でドアが開くと、携帯を手にした柏原さんが乗り合わせた。

「…………」

　気まずすぎる沈黙に冷や汗が出る。バッグを持ち直そうとしたら、部長から渡されたジャムとラスクの詰め合わせの袋がくしゃりと音を立てた。

「店舗統括のヤツから、名前は分からないけど、千堂部長と部下で眼鏡をかけた地味な女の子が一緒に車で地下に入っていったって聞いてさ。……千堂部長が友達なわけないよね」

「はい……言えなかっただけなんです。すみません」

「謝らないで。俺がちょっと妬いただけだし」

　顔を上げれば、思っていたより何倍も温かな表情の彼がいた。

「好きなの？　千堂部長が」

「そうじゃなくて……」

　ちょっとドキッとさせられたけど、それとこれとは別だ。千堂部長の麗しさや人柄のよさは毎日感じているし、今日は今までになく距離が近かっただけ。イコール、恋をしたという結びつきは私の心に生まれていない。

「仲のいい上司と部下？」

「千堂部長は、誰にでも平等に優しく丁寧に接してくださるので」

「確かに、あの人は完璧って感じだもんね……それなら、よかった」

　私と改めて向き合った柏原さんはホッとした息遣いを見せた。

「他の誰かに盗られるくらいなら、心ごとさらうしかないのかな、って思ったから――」

　店舗統括部が入っているフロアに到着して、間もなくドアが開く。

「またね、結ゆ衣いちゃん」

　降りていく彼の背中に、もどかしさを感じる。

　妬いたなんて言われると思っていなかったのだ。いつもと変わらぬ愛嬌のある笑顔を見せられて、彼の告白も想いも本物なのかもしれないと、ほんの少しは信じてあげないと悪いような気がしてしまった。




　千堂部長に任されたのは、社員旅行の件だけではない。新しい企画の立ち上げにメインとして参加してほしいと言われたのだ。今まではどちらかというと書類作成などの事務業務が中心だったから、どんな商品を作るか、誰をターゲットにするか、どれくらい利益が見込めるのか……そういうプロジェクトに本格的に参加するのは初めてだ。

「瀬織さん」

　席に戻るなり、佳乃さんが詰め寄ってきた。

「なにかありましたか？」

「……あまり調子に乗らないで」

　理由が分からず文句をつけられ、きょとんとする私の視線の先に、千堂部長がいる。私より少し遅れてランチから戻ってきた部長は、私と佳乃さんの雰囲気に気づいた様子だ。

「ここは仕事をするところ。文句を言う時間があるなら、やることを早く済ませてください」

　部長に冷静に注意された佳乃さんは、下唇を噛みながら悔しそうに席に戻った。

「すごいっすね、企画任されるなんて」

　長谷川くんは追い打ちをかけるのが得意なのだろうか。佳乃さんに睨まれたままだというのに、空気を読もうともせずに、私を褒めてきた。

「どうして知ってるの？」

「佳乃先輩が、千堂部長のデスクにあった資料をこっそり見ちゃったみたいです」

　あぁ、なるほど。それであんなに苛いら々いらしてたのか……。盗み見るなんて、随分といい趣味をお持ちで。

「瀬織さん、明日から打ち合わせの時間取ってください」

「かしこまりました」

　自席に着いた部長に言われ、頭の中にスケジュールを思い浮かべる。

「できれば週一～二回くらいは確保してほしいかな」

「はい、予定いたします。どうぞよろしくお願いします」

　スケジューラーを開いて、自分の予定と部長の予定を確認してから、ミーティングルームか小会議室が空いている日時を照らし合わせる。直近一週間の予定を組んで、部長の予定にも反映させた。

　企画打ち合わせの予定参加者に、部長と自分の名前が並ぶと気合いが入った。

　苦手だとか経験がないだとか言っている場合じゃない。やっと仕事を楽しんでやれる機会を得たんだから。




　翌日、まだなにも決まっていない段階の打ち合わせ――通称〝ゼロ打ち〟が始まった。

　フロアを出る時に背中に感じた佳乃さんの視線は、ミーティングルームに着いても刺さって抜けない。あんな顔をするくらいなら、仕事で張り合ってくれたほうが清々しい。それに、私は千堂部長を狙っているわけではない。

「なにか考えてきたことはある？」

　ミーティングルームで向かい合って座ると、部長がそう切り出してきた。

「……すみません、正直ちゃんと浮かんでないんです」

「そりゃそうだよね、昨日の今日なんだから。でも、商品開発部にいるからには、アンテナは常に高くしていてほしいのが、上司としての意見かな」

　柔らかな言葉尻とともに微笑みながらも眼差しは真剣で、思わずドキッとしてしまった。

「はい」

　返事をした私に、部長はさらに口角を上げて微笑み、少しだけ首を傾けて見つめてくる。

「私も今までいろいろな企画に携わってきたし、それに追つい随ずいして他部署と連携する経験もある。だけど、瀬織さんは未経験と言っていい。どうして今回、瀬織さんに企画を任せようと思ったか、そこから話してみようと思うんだけど」

　ホワイトボードを使ったり、資料を見て話し合うだけが打ち合わせじゃない。こうして部下の意識や得手不得手を再認識した上で事を進めるのが、千堂部長のやり方だっていうのも分かっていた。でも、いざ自分がその立場になったら……緊張とプレッシャーと、無力さに向き合う勇気が求められている。

「まず、自分が欲しいモノばかりを企画しようとしないこと。センスを信じるのは大切だけど、周りの意見を受け入れない頑かたくなさは消したほうがいい。いいものはいい、そうじゃないものは捨てる。そうやって積み上げていかないと、いつまでたっても企画のゴールは見えない」

　千堂部長は、企画案の出し方から意識の持ち方までレクチャーしてくれた。他にやり方があるのは分かっているけど、これがきっと今はベストだと思うからって笑ってくれて、張り詰めるほど真剣な空気をほぐしたりしながら。

「最後に、今日の本題。どうして瀬織さんにお願いしたか。それは、まだなににも染まっていないから。今まで企画の経験があれば、それに沿って考えてしまったりするだろうし、自分が通したかった案を少し捻ったりする。それが新しいかと言われたらそうじゃない。瀬織さんだからこそできる真新しいなにかを期待してるんです。分からないことや困ったことがあれば、いつでも周りに聞いてください。もちろん、私だって構いません」

　なににも染まっていない私にできる、真新しいなにか――。

　ふと浮かんだ光景を、箇条書きにメモを取っていく時間は、頭が今までにない覚かく醒せいをしたような感覚がする。

　なににも染まっていない私だから、これがいいと思った。真新しいかは分からないけど、この会社の商品にはなかったはず。

　そう思って、私はたった今頭に浮かんだことをそのまま口に出してみた。

「例えばですけど、片想いから付き合うようになるまで、恋人の時間、結婚するまで、家族になってから。そういう、いくつかの節目に色を添えるインテリアを思いついたんですけど……ありきたりですよね」

　不安交じりで提案してみたものの、私の話を聞いている部長の顔は真剣そのもの。その表情からは、この提案がいいのか悪いのかも分からなくて、テーブルの下で手をぎゅっと握った。

　やっぱり、もっと考えてから話すべきだったかもしれない。

「やってみたらいいよ。踏み出さないと始まらないし、引き返してもいいんだから。他社にないモノを作れるのが一番いいけど、当たれば売上に直結するような大きな利益が出せるかもしれないしね」

　いつも日陰を選んで、ひたすらＰＣと向き合う地味な私が、誰かの手助けじゃなくて、自分が企画したもので仕事が回せる。

「もう少し具体的に練ってきてもらえる？　急がなくてもいいけど、なるべく早く」

　千堂部長のほうでも考えてくるからと言われて、ゼロ打ちから前進した今日の時間は、入社以来、三本の指に入るほど充実していた。

　デスクワークを下に見るわけじゃないけれど、せっかく商品開発部にいるなら、こうして企画から携わる仕事がしたいとずっと思っていた。

　今までの地道な日々がようやく報われた気がした。










充実は幸せの始まり




　黙々と進める仕事は嫌いじゃない。むしろ得意だ。締切さえ守れば、自分のペースで進めることもできる。

　でも、周りと話し合いながら意見を出し合って進める作業は……苦手だと思う。

「瀬織さんの案って、他社の類似にならないようにしないとマズいじゃない？　うちならではの機能的ななにかを考える時間はあるの？」

「だったらリニューアルと同じことじゃない？」

「それなら、別に瀬織さんの案を採用しなくてもいいんじゃないですか？　もっとおもしろそうなのあったと思いますけど」

　チームに召しょう集しゅうされた面々が矢継ぎ早に話しているなか、私は早くも戦線離脱気味だった。みんなの言っている意味が分からないということではなく、ただついていけないの一点に尽きる。

　もっとじっくり考えてから臨むべきだったと後悔するも、次々と展開する話は脱線してしまうこともしばしば。

「瀬織さんは？　なにか思うところはある？」

　千堂部長が混線している会話を一旦止めた。

「あの、新しん参ざん者ものが言うことではないと分かっているんですけど……」

　数分ぶりに口を開けば、一斉に視線が集まる。日陰で地味な私がこんなに注目を浴びたことがあっただろうか。

「今日って、コンセプトを決めるために集まったはずなんですけど、私の案でいいのかどうかも正直分からないままで、集まっている意味ってありますか？」

「その通り。前向きな話ができないなら、こんな集まりは無意味だ」

　千堂部長がすかさず私のフォローに入ってくれたおかげで、言葉の棘とげが薄くなった。先輩がいるのに、なんたる強気で立ち向かってしまったのかと、言ってからすぐ謝りたいと思っていたところだった。

「あなたは、次回から参加しなくて結構です。ご自分が抱えている企画に精いっぱい取り組んでください」

　一番否定的だった佳乃さんに、部長が冷静な判断を突きつけ、空気が凍りつく。

「じゃあ、続きをやろうか。仕切り直し」

　本題を話し合えば、生産性のある時間が進む。

　普段穏やかな千堂部長が一瞬でも豹ひょう変へんしたせいで氷点下まで冷え切った空気も、結局は彼がもと通りにしてくれた。




　企画だけが私の仕事ではない。もとから預かっていた会議資料だって締切は迫っているし、他部署とすり合わせる内容だってある。

　柏原さんがいる店舗統括部に依頼していたデータが届いていて、内容に目を走らせた。

「それじゃ、お先です」

　定時を少し回った頃、隣の席の男性社員が帰っていく。いつも淡々としている彼は、感情をあまり表に出さず、周りがいくら賑やかになっても一歩引いて見ているタイプだ。なにを考えているのか分からない人ではあるけれど、悪い人ではない。

「お疲れさまでした」

　挨拶を返して、ついでに財布を持って、自販機に向かう。

　今日はまだ帰れそうにないから、フルーツジュースでも飲んで、気分転換しよう。

　だけど、空室のミーティングルームから漏れ聞こえる声に足を止めた。

「恋が満ちる時ってコンセプトなのに、ご本人に女子力足りてないんじゃ、お先真っ暗じゃない？」

　あはは、と高笑いして揶や揄ゆしているのは、間違いなく佳乃さんだ。十五分ほど前に帰っていったはずなのにと驚きつつ、自分が話題にされていて悔しくなった。

　だけど、佳乃さんの言うことを否定もできない。佳乃さんの派手さや女子力を振りかざしているのは好ましくないと思っていたけれど、人目を気にしているのは、私も同じ。妬まれないように日陰を好み、見た目だけじゃなく、本心まで偽って過ごしている。共に仕事をする仲間たちにも心を開けないままでいるんだから……悪く言われても仕方ないのかもしれない。これは自分が蒔まいた種だ。

　……あぁ、悔しいな。自分が悔しい。

　買ったばかりのオレンジジュースを一気に飲んで、ぷはーっと息をつく。薄暗い休憩室に並ぶソファの背に浅く腰をかけて、夜の色に染まりゆく眼下の街並みと、藍に変わっていく遠くの海を眺める。

　キラキラしてるなぁ。会社のネームバリューも、オフィスも、働いている人たちも。本当は私だって、あんなふうに輝いてみたいのに……勇気のなさに自己嫌悪するばかりだ。

「まだ帰れないの？」

　背後から声がして勢いよく振り向くと、自販機でブラックの缶コーヒーを買う柏原さんがいた。

「お疲れさまです」

「お疲れ、なのは結衣ちゃんのほうじゃない？」

「そうでもないですよ、私はいつもこんな感じで」

「ふっかーいため息ついてたくせに」

　片手でプルタブを引いた彼は、私の隣に並んで、浅く腰をかけた。

「部署は違うけど、同じ会社の仲間でしょ？　言えないことなら無理にとは言わないけど、仕事の相談くらいは乗れるつもり。こう見えて、一応センパイだから」

　優しく微笑まれたら、無条件に胸の奥が騒ぐ。

　彼は、私を好いていると言った。いつだって軽薄そうで、手軽な恋を望んでいそうなのに、偽物の自分を演じる私を知っても、態度を変えることなく接してくれる。それは、きっと彼なりの誠意の見せ方だったりするのかもしれない。

「そんな潤んだ目で見られると、さすがにまいっちゃうんだけどな」

「……すみません、ちょっと目にゴミが入っただけで」

「そうやって、いつも隠すの？」

　まっすぐな視線に囚とらわれると、彼の想いが迫ってくるようだ。

「なにがあったか言わなくてもいいけど、会社で見る結衣ちゃんも、本当の結衣ちゃんも俺は好きでいるよ。そんなに否定しないでいいのに。誰になにを言われても、自分を好きでいるのは当たり前のことだよ」

　柏原さんの手がそっと私の髪に触れた。控えめに撫でられる髪が、くすぐったい。痛いほど見つめられる瞳は、秒を重ねるごとに逸らせなくなる。

　傾く顔に、キスの予感。甘くなっていくこの距離に促されてそっとまぶたを下ろそうとしたら……人感センサーの明かりまで消えてしまった。

「俺の前では、素直になりなよ」

　ほどなくして重ねられた唇は、私の味方でいてくれる温度がした。

　キスの音が弾けた後、わずかに唇が離れていく。

「……返事は？」

　暗さの中で小さく頷いた私の頬を、彼の手のひらが柔らかく包む。

　そんなに優しくされたら、涙が出る。理由はどうあれ、癒されたかったんだって気づかされた。

　先入観は、私が嫌うもののひとつだ。だけど、それに囚われて柏原さんを見ていたのだとしたら……。

　これが、社内恋愛の始まりなのかもしれない。なんて絵に描いたようなスタートなんだろう。

　柏原さんのキスは、私に想いを届けようとしている気持ちが伝わってきて、満ち足りた気分になった。




「今日は一緒に帰ろう」

　柏原さんに誘われて、キリのいいところで仕事を終わらせた。

　社屋を後にして、振り返って見上げれば、ところどころ明かりが灯っている。

　秋口の夜風は思いの外冷たくて、肩を竦めると彼はなにも言わずに手を繋いでくれた。

　地味な私と、輝き続ける彼。両極にいる私たちを、行き交う人が見る。

「気にしないの」

　俯いて歩く私から、彼は眼鏡を奪った。私が困った顔をすると、ぼやけた視界でも彼が悪戯いたずらっぽく微笑んでいるのが分かった。

「今日は、結衣ちゃんの部屋に行きたい」

　彼氏ができたのは、初めてじゃない。でも、キスよりも先の経験はない。

　いざそういう雰囲気になった時、相手の下心が見えてしまって冷めるのがほとんどだった。どうせしたいから言い寄ってきたんでしょ？　優しくしたのも、食事をごちそうしてくれたのも、すべてこの瞬間を手に入れるためだったんでしょ？……って、相手の気持ちを疑ってしまうのだ。

　蓋を開けてみれば、身体目当てだったのだろうと思うこともある。経験がないと告げる勇気がなくて、身体を許せずに振られたこともあった。唯一、処女を打ち明けられた元彼は、聞いた途端に態度を変えた。しかも、それを友人にバラして、『責任重大で重たい』と酒を飲みながら笑っていたというのだ。後日、彼の友人から聞かされた私は、もう誰とも恋をできないんじゃないかと落ち込んだ。

　私にとって、〝未経験〟は男性に疑い深くなるだけの足あし枷かせになった。私は男運も見る目もないんだろう。

　今、隣にいる彼を、私は信じていいのだろうか。

「地味なのは見せかけなんだから、そんなに徹底しなくても」

　混み合う駅の構内を抜け、電車に乗って、ひしめき合う車内で身体がぶつかる。

　彼の胸元から見上げる他ない窮屈な空間に、小さな幸せを感じた。

「徹底しなくちゃ、意味がないんです」

「どうして？　別に普通にしててもいいと思うよ。結衣ちゃんは結衣ちゃんなんだから」

「面倒だからです。妬みとかそういうのが」

「あぁ」と納得した声。柏原さんだってそういう経験は大いにあるだろう。だからこそ、秒とかからず理解してくれたのだ。

　返してもらった眼鏡をバッグにしまい、乱れた髪を直して耳にかけた。

　服装はオフィスカジュアル、ヒールは低め。決して目立つ格好はしていないのに、顔を上げて背筋を伸ばしたら、どういうわけか周りの男性が視線をよこした。

「結衣ちゃんは目立つタイプだもんね。華があって、そこにいるだけで人の視線を集めてしまうような」

　きっと彼も私と同じ、異業種交流会のあの夜を思い出しているのだろうと思った。




　自分以外の誰かが、この部屋に来たことがあったか思い返す。

「結衣ちゃんの部屋って感じする」

「そうですか？」

「綺麗にしてあって、こだわりのものが置いてあったりして……俺はこういう部屋好きだな」

　バッグを床に置いた彼が背中から抱きしめてきて、私はとっさに大きく波打つ鼓動を抑えようとした。

「そう言ってもらえて、よかったです」

　あんなに警戒して、社内恋愛には不向きだろうから断ろうと決めていたのに、意外とあっさりほだされてしまった。

　柏原さんが、思っていたよりずっと誠実そうだから。隣にいてくれたら、きっと楽な気持ちでいられるって予想ができるから。

　――でも、本当に私を好きでいてくれる？　愛してくれるの？

「俺のこと、好き？」

「…………」

　異性を部屋に入れたのも、恋をしたのも久しぶりすぎて戸惑う。

　抱きしめられれば無条件に胸の奥が跳ねるし、私の名を呼ぶ彼の声も心地いい。だけど……。

「結衣ちゃんが思うよりずっと、俺は好きでいる自信があるんだけどな」

　ひょいっと覗き込んできた彼の顔に、いい答えが欲しいと書いてある。

　私を好いているとハッキリ言われている上、こうして部屋に上げてしまったら、選択の余地はなさそうな気がした。

「俺を選んで、後悔はさせたくないと思ってるよ」

　優しい微笑みを見せる彼に、胸の奥がざわめく。そこがいつからか恋を名乗るようになっていたなんて、自分でも気づかなかった。

「認めたほうが楽になるんじゃない？」

　私の気持ちの揺れ幅を、彼はどうして分かってしまうのか――。

「……柏原さんは、私のどこが好きなんですか？」

「知りたい？」

　彼は、私の背中を包んだままでもったいぶる。背中越しに温もりを感じて、恋がきゅんと染み入る感覚に息苦しくなった。

「結衣ちゃんが知りたいなら、教えてあげる」

　柏原さんは私の髪にキスをして、耳と耳をくっつけるように顔を近づけてきた。

　少しでも振り向けば、吐息が混ざる。真っ赤に染まっていく顔を見られてしまう。

　焦る私の気持ちは見て見ぬふりをしているのか、彼の指先で簡単に、視線を変えられた。

「恋愛に慣れてないところ」

　驚きが顔に出た私を見て、柏原さんは親指で私の唇をなぞる。

　それは優しくて、でも妖よう艶えんで……彼の唇を見つめていたら、微笑みの形に変わった。

「こんなにかわいくて綺麗なのに、他の誰にも染まらないでいるなら、俺で染め上げたくなるんだよ」

〝いい？〟って問いかける眼差しに飲み込まれそう。

　答える前に重なった唇は、次第に私を求めるような動きに変わっていく。

「んっ……」

　キスの合間に求めた呼吸で、言葉にならない苦しさを伝えれば、紅潮した頬の熱さに気づいた。

「私っ……」

　緊張している私を、彼はたやすくベッドに押し倒した。そして、真上から微笑んでみせると、唇に、耳に、首筋に……何度もキスを落としてくる。

　いつの間にか指を絡めて繋がれた片手は、ベッドに縫い止めるように押しつけられていた。

　今までだって、このくらいの経験はある。好きになった人と互いを知るために、気持ちを伝えるために必要なことだって、この歳になれば理解してる。

「……緊張しないで。優しく愛してあげるから」

　耳元で滑るような吐息と彼の声色が甘すぎて、流れてしまいそうになるけれど、この先を彼に預ける決心がつかず、カットソーの上から私の胸に触れてきた彼の手を制してしまった。

「嫌ならしないよ？」

「……違うんです」

　今だから、伝えたい。今じゃなきゃ、彼の本心を聞けない気がして……。

「柏原さんが……好き」

　指が絡んだ片手はそのままに、覆いかぶさる彼の影の中で呟いた気持ち。

　軽くて調子がよくて、女の影がつきまとう男なんて最低だと思っていたのに、柏原さんはいつでもまっすぐだった。そして、自分に自信が持てない私を、受け入れてくれる。

「俺も、結衣だけ想ってる」

　潤んだ私の瞳に気づいた彼は、ひとつひとつをゆっくり進めようとしてくれているのが分かる。強引に私の気持ちを引き寄せなかったのと似ていて、彼の優しさを思い知らされていくみたいだ。

「……いい？」

　確認してきた彼の顔があまりにも穏やかで、きっと今までの彼氏とは違うはずと思った。柏原さんとなら、いい恋ができるんじゃないかと思うからこそ――。

「私、その……」

「なに？」

　ちゃんと言わないといけない。ほぼ百パーセントの確率で、経験済みと思われているに違いないから。

　彼の目を見て、どんな反応をされるのか不安が押し寄せてくる。

　誰かと付き合うたびに必ず訪れるこの瞬間が、すこぶる嫌いだ。

「まだ、ここから先を知らなくて……それでも、いいですか？」

　驚きをありありと灯した彼の瞳。深く絡み合った指が、わずかに緩む。

「ごめん……」

　彼の影が遠退いて、重ねられた温もりが少しずつ冷えていく。

　ベッドに仰向けになったまま、見慣れた部屋の天井しか見えなくなって寂しくなった。

「そ、そうですよね。困りますよね」

「困るよ、そんなの言われても」

　腕をグイッと引かれ、起き上がった半身を彼が受け止めた。

「本当にごめん……止められなくなるところだった」

　ドキドキと打ちつける音が、彼の胸の奥から聞こえてくる。

　ふと見上げれば視線が交わり、少し照れたような表情を目前に、私は言葉を失った。

「俺で染めていいなら、大切にしたい」

　おでこに触れた彼の唇は、優しくて誠実で温かかった。




　恋の充実が私の口角を持ち上げる。地味子街道を突き進んでいながらも、完全に恋の魔法にかかった状態では浮かれてしまう。

【今日も頑張ろうな】

　出勤途中に送られてきた、柏原さんからのメッセージを何度も読み返し、気合いを入れる。ちなみに午前中だけで十回は見てしまった。ただの文字の並びが宝物のようだ。

【お疲れさまです。もし時間が合うなら、ランチ一緒に食べたいです】

　社内恋愛禁止だから、現地集合と解散はマストだけど、一緒にいる時間を増やしたい。仕事中の彼と会えるだけで、自分が特別だと感じられるから。

　あ……既読、ついた。

　送信して数秒後に彼が確認してくれただけで、気にかけてもらえているんだと実感できて幸せに浸れる。ほんの小さな出来事でも、喜びは多ければ多いほうがいい。




　時計はすでにランチタイムを過ぎ、十五時前。もしかしたら、と思って仕事に没頭していたけれど、柏原さんからの返事は一向に届く気配がない。

　もしかして、うざいと思われた？　引かれちゃってたら嫌だな。っていうか、行けないなら行けないで、そう返事をしてくれてもいいのに。

「ちゃんと食べないと、企画の舵かじ取りは上手くいきませんよ？」

　不意にデスクの端に置かれた紙袋は、近くのカフェのロゴが入っていて、折られている袋の口からコーヒーの匂いがほんのり漂ってくる。

「……ランチ、行ってないみたいだったから」

「あ、ありがとう、ございます……お気遣いいただいてしまってすみません」

「頑張ってるから、ごほうびね」

　カフスを外して、Ｙシャツの袖を慣れた手つきでまくる仕草に目が留まる。千堂部長は、いつどこでなにをしていても様さまになる。無理なく完璧に映る姿は高嶺の花そのもの。

　いただいたサンドウィッチとカフェモカに口をつけ、もごもごと咀嚼しながら画面に視線を向けた。

　食べながらも考えてしまうのは企画のこと。佳乃さんに陰口を叩かれたことで逆に燃えてきてしまっている。それに、柏原さんにも褒められたいし……。

「美味しい？」

　キャビネットから会議で配布された資料のファイルを取り出した部長は、通りかかったついでに後ろから尋ねてきた。

「っ……はい。このハムタマゴサンド、大好きなんです」

「そう、よかった」

　佳乃さんの視線が痛い。部長に気遣われてしまった上に、優しく声をかけられてばかりじゃ贔屓されていると思われかねない。

「あの、部長っ」

　振り返った部長は言葉こそないけれど、優しく返事をくれていると表情から伝わる。

　サンドウィッチを持ったまま、部長に歩み寄って目の前に立つ。長身を見上げれば、自然と髪が後ろに流れ、眼鏡姿の化粧っ気のない顔が全開になった。

「どうぞ、お気遣いなく……私、頑張ります」

　企画が本格的に走り出すまで、実際に商品が店舗に並んでから……企画は立ち上がってレールに乗ったら終わりはない。だからこそ、慎重に考える時間だってあるだろうし、上手くいかなくて思い悩むことだってあるはず。そのたびに、こうして部長に気を使われてしまうのは望まない。

「頑張ってくださいね、瀬織さんには期待しています」

「ありがとうございます」

「それと、私が勝手にしていることですから。部下をかわいがるのは悪いことではないはずです」

　柔和な微笑みで不意をつかれ、思わずサンドウィッチを落としそうになった。

　せっかく佳乃さんの威圧から逃れようとして言ったことが、逆効果になってしまった。

　確かに、部下をかわいがることは悪くない。でも、あからさまなのはちょっと困る。

　部長はああ言っていたけど、次からはちゃんとランチも取って、仕事を円滑に進めていかなくては。




　終業時間を迎え、佳乃さんはせかせかと帰宅していった。長谷川くんは同期の男子とデスクで世間話をしているし、他の部署もそれなりにまだ賑やかだ。

　だけど、デスクの傍らに置いた携帯だけは、しんと静まり返ったまま。さすがにランチの返事をこの時間になってまで求めはしないけれど、放っておかれたくはない。

　付き合って数日。今が一番キラキラできる時。

　無条件で恋に没頭できるはずなのに……私の気持ちは沈んでいた。




【ごめん、連絡遅くなって】

　そんな切り出し方で柏原さんはメッセージのやり取りを再開してきた。

　帰宅して食事も済ませて、シャワーを浴びようとしていたけれど、後回しにできず受信音に反応してしまった。

【すっごいバタバタしてて、やっと会社出たとこ】

【結衣とランチ、行ってみたいな。誰にも気づかれないようにしないといけないけど】

【近々、土曜は空いてる？　どこかに出かけたいなと思ってて】

　どう返そうか考えている間に、彼は次々とメッセージを送ってくる。

【お疲れさまです。遅くまで大変ですね】

　そう送った後、土曜は空いているし、デートを楽しみにしていると返したら、すっかり幸せが戻ってきた。

　彼の想いを、メッセージのやり取りだけで確かめるつもりはない。だけど、四六時中一緒にいられないからこそ、どんな方法でもいいから繋がっていたくなる。

　それほど、柏原さんの存在が日々を染めているのだ。




　朝早く起きて、毎朝ほぼ同じ時間に出勤し、ルーティンのように清掃を済ませて自分の業務をこなすだけの色気ない毎日だったのに、柏原さんとお近づきになり、付き合うようになってからは目まぐるしく変わった。

　会社の人の目を気にしなくていい週末は、メイクだって念入りになる。彼にかわいいと思われたいがために張り切って鏡に向かう時間が、幸せで仕方ない。こんな時間があったっていいじゃないかと、日頃の地味子がちょっと笑ってくれているみたいだ。

　しばらくデートらしいことをしていなかったから、今日はなおさら特別に思える。〝未経験〟の私を大切に想ってくれている彼氏なんて、もしかしたら初めてかもしれない。重いとも言わず、すぐに優しく包み込んでくれた柏原さんがすでに私の生活の中心にいる。まだお互いをよく知らないけれど、きっと時を重ねていけば……。

「お待たせ」

　待ち合わせた恵え比び寿す駅の西口。十分以上早く着いてしまって、彼のことを考えながらえびす像の前に立っていると、約束の時間通りに柏原さんがやってきた。

　顔を合わせるなり自然と手を繋がれて、幸せが指先から全身に回っていく。

　今日の私は、いつもの地味子モードでいる時よりも彼と釣り合うはず。行き交う人たちの視線もそれほど気にならない。

「結衣のそういう格好、久々に見たけど……やっぱそれはそれでいいね」

「え!?」

　白いニットにブルーデニムを合わせ、少し冷たくなってきた秋風をしのぐために、ライナーを付けたベージュのトレンチコートを羽織ってきた。ブーティから足首を覗かせ、少しだけ女性らしさを意識したものの、彼がすぐに褒めてくれて照れ隠しのために足元に視線を移した。

「どうしたの？」

「褒めてもらえたら、嬉しくなっちゃって」

　彼もデニムを穿いてきて、お揃いみたいで嬉しい。黒いレザージャケットがとても似合っていて、彼をまっすぐ見られなくなる。

「いい女を連れるには、俺もそれなりに覚悟しないといけないんだよ」

　眩しい笑顔を向けられて、思い切り恥ずかしくなった。

　立ち寄ったアパレルショップで、絶対に似合わないと分かっている帽子をかぶって笑い合ったり、それぞれ気に入った服を買った。それから、街路樹が並ぶ街を歩いて、ベンチに座って話して……。

　こんなに笑ったの、本当に久しぶり。特別変わったことをしていないのに、話上手な彼といるだけで笑顔が引き出されて、満ち足りた気持ちになれる。

　十三時を少し回ったところで、彼はオーガニックレストランに連れてきてくれた。広ひろ尾おの公園沿いにあるテラス席で向かい合って腰を下ろし、ほんの少しだけ色づき始めた木々を眺める。

「結衣は、この後行きたいところある？」

「うーん……柏原さんは？」

　どこに行きたいかなんて、考えてなかった。一緒にいられたらどこでも楽しいから。

「ゆっくりできたらそれがいいと思ってるよ」

「柏原さんは、いつも忙しくしてますもんね」

「おかげさまで。店舗統括部から離れられたら、また変わるんだろうけど」

「異動の話、出てるんですか？」

「いや、もしもってこと。他に行きたい部署もないしね。今は今で大変だけどやりがいあるから」

　時折視線を交えながらも、食事をする彼の横顔はとても凛り々りしい。

　季節野菜のジェラートを食べて、オーガニックティーを飲んで周りを見渡す。カップルもいるけれど、大半が女性だけで来店しているようで、彼に視線が集まっている。

「こんな素敵なお店、知らなかったなぁ」

「ここにね、うちのインテリア入れられたらいいなと思って」

　休みでも仕事を考えている彼は、いつだって生き生きしている。

「店舗向けのものなら、最近発売したふたりがけのソファとか、合うかもしれませんね。それに商品紹介もさせてもらえたら、きっといい宣伝になりそうです」

「結衣もそう思う？」

　微笑みながら頷けば、似た温度の笑顔が返されて胸の奥が鳴く。きゅうっと締まって、今日何度目かの幸せを噛みしめた。

「あれ？　陸りく？」

「あ、サチも来てたんだ」

　私の後ろから現れ、柏原さんに慣れた様子で声をかけた女性に、彼は親しげに返事をする。

　サチさんという女性はミニスカートを穿いたスラッとした脚がとても綺麗だけど、甘い香水の匂いがなんだか佳乃さんと同じタイプに感じた。

　私がいても、サチさんはまったくお構いなしで彼と話を続けている。せっかくのデートに邪魔が入って心の中ではムッとしつつ、ここは理解のある女を演じるのが正解だと思うから顔には出さなかった。

「悪い、また話そう。今日は連れがいるからさ」

　少ししてから、柏原さんが会話を切り上げた。彼なりに気を使ったのかもしれないけれど、私を彼女と紹介することなく楽しそうにされたら、さすがに気分はよろしくない。

「ごめん、タイミング掴めなくて」

「うん……」

　女友達くらいいたっていい。そんなのは普通のことだと思うし、もともと社交的で人付き合いが得意そうな彼なら、私が理解するところなんだと思う。

「怒ってる？」

「怒ってないですけど……」

「けど？」

「ちょっと、嫌だっただけです」

「へぇ……」

　曖昧な返事をした彼に再び視線を合わせれば、テーブルに頬杖をついて嬉しそうにしている。

「結衣が妬くなんて、意外」

　妬いてなんかない、と言い返そうとしたのに、彼の手が伸びてきて髪を撫でられてしまった。

「かわいい。妬かれるの、俺好きなんだ」

　いつの間にか、この恋に彼よりも浸かってしまっている気がする。

　どっちのほうが好きでいるかなんて、考えたって無意味だと思うのに、できたら同じだけの愛情を傾けていてほしいと独占欲が強くなってしまう。

「彼女、って紹介してもよかったんだけどね」

　私が腑ふに落ちない原因を察した様子で、彼は優しく話を続ける。

「サチ、さっきの子ね。会社の子だからさ」

「……そう、だったんですか」

「総務の子だよ。もしかしたら、結衣だって気づかれるんじゃないかと思って、俺とだけ話すようにしたんだ。なにかあったらお互いマズいじゃない？」

「はい」

「だから、結衣を無視したわけじゃないの。むしろその逆」

　撫でられる髪が、愛されていると実感する。優しい笑顔で、まっすぐ見つめてくるその瞳が私を捕らえた。

「結衣を守るため」

　食事を終えると、「行こうか」と先に席を立った彼は、ワンテンポ遅れて立ち上がった私の腰を引き寄せ、頬にキスをひとつくれた。










涙は略奪の始まり




　日々多忙ながらも、柏原さんは連絡を怠らない。意外とマメな性分だって、自負するだけのことはある。

　すっかり秋本番を迎えた十月中旬は、例年より暖かくて秋服の出番は少なそうだ。といっても、私の場合は地味ゆえにあまり変わり映えしない。カットソーがニットになるくらいで、色味は至って控えめだ。Ｖ開きの白ニットを着るだけでも、地味子的には頑張っているほう。

「打ち合わせの前に、少しいいですか？」

　予定時間より三十分ほど早く、千堂部長と連れ立ってフロアを出た。

「例の件、時間がある時にって連絡くれていたよね」

「はい。私なりの判断で三つに絞りました。一応、全部押さえてありますが、決まり次第他はキャンセルします」

　空いていたミーティングルームに入ると、使用中であることを示すランプが灯る。

「これでコーヒー買ってきてもらえませんか？　瀬織さんの分も」

「ありがとうございます」

　社員旅行の打ち合わせは、仕事とはいえ堅苦しさがない。部長も朝から会議が連続していたから、ひと息入れたい頃なのだろう。

　自販機の前には先客がふたり。ここに来ると、柏原さんとキスをした日を思い出す。

　あの時、柏原さんがいなかったら、どこかで気持ちが折れていたかもしれない。できると思っていてもやれないことはあるはずで、そこに周りの妬みや予期せぬトラブルが入れば、今の企画を任されたところでやり抜く覚悟は持てなかっただろう。

　柏原さんは、いつだって助けてくれる。私が困っていたら、そっと隣で寄り添って、笑顔を引き出してくれる大切な存在になった。

　千堂部長が好んでいる缶コーヒーを買って、ミーティングルームに戻った。

「言わなくても分かってくれるのは、さすが瀬織さんですね」

　部長の好みを把握していたことを褒められて、小さく微笑み返す。

　地味子は徹底しなくてはならない。本当の私を知っているのは柏原さんだけでいい。バラすとしたら、柏原さんと付き合っているのを公表する時だろう。

　……例えば、結婚とか。そういうタイミングが来たら。

「それで、瀬織さんイチ押しの宿はどれですか？」

「これです。伊い豆ずの修しゅ善ぜん寺じにあるんですけど、季節的に雪見温泉ができるかもしれません。庭園もあるので、歩きたい人は気分転換もできますし、食事もとても美味しそうで……」

「では、そこにしましょう。宴会場も予約してください」

「押さえてあります」

「相変わらず仕事が早いですね」

「……でも、ひとりあたりの料金が」

　さすがに一万八千円は高い。自腹で行くにしてもごほうびレベルだ。

「いいですよ、そこで」

「でも」

　見積もりを渡しても、千堂部長は了承を変えない。『ちょっと高いね』と言って引いてくれたほうがいろいろと楽なのに。

「予算は相談するから大丈夫。ひとり一万円で参加者を募集してみて。差額は会社に持ってもらえるようにします」

「……持ってもらえなかったら」

「私が出しますよ。お金のことは責任持つから、気にしないで進めてくださいね」

　企画の打ち合わせ時間が迫り、ミーティングルームを後にする。

「あと少しで商品の入れ替えが始まります。分かっていると思うけど、夏と冬はインテリアを買い足す人が多いし、春になれば新調する割合が高くなる。今のうちに軸を完成させないと、企画が倒れてしまうかもしれない。そうなると、これまでの時間も労力も無駄になるから、気合いを入れて頑張りましょうね」

「はい」と返事をすると、部長もにっこりと微笑み返してくれた。




　もっと、くっついていたい。彼に抱きしめられると、溶けてしまいたくなる。

　帰宅して、缶ビール片手にテレビを観ていたら、予告なしに柏原さんがやってきた。出迎えた玄関ですぐに腕の中に閉じ込められ、彼が纏う外気の匂いすら愛しくなった。

「今日は、会えないと思ってた」

「どうして？」

　彼の問いかけに胸元から見上げる。

　この景色が私の日常になってから、満たされてばかりだ。少しも欠けてほしくないものが積もっていく。

「会社ですれ違いもしなかったから、そういう日もあるかなって」

「俺は、会えるって思ってたよ」

　耳に落とされるキスが優しい。私を甘やかすだけの彼の唇は、虜にしようと襲いかかってくる。

「結衣、抱きたい。……抱きたくて、結衣が欲しくて来た」

　ふたり分の重さに、ベッドが軋みを鳴らす。彼が動けば、それに合わせて奏でられるその音にさえ幸せを感じる。

「ねぇ、俺の彼女って、こんなにかわいかったかな」

「なぁに？　いきなり」

「いきなりじゃないよ、いつも思ってること」

　彼はいつだって甘い。甘すぎて胸やけしてしまうほどに。

「大きな目、綺麗な髪……こうすると感じちゃう耳」

　ふっ、と息を吹きかけて舌を這わせる彼が、私を弄もてあそび出す。

「甘ったるくて、俺を誘う声」

　漏らしてしまった自分の声を今さらながら恥じる。必然的に頬が熱くなって赤く染まるのを両手で隠せば、彼は案の定それを許してくれなかった。

　部屋着が少しずつはだけて、どちらかというと裸と言ったほうが近い格好にさせられて、それでもなお彼はＹシャツ姿から変わってくれない。

　肌に当たるシャツの感触まで求めるようになったなんて、彼が知ったらどう思うだろう。淫らだって驚くかな。そんな女だったのかって冷めた目を向けるかな。

「……ねぇ、いい？」

　まだ誰にも捧げたことのない身体が求められる時が来た。

　今夜まで、多忙な彼と一夜を共にする機会はなく、キス以上のことはしてこなかった。だけど、こうして突然やってきた彼の情熱を見せられたら、きっと後悔しないと思える。

「……うん」

　返事すら恥ずかしくてたまらない。彼よりも、この恋に頭の先まで浸かっていると知られてしまうだろう。

　丁寧に、花びらを開くように彼が私を晒す。

　恥ずかしくて目を背ければ、部屋中に日常が転がっていて、これが現実だと知らしめてくる。

　鎖骨を撫でられ、身体の曲線に沿って彼の手が降りてくる。キスに混じった吐息は、あっという間に混じり合って、絡む視線に彼の新しい熱を見た。

「泣くほど怖い？」

　気づかぬうちに目尻から伝っていた涙を、彼が指先ですくってくれる。

　……違う。怖かったんじゃない。やっと好きな人と結ばれるって思ったら、感極まって涙が溢れてしまっていただけ。

　小さく首を振って想いを伝えようとまっすぐ彼を見上げる。だけど……。

「分かった。もういいよ、ここまでにしよう」

　彼はそう言うと、ため息を漏らしながらベッドを下り、背を向けて帰り支度を整え、あっという間に帰ってしまった。




　もしかしたら泊まっていくつもりだったのかもしれないと思ったのは、玄関で見送った時に、柏原さんのバッグの中に替えのネクタイがあったのを見たからだ。

　彼が帰ってしまったら、途端に色褪せる。

　私の日常なんてたいしたことはない。だけど、誰にも負けないくらい彼のことばかりを想って……そんな時間の積み重ねがかけがえのない日々を作っていた。

「もっと一緒にいたかったな」

　不意の訪問は、残り香と温もりの記憶ばかりをむやみに植えつけた。灯された熱は冷え切って、その代わりに寂しさと切なさが顔を出す。

　だから、嫌なのよ。

　気持ちのままにもっと愛し合って彼を知りたいのに、〝未経験〟が邪魔をする。




　あの夜から、彼と会う機会が減った。

　仕事が忙しいって言われたら、それを信じるしかないのは社内恋愛だからこそ。私だってそれなりに忙しいし、周りも年末が近づいてきて慌ただしい。

「……これは、すごくいいんじゃないかな。ねぇ、瀬織さん」

　企画の打ち合わせの間も、柏原さんのことばかり考えてしまうようになった。同じ建物にいるのに、見かけることもない。忙しくしていると分かっていても、会えない日が続くと切なくなる。デスクにいても、ランチをしていても、通勤中も、ずっと会いたいと思うばかり。

　あんなにマメだった彼の連絡も途絶えがちになってきた。私から連絡をしてやっと返事をくれる程度に変わって、無視されているわけじゃないんだからって思うのに、心の隙間が広がろうとする。

　柏原さんでめいっぱい埋め尽くされていた思考が途端に色をなくし、満足感が充たされることもなくなってきて……。

「瀬織さん、聞いてる？」

「っ、はい！」

　ぼんやりとしている私に向けられていた千堂部長や同僚の視線で、ようやく我に返った。

　意識して集中しないと、隙をついて柏原さんが出てくる。こんな経験は今までなかったのに。




「ちょっといいですか？」

　打ち合わせが終わって自席に戻り、資料をまとめていると、後から戻ってきた部長に声をかけられた。

「企画の件で、言い忘れたことがあった」

　部長の背中はスーツベストの艶に覆われている。今日はえんじ色を効かせた合わせがとてもよく似合っている。

　空室のミーティングルームに通され、向かい合って座った。腕時計をちらりと見遣ってから私と目を合わせた部長は、いつになく冷静な表情をしていた。

「このところ、らしくないですね」

「らしくない、とは……」

「あなたらしくないという意味です。依頼した資料は小さなミスがあるし、打ち合わせは上の空、デスクではやたら携帯を気にしてみたり……」

　思い当たる節がありすぎて、言い訳すらできない。だけど、その理由は話せなくて、言葉に詰まる。

「体調でも悪いのですか？　瀬織さんは頑張りすぎる時がありますから、もし無理をしているのなら休みを取って英気を養ってください」

「……大丈夫です。どこも悪くないですし、至って健康で……」

　流行りの風邪にもかからないし、咳込んだり微熱が出たりもしていない。ただ、心が寂しさでしゅんとしてしまっているだけで……。

「気をつけます。以後、このようなことのないようにします」

「頼りにしていますよ」

　真剣な目つきのまま、唇だけが弧を描く。

　千堂部長に釘を刺されるほど、私は上の空だったらしい。

　これ以上ダメになる前に、柏原さんと会おう。会って、抱きしめてもらうの。溜まりに溜まった気持ちをぶつけないと、大爆発してしまいそうだ。

　部長に誘導されて、ミーティングルームを出た。

　いつでも誰にでも平等に接する部長は、世間でいう紳士のカテゴリーに当てはまる。誰かがミスをしても声を荒らげて叱ることもない。それなのに、わざわざ呼び出されて釘を刺されたということは、よほど私の態度が目に余ったのだろう。

「気分転換、付き合ってもらえますか？」

　自席に戻ろうとした私を引き止めて、部長は通路の奥にある休憩室へ入っていく。

　返事をしてついていく途中、やっぱり思い出してしまうのは柏原さんのことだ。

　休憩室には思い出があるから、どうしても近づけなかった。たったあれだけの出来事でさえ、私にとっては大切な時間で、思い返すたびに輝きを増す。

　こんなにも好きになるはずじゃなかったのに、想いは大きくなるばかりで限りがない。

「お取込み中、失礼……どれがいいですか？」

　部長が誰かに断りを入れてから、私を振り返って好みを聞いてくる。

　三台置かれた自販機と、適当に並べられたソファ、四角に切り取られたような窓からの景色。いつもの見慣れた光景があるはずだったのに。

　そこには知らない女性と、向き合うようにして佇む柏原さんがいた。ふたりとも気まずそうな表情で私たちから視線を逸らしている。

「…………」

　私は千堂部長の問いかけに答えることなく、視線を泳がせる。自販機のメニューを見ても焦点が合わず霞んでしまう。

「瀬織さん、確かこのミルクティーお好きでしたよね？」

　鈍い音を立ててペットボトルが取り出し口に落ちた。

　私は視界の端で柏原さんたちを意識するのが精いっぱいで、部長に背中を押されてようやく動くことができた。そのままフロアに戻るものだと思っていたけれど、部長は出たばかりの空室へ私を誘う。

「今見たことは、誰にも口外しないように」

「…………」

「社内恋愛は禁止です。私がそれとなく彼に事実を確かめます。どんな返事が返されるのかは分かりませんが、抱き合っていたのを見てしまったからにはね……交際の事実があると勘違いされても仕方のないことですから」

　眼鏡の奥で、化粧っ気のない目を大きく開いた。心臓が痛いほどに軋んで、呼吸が小さくなる。部長が買ってくれたミルクティーは温かいはずなのに、それすら感じられなくなるほど、指先まで冷え渡っていた。

「……なるほど、そういうことですか」

　突然私の顔を覗き込んだ部長は、鋭い視線を向けてきた。

「瀬織さん、柏原さんに恋をしているんですね」

　俯いた顔を勢いよく跳ね上げれば、気づかないうちに溢れていた大粒の涙が頬を伝う。

「あ、あの、これは……仕事に対する姿勢を見直そうと反省したからで」

「柏原さんが好き？」

「企画が走り出す前の大詰めなのに、こんなんじゃダメですよね」

「いつから好きになったんですか？」

「今日話し合った商品、早く形にしたいですね。あれは絶対に売れると思います」

「……瀬織さん」

　問いかけの一切を無視する私に、部長は会話を止めた。

　ぽろぽろ止まらない涙が、ムカつくくらい切ない。

　泣くほど好きだっていうのに、彼はそうじゃなかったんだ。それを、あの場所で知るなんて望まないことくらい、彼は分かってくれてたはずなのにな。

　私の〝初めて〟を大切にしてくれた彼なら……。

「好きになるのは構いませんが、業務に支障をきたすほどの恋愛なら考える必要がありますよ」

　部長が言うことはごもっともだ。そもそも社内恋愛禁止と知って入社したわけで、それを破ろうものならそれなりに上長に注意されるのは当然。

　だけど、もう引き返せない。好意を寄せられて、恋を自覚して、生活のほとんどを彼に色づけられてしまって……。

「瀬織さん、あなたは仕事をするためにいるんです。分かっているとは思いますが」

　冷静な声で咎められて、涙が伝う。

　別れを選択するくらいなら、こんな恋は始めなきゃよかったんだ。

　俯いて涙をこぼす私に、部長の小さくて深いため息が聞こえた。

　呆れてしまっただろうな。仕事がおそろかだったのは、恋愛に振り回されていたせいなんて……。

「落ち着いたらで構いませんから、少ししてから戻っておいで」

　先に自席へ戻っていく千堂部長に頭を下げたら、彼の優しい声色と恋心の痛みでまたひとつ涙がこぼれた。




　仕事に没頭したら、定時を迎える頃には、任されていた業務は滞りなく済んだ。

　それほど逃げ場を求めていたんだと、自分を客観的に見つめ返しては、昼間に見たことが現実ではないと信じたくなる。

　指先で携帯を操作しても、柏原さんからの連絡はひとつもない。

　私がいたことは絶対に分かっているはずで……。言い訳のひとつくらいあったほうが救われるのにな。

【帰宅前に、社員旅行の案内を参加予定者に周知してください】

　部長からのメール通知に、深呼吸をする。

　ここは会社。恋をする場所ではない。

　呪文のように繰り返しては意識に刷り込んで、目の前の仕事に集中した。




　自宅に着いてコートを脱ぐと、テーブルに置いていた携帯が鳴った。

　柏原さんからメッセージが届いていると通知が出て、ぴょんと心が飛び跳ねる。

　なにもせずにいられなくて、会社を出る前に、【お疲れさまです。忙しいと思うけど、風邪には気をつけてくださいね】と、業務の一環のようなメッセージを彼に送っておいたから、その返事が来たのだろう。

　携帯を手にとって確認すると、お疲れさまを伝えるスタンプがひとつ。

　……それだけ？　あんな場面に遭遇して、このところろくに構ってもらえていない私に対して、たったそれしか返してくれないの？

　軽薄なところがある人だってことは分かってた。それでも、私にだけは誠実でいてくれると信じたのに……。

　なにがあっても信じきれない私が悪いの？　信じさせてくれない彼のせいなの？

【返事、くれないの？】

　再び表示された彼からのメッセージが、涙で歪む。

　お疲れさまのスタンプを私も送れば、すぐに返事がきた。

「……なんでこんなの送ってくるのよ」

　こんな時に限って、ハートを持ったキャラクターのスタンプが返されると、しがみつきたくなる。まだ失恋してないって、その可能性を追いかけたくなる。

【今日、ごめん。最近忙しくてちゃんと会えてなかった時に、あんなの見たら怒るよね。後輩の相談に乗ってたんだ。泣かれて抱きつかれただけで、それ以上のことはなにもないんだよ。お願いだから、俺を信じて】

　私の返信を待たずに、ずっと欲しかった言葉が送られてきて、少し不安が和らぐ。

【うん、分かった】

　私が返せるのは、それだけ。疑ったりしたら、彼がそっぽを向いてしまいそうだから。

【ありがとう。今日、あれから千堂部長に呼び出されたよ。もちろん結衣と付き合ってることは気づかれてなかったけど、社内恋愛は禁止だって釘刺された】

【千堂部長、真面目だからね】

【見られた相手が悪かったというかなんというか】

【また連絡していい？】

【当たり前でしょ。俺は、結衣が好きなんだから】

　――好き。

　そのたった二文字で、救われるなんて思いもしなかったな。彼の言葉は言い訳かもしれないけれど、気持ちは変わることなく私にあるって信じたい。

　冷蔵庫を開けると再び携帯が鳴って、缶ビール片手にテーブルへ戻る。

【着信中　千堂部長】

　携帯を手にして、その表示に思わず戸惑ってしまう。

　今日あんなことがあった上に、部長から連絡をもらうのは初めてだ。

「……はい、瀬織です」

《千堂です。ごめんね、今いいかな》

「はい」と答えると、ちょうど外の喧騒が聞こえてきた。

「部長は、今お帰りですか？」

《ええ、つい先ほどまでデスクにいました》

「お疲れさまです」

《瀬織さんも、一日お疲れさまでした――》

　間が開いたと思ったら、電話の向こうから部長が声をかけられている様子が聞こえてくる。おそらく社屋前ですれ違う社員たちに挨拶をされているのだろう。千堂部長の顔の広さと人望はこういう時でも垣間見える。

《もしもし、ごめんね。今日のことだけど……ここまで踏み込むべきじゃないとは思ってはいるのですが、なんとなく気になって》

「今日のことですか？」

《……ほら、柏原さんのこと。ちょっと言いすぎたと思って》

　千堂部長は優しくて面倒見がいい。部下をよく見ているし、仕事ばかり評価して、人間性を無視することもない。だからこそ、こうして連絡してきてくれたのだろう。

《ごめん、って言って済むのかも微妙だと思うけど、一応会社を出てるから話せることもあるし》

「お気遣いありがとうございます」

《……もう大丈夫？》

「大丈夫です。柏原さんと話しましたので」

《あれ？　連絡先知ってたんだ。そっか、意外と親しかったんだね》

　そうかそうか、と穏やかに繰り返す部長は、今どんな顔で話してくれているのだろう。私と柏原さんの本当の関係を知ったら、なんて言うのだろう。

《特別な関係だったりするのかな、もしかして》

「えっ!?」

《そんなふうに連絡を取り合う仲ということは、恋人同士かな、と。瀬織さんが片想いしているだけなら、彼もわざわざ話したりしないはずでしょうから》

　部長の鋭さに絶句して、急いで言葉を探す。その合間に聞こえてくる自分の心音が、不安と焦りで満ちていく。

「まさか、私が柏原さんとお付き合いしているなんてありえませんからっ!!」

《そう？》

「そうですよ。社内恋愛は禁止ですし、そもそも私みたいな目立たない女を、柏原さんのような人が選ぶはずがないじゃないですか」

《ふーん、そういうもんかな》

「はい。私の完全片想いですから」

　自分で必死に否定すればするほど、本当に彼が遠くなってしまうようで寂しい。完全片想いなんて、報われないにもほどがある。

《なにはともあれ、思ってたより元気そうでよかったです。……じゃあ、また。企画の件、よろしく頼みますね》

「承知しました。こちらこそ、引き続きご指導よろしくお願いいたします」

　恋愛のひとつやふたつ、思い通りにいかないのは想定内だったはずなのに、柏原さんに言い寄られて、あっさり惚れて、振り回されて。

　いや、勝手に振り回されてるのかな……。

　彼が好きだって言ってくれているなら、それを信じないでなにを信じると言うのだ。

「大丈夫、大丈夫……」

　呟いて、ビールで流し込む。

　そっと目を閉じれば、いつだって彼が浮かぶ。太陽みたいにやんちゃな笑顔、仕事中の真剣な顔、楽しそうに話す声、触れる指先の優しさ。

　付き合い始める前から、彼は強引なようで気遣ってくれていた。私を大切にしてくれたし、会えない時だって連絡をくれて……。

　同じことを何回もループさせて、不安を心の視界から押し出す。

　恋愛に依存するタイプじゃなかったはずなのに、久しぶりに恋に落ちたら、やり方を忘れてしまったみたいで上手く乗りこなせない。それだけなんだと思う。

　彼が悪いんじゃなくて、私が恋から遠ざかりすぎただけのこと。




　キーボードの上を忙しなく指が躍る音が、部内に満ちる。

　肩で器用に電話を挟んで、先方と話す長谷川くん。数分おきに、手鏡でメイクチェックを欠かさない佳乃さん。

　私が囲まれている環境は、本日も変化なし。千堂部長は次々と業務をこなして、ようやくひと息ついたかと思ったら会議で離席して……。だけど、あくせくするのは見ている周りのほうで、ご本人からは余裕を感じる。

「柏原さん」

「あぁ、どうも。お疲れさまです」

「今日、みんなでランチでもどうですか？」

　資料を手にした彼が商品開発部のフロアにやってきただけで、女子社員の視線が集まる。数人で結けっ託たくして、彼とお近づきになろうとする光景は、入社以来飽きるほど見てきたけれど。

「ごめんね。今日はこれから店舗に臨店する予定なんだ」

　また今度、と言って誘いを断って彼は背を向けた。

　こんなことくらいなんとも思わなかったのに、彼と恋を始めたら嫉妬心の塊かたまりがお腹の底で渦巻くようになってしまった。

　私を少しも見ないで、仕事に意識を戻す彼が遠い。フロアに入った時に見渡すついででも視界に入れてほしかったのに、それすら叶えてくれなかった。

　千堂部長から注意されて彼なりに、気を使ってそうしたんだって思う。だから彼が正解だと分かっていても、理解と想いがなかなか一致してくれなくて苦しい。

　いつの間にか彼を追いかけ、求めるばかりになってしまった。

　止まったままだった指先でキーボードをひとつずつ選んで、私も仕事に戻る。

　モヤモヤする気分も、浮かれた恋心も、切ない時間の積み重ねも、今は全排除しなくちゃ。

　傍らに置いたタンブラーを手にして、カフェラテを含む。自然とＰＣ画面から外れた視線で、部内を流し見た。

　行き着いた先で千堂部長と目が合って、喉につかえたカフェラテをなんとか飲み込んだ。

【お疲れさまです。企画は進んでいますか？　次の打ち合わせは、本格始動のフックになるようにと考えていますから、そのつもりでお願いします】

　通知された千堂部長からのメールに、迷わず返信を選ぶ。

【お疲れさまです。今ちょうど案を練っていました。みなさんの意見も取り入れて、いい流れに乗れたらと思います。引き続きどうぞよろしくお願いいたします】

　送信をクリックして、椅子にもたれる。

　柏原さんと上手く予定が合わなくて、すれ違いが増えているからって落ち込んでいる暇はない。

　恋愛をテーマにした企画を立ち上げたなら、今のこの想いだって生かさないと無駄になるんじゃないか……。

【戸惑いや不安な時も傍に置きたくなるもの】

　企画書に打ち込んだ文字は、まるで今の私が求めているものだ。そして、それは柏原さん以外のなにかで埋まるとも思えないけれど、それでも心休まるひと時を作れたらいい。




【いきなりで悪いんだけど、もう終わりにしない？　俺たち】

　それは突然だった。

　会社を出て、駅に向かう間、柏原さんからのメッセージを受信して、いつものように条件反射で既読をつけてしまった。

【どうして？　他に好きな人がいるの？　それとも、やっぱり社内恋愛はしないって決めたってこと？　別れようって言われても整理も納得もできません】

　思うがままに文字を選んで、送信を押す前に躊躇する。

　なんて返したら、彼は思い直してくれるんだろう。私の気持ちを確かめただけだって、悪い冗談と流せるだろう。

　一日頑張った後にこんなことになるなんて、微み塵じんも予想してなかった。というより、こうならないように必死だった。

　彼が冷めてしまったなら、もう一度熱すればいい。原因を知らずに、解決なんてできない。

　現実から目を逸らさずに、送信を押して彼の反応を待つ。

　私からの返信が鬱うっ陶とうしいって思うかもしれないけれど、このままで終われるはずもないし、終わるつもりもない。

　ずっと携帯画面を見ていたら、既読サインがついた。

【他に好きな人がいるかなんて、聞かれると思わなかったな。俺のこと信じてくれてなかったんでしょ？】

　そんな……。

　休憩室で見たあの光景を思い出した。あの子とどういう関係なのかを、今ここで問い詰めたりはしないけれど、私にそう思われる片へん鱗りんを作ったのは彼自身なのに。

　電話をしようと履歴を選んでいると、新たなメッセージが届いたと通知された。

【正直言って、処女は重いんだよね。別に悪いわけじゃないけど、俺には合わないかなって、それだけ】

　それだけ、と片づけられて電話すらできなくなった。

　自分の影を引きずるような重い足取りで、ようやく帰路についた。

　ひとり暮らしの部屋は、私が帰らないと明かりが灯ることはない。いつもなら壁のスイッチをすぐに押すけれど、今夜はそんな気分じゃない。真っ暗なまま、十畳の闇に自分を放り込んで、悲しみに浸りたいのだ。

　大切にしてくれていたのは、どうして？　辻つじ褄つまが合わないじゃない。

　涙の粒が色なく足元にこぼれる中、携帯をバッグから出して文字を選ぶ。

　途中で、やっぱり直接話そうと通話画面を開き、彼との通話履歴に触れた。

　――三回、四回、五回。呼び出しても彼は応答しない。

　留守電に切り替わってしまったから、もう一度かけ直しても、彼は無反応だ。

【そうやって、勝手なタイミングで電話してくるのも、俺には合わないんだよ】

　彼のメッセージで、無視されたのだと知る。

　恋の始まりも終わりも、メッセージのやり取りだけで済ませる人がいるらしい。でも、少なくとも私の想いはそんな簡単に扱われたくなかった。だけど、それを言ったら、きっと彼は『重い』と言うのだろう。

　虚無に襲われて、ぼんやり空くうを見つめる。さっきまで携帯で照らされていたわずかな距離も闇に取り込まれて、カーテンの向こうに広がる夜と大差ない。

　終わっちゃったのかな。まだ、私は好きなのに。

　納得できていなくても、彼がそうしたいからって受け入れるものなの？

　処女じゃなかったら……経験がそれなりにあって男慣れしていたら、ちゃんと構ってくれた？　本気で恋をしてくれたの？

　最初から、こうするつもりだったんじゃないのかと、今さら気づく。

　久しぶりに恋をしたら、派手に顔面から転んでしまったみたいで恥ずかしい。大泣きしたいのに、声を押し殺して地味に泣くしかできない最後なんて欲しくなかった。

　彼が本気で私を好いてくれた時間があったなら、その時まで戻りたい。










温泉旅行は試練の始まり




「もう今日は終わろう。お疲れさま」

　ノートＰＣを閉じて、千堂部長が先にミーティングルームを出た。その声は明らかに呆れていて、引きしまった表情が不機嫌に感じる。

　……それもそうだろうな。

　今日は予定していた企画打ち合わせで、この日までにそれぞれのメンバーが一生懸命取り組んできた。みんなこれだけが仕事じゃなくて、他の案件や会議などで忙しくしている中で……。

「だから、瀬織さん担当じゃないほうがいいんじゃないかって言ったんだよ」

　次いで、部屋を出る先輩社員が呟いた。私に聞こえるように言ったのかどうかは分からないけれど、確実にダメージを食らった。

　はぁーあ、と深く重苦しいため息を残して、同僚が席を立つ。

　私なりに企画と向き合ってきた。やっと回ってきたチャンスをふいにしたくなかったし、恋愛が上手くいかなかったからって、仕事に影響しないようにしたつもりだった。

　だけど、いくつか練ってきた企画を提案してみるも、千堂部長はオールＮＧ。『はい、全然ダメ。次』の繰り返しで打ち合わせは終わった。

　全戦全敗の気分で、ひとり残された会議室に佇む。

　私の案は、どうも恋愛に向かないらしい。どうしたらいいのかなんて……頑張るしかないんだけど、ずっしりとのしかかってくる。

　恋も仕事も、ボロボロだ。




　自席に戻れば、企画に携わっている仲間はすでに他の業務で忙しくしている。千堂部長は毎日回付される決裁を確認しながら、内外からの電話を受けている。明らかに引きずっているのは私だけと分かる雰囲気だ。

「ごめん、これ急ぎで十部」

　先輩にコピーを頼まれ、プリンターの前に立つ。

　さっきはあんな感じだったけど、先輩だってもう次のことにかかりっきりだ。私だけのんびりなんてしていられない。

　プリントを終えたものを渡し、途中だった資料作成に取りかかる。

　来週は店舗統括部との定例会議がある。ずっと頼まれてきた仕事くらいこなせないと、私の存在自体が不必要と判断されかねない。仕事は仕事だ。

「瀬織さん、ちょっと」

　千堂部長が携帯だけを持ってフロアを出ていく。なんの用なのかは、聞かずとも分かる。……企画の件に違いない。

　重い腰を上げて、遅れて席を立った私を同僚たちが冷めた目で見送った。

　みんな、心の中では貴重な時間を無駄にされたと思っているのだろう。私が逆の立場だったとしたら、少なからずそう思う可能性がある。

　さっきまで使っていた会議室はまだ空室のままで、部長が先に椅子に座り、長い脚を組んで私を待っていた。

「ごめんね、いきなり」

「いえ、大丈夫です」

「来週の会議資料に挟み入れてほしい内容、さっき共有フォルダに入れておいたから確認してください」

「かしこまりました」

　日常的なやり取りも、妙な空気で支配される。このために呼ばれたんじゃないことが分かっている私を見て、部長は携帯を長机に置いた。

「企画、なにがどうなって、あんなことになる？」

「あの……すみませんでした」

「前回のほうがずっとよかった。それを踏まえてこの仕上がりってありえないよ。もと通りどころか、壊してどうする」

　両手をぎゅっと握って、問いかけの答えを探す。

「瀬織さんが、こういう流れにしたかったわけじゃないのは分かってる。でも、さすがに空中分解させるのはいただけない。なにか原因があったなら相談に乗ります。今ならまだ引き返せる」

　引き返せるなんて言われたら、涙腺が緩んでしまう。それは、柏原さんとの恋をなくした今の私が一番望んでいることだ。

　――引き返せるものなら、どんなことでも後悔せずに済むのに。

「泣くくらい悔しいなら、ちゃんと仕事で結果出しなさい。あなたならできるはずです」

　まさか、失恋したせいで暗さと切なさ全開の案に仕上がったなんて言えない。

「恋が満ちる時。すごくいいテーマだと思うよ。出会いでも片想いでも憧れでも、心が満ちれば、その時が輝くんだから」

「……はい」

「あまりプライベートに踏み込みたくはないって、この前も話したけど」

　千堂部長が前置きして脚を組み直す。続く言葉は、きっと私をえぐるだろう。

「柏原さんに失恋した？」

「…………」

　片眉をわずかに上げて、冷たい表情で問いかけた部長に、私は黙秘権を行使する。社内恋愛が禁止と知りながら始まった恋は、誰にも知られずに消えてくれたほうがいい。

「順調に付き合っていたのに一方的に振られて、傷ついた自分に浸っているからなかなか前向きになれない……そんなところ？」

　投げられた剛速球を避けきれず、私の傷心にぶち当たった。見事、デッドボール。

「……くだらない」

　俯いて黙り込み続ける私を切り捨てるその声は、千堂部長のものとは思えないほど冷れい酷こくだった。驚いた私を見つめるその表情も極めて険しい。

　部長に知られてしまった……。

　このことはきっと人事部に報告されるだろう。規則違反を見逃してもらえるはずもないし、こうして企画まで滞ってしまっているのだから……。

　どんな処分が待っているのかと思うと、不安で押しつぶされそうだ。

「今度の旅行が終わるまで、打ち合わせは延期します。それまでになんとか方向修正をしなさい。このことは私の胸にしまっておきます」

　意思に逆らって、流れる涙が悔しい。自分が情けない。

　仕事に影響してしまうほど、彼を想っていたと日が経つごとに思い知る。

「最初から期限は最大限設けてあるけど、来期の勝負はもうとっくに始まっているんですよ」

「はい、すみません」

　鼻をすすれば不細工な音。地味子はこんな時に役立つのだ。綺麗に泣かなくたって引かれたりしない。

「……恋愛くらい、自分でコントロールできなくてどうする。仕事に支障が出るほど溺おぼれるなんて」

「すみませんでした。気を引きしめて、以後気をつけます」

　私情を仕事に思い切り挟み込んでいたのは私なのだから、きつく叱られて当然。

　だけど、部長がいつもと別人すぎて、謝罪の言葉を口にすることさえ勇気がいる。

　意気消沈したまま席に戻ると、長谷川くんが声をかけてきた。

「瀬織先輩、忙しい時に大変恐縮なのですが、これも一緒に処理していただけませんか……無理ならいいんですけど」

「はい……大丈夫です……」

　後輩にまで腫れものに触るような態度を取られてしまった。

　周りに気を使わせてしまうくらいなら、無理やりにでも明るく振る舞おうと考えたけれど、そもそも私は地味路線を突っ走っていたから、明るいとか笑顔が似合うとかそういうイメージは持たれていない。ここで突然明るくしたら、余計に痛々しく映るだろう。

　失恋して、仕事でもつまずいて、周りとの距離がさらに開いてしまって……。

　こんなことなら、偽るんじゃなかった。

　じわじわと、日々自分の首を絞めてきたみたいで、苦しくてつらいのにどうしたらいいのか分からない。




　土曜日の十一時、修善寺駅。

　参加する全員が、時間さえ守ってくれたらそれでいい。私の役目は宿の手配と引率役。あとはひたすら目立たぬように、ひっそり静かに旅を楽しむのみ。

「あらぁ、瀬織さんもいらしてたの？」

　甲高い声で現れたのは、ファーがついた白いコートを着た佳乃さんだ。

「おはようございます。みなさんが揃ったら、宿までマイクロバスで移動しますので」

　来てたのって……私が案内メールも出したのにな。本当に彼女は意地悪だ。

　見慣れた顔からほとんど知らない人まで、商品開発部と店舗統括部の社員が続々とやってきた。

「宿、いい感じだね」

「ありがとうございます」

　先輩に労ってもらえただけでも、今日はいい日だ。

「おはよう、みなさん早いですね」

　千堂部長がやってきて、目に見えて場の空気が変わった。

「全員揃いましたか？」

「いえ、まだ何人かは」

　部長が私に点呼の状況を確認している間も、佳乃さんの視線は突き刺さる。

「では、私たちは先にバスで向かいましょう。遅れている人たちに現地集合と伝えてください」

「かしこまりました」

　宿のマイクロバスに集まった全員が乗ったのを確認して、運転手に出発を告げる。

　あと五人……柏原さんもまだ来ていない。急遽来られなくなった場合は連絡が入るはずだし、もう一本後の電車で向かっているのかもしれない。

　師走しわすの伊豆はよく冷える。いくら太陽が出ていても寒風が身を切っていく。全員が揃うまでここに立っていようと思うけど、さすがに肩を竦めずにはいられなくて、黒のダウンコートのポケットに手を入れてカイロを握った。

　ブザー音に振り返ると、出発したはずのマイクロバスのドアが開いた。

「乗りなさい。瀬織さんがいないと始まらないでしょう？」

　千堂部長が私の手を引き、バスへと戻っていく。その流れで、空いていた千堂部長の隣のシートへと身体を収めた。

　膝の上に置かれたグレーのダッフルコート。白の細いボーダー柄のニットがカシミアだって分かるのは、柔らかな風合いとキャメルの色味が上品だから。色の落ち方が綺麗なブルーデニムは、余裕で組まれた長い脚によく似合っている。

「あの、もう少し待っていなくても大丈夫ですか？」

「遅れてくるほうが悪い。旅行は旅行でも、社員旅行ですからね」

　点呼のために作ったＡ４サイズの一覧表に視線を落とす。

　柏原さんは、宿の場所を確認してくれたかな。忙しくて私からのメールなんて見落としているかもしれないし、遅れるって連絡するにも、元カノにはしにくかったりして……。

「それとも、待つの？　彼だけ」

　考えを見透かされ、口を噤む。あれだけ咎められたのに、今日になってまで彼を引きずっているなんて言えるはずがない。

「いえ、みなさんが無事到着できればそれで構いません」

　焦って答えると、部長は当然と頷いてゆったりと座席にもたれた。

　肩が触れそうな距離から微かに感じる部長の香り。いつか車に乗せてもらった時に知ったのと同じだ。

　バスの窓から陽光が射して、目を閉じている部長のまつ毛が透けるように輝く。

　叱られたり迷惑をかけたり、正直言ってこのところ足手まといになっているはずなのに、いつもと変わらず優しく接してもらえているから、随分と救われているのは確かで……。

「なにか、用ですか？」

「いえ」

「観察されているのかと」

　ちらりと視線だけをよこされ、その色っぽい流し目にズキュンと音がしそうなほどに射抜かれた。部長はきっと無自覚なのだろうけど、宿に着くまで緊張は解けそうにない。

「言いたいことでもあるのですか？」

「や、宿まであと少しです」

「知っています」

　取り繕うだけ無駄だったと、座席で小さくなる。

「部屋」

「はい？」

「私の部屋、個室にしてもらえましたか？」

「大丈夫です」

　自分も個室にしたとは言いにくいけれど、他の女子と一夜を共にしても、なにを話したらいいのか分からない。それに……恋愛トークなんて始まってしまったら、居場所がなくなる。

「手配からいろいろと大変だったでしょう。ありがとう」

「こちらこそ、ありがとうございます」

　部長は見てくれている。大小問わず、仕事を褒めたり相談に乗ってくれたり、時には一緒になって盛り上がってくれることもある。

　だから、人望が厚いんだろうな。部長を悪く言う人を、一度も見たことがない。




　宿に着いて、宴会が始まるまでは自由時間だ。温泉を楽しむもよし、広大な庭で散歩するのもいいだろう。

「んあー……」

　部屋に着くなり、私は畳に寝転がって、手足を大きく伸ばした。

　廊下の端っこにある個室は、他の部屋と比べて縁側がない分手狭だけど、誰の目も気にせず落ち着いて過ごせる。

　企画を任されてずっと気が張っていた。柏原さんとの社内恋愛はバレないように気を使い続けたし、別れを告げられてからは仕事も上手くいかなくて最低の気分だった。

「疲れた……」

　仕事にも恋にも懸命になるのはいいことなのに、歯車がかみ合わなくなって一気に狂い出したんだろうな。部長が旅行が終わるまでは打ち合わせを見送ってくれているのも、仕切り直しのためだ。

　恋も私の心の揺れも、切ない涙に染まってしまったわずかな思い出も。

　全部、全部やり直せたらいいのに。




　手足が冷えてきて、まぶたを開けた。畳の上で寝入ってしまったと気づいたのは、窓の外の景色がすっかり暗くなっていたから。

「…………!!」

　腕時計を見れば、宴会が始まる十分前。適当に身なりを整え、部屋の戸締まりをして向かう。

　灯とう篭ろうが示すほうへと早歩きをしながら、時間を何度も見て焦る。

　遅れたりしたら、またしても部長の機嫌を損ねかねない。今朝だって、遅れた人を置いていったのだから、時間厳守は絶対だ。

　柏原さんは無事に到着しているかを、ふと気にしてしまうなんて、私はどこまで彼に堕おちてしまったのか……。ふたりで休みを合わせて温泉に行きたいね、と話していたことを思い出して切なくなった。

「旅行なんて、来るんじゃなかった……」

　そう呟いた時、浴衣姿の柏原さんと同僚の男性社員たちを宴会場の前に見つけて足が竦んだ。

「柏原さーんっ」

「びっくりした！　ふたりともめっちゃ色っぽいんだけど」

　先に温泉に入ったらしい女子ふたりが浴衣姿で彼の腕を取る。両手に花の彼は、私に気づくわけもない。

「柏原さんが集合時間に来なかったから、心配してたんですよ？」

「まーた、そうやって俺を喜ばせてどうすんの？」

「今夜は一緒に飲みましょ？」

　引っ張られるがままに宴会場へ入っていった彼の背を追う気にはなれない。

　ああいう人だった。入社して彼を知った時から分かっていたというのに。

「……なんで好きになっちゃったんだろう」

　理由を探しても答えは好きだって気持ちしか出てこないのに、自問自答を繰り返す。何度も何度も、彼が心の中から消えてくれるまで。彼の声も匂いも、唇の感触も……すべてが浮かんでこなくなるまで。

「なにしてるんですか？　ほら、行きますよ」

　突然後ろから引っ張られ、もつれそうになる足で前に進む。見上げると千堂部長だった。浴衣姿の部長は私の腕を引き、遠慮なしに宴会場に連れ込んだ。

　部長が現れるなり、あっという間に女子が群がる。私は完全に無視され、女子たちが剥ぎ取るように部長を座敷の奥へと引っ張っていく。部長はその誘いを丁重に断りつつ、店舗統括部の部長の隣へ座ったものの、彼の周りの席が女子だらけになった。

　さすが高嶺の花。周りの男女が霞むほど、誰もが浴衣姿にうっとりしてしまう。

　ぽつんとひとり残された私は、等間隔に置かれた座布団の末席を選び、瓶ビールを手酌した。

「みなさん、お酒は行き渡っていますか？　ノンアルコールもあるから無理はしないようにしてくださいね。……それでは、乾杯!!」

　千堂部長が乾杯の音頭をとって、みんなが一斉に盛り上がる。普段話したことのない人ともお酒を酌み交わして楽しく過ごしたり、お目当ての人とお近づきになろうとしたり、みんな楽しそうだ。

　部長の依頼とはいえ、ちゃんと宿を選んで手配できてよかったなぁ。

　見渡した目線の先に、柏原さんの姿を見つけた。彼は女子数人に囲まれて浮かれていて、私には見向きもしない。さっき後ろを通った時だって、声をかけようともしてこなかった。

　完全無視。気持ちがいいくらいに避けられている。

　もし彼と上手くいっていたら、今夜はとびきり楽しかったかもしれない。女子に囲まれる彼に心の底から嫉妬してムッとして。そんな私を見て、彼は得意気に笑うんだ。『どうせ、俺を独り占めしたかったんでしょ？』って。

「瀬織さん」

「っ！　はい、なにか」

「さっきから呼んでたんだけど」

「すみません、ちょっと考えごとしてました」

　先輩が話しかけていることに気づかなくて、慌てて謝った。同時に、まだ彼との思い出や願望にどっぷり浸れるほど、終わった恋に溺れているんだと自覚した。――報われないのに。

「せっかくの楽しい夜に、頭ん中仕事だらけなんじゃないですか？」

「え？」

　輪の中にいた長谷川くんに言われて、きょとんとしてしまった。

「瀬織さんは仕事ばっかりしてるからなぁ。男、いないっしょ？」

「あの、仕事ばかりというか」

　我が社は社内恋愛禁止なので、あまりそういう機会に恵まれないといいますか。

「店舗統括の柏原みたいなタイプに一回抱かれてみるくらいじゃないと、瀬織は変わんねーよ。企画もさ」

　ううう。傷口に塩を振りかけるばかりじゃなく、ゴシゴシと擦りつけられてしまうなんて。先輩のひと言が強烈に滲みる。

「そんなことないですよね、瀬織さんは恋多き人だと思いますよ」

　自分のグラスを持って、ふらりと立ち寄るようにやってきた千堂部長が私の隣に座ってあぐらをかいた。

「恋してないと、あんな企画浮かばないでしょう？」

「まぁ、確かにそうかもしれませんけど」

「自分の言いたいことをそのままぶつけたら、いくら優しい瀬織さんだっていい気はしませんよ。もうそのへんにしておきなさい。せっかくの楽しい夜でしょう？」

　部長は、先輩社員と仕事や車の話を始めてしまって、私が入る隙がなくなった。

「お酒、補充してもらえるように言ってきます」

　席を立つ口実を告げ、特に誰も気に留めないよう静かに宴会場を出た。

　深い深いため息をついて、ぼんやりと通路を歩く。途中ですれ違った仲居さんにお酒を頼んでから、日本庭園を見渡せる外廊下に出た。

　宴会場は離れにあって、本館と客室がある温泉棟へは朱色の太鼓橋がかけられたこの庭園を通ることもできる。灯篭が優しく灯って辺りを染め、今にも凍りそうな池も、反射するその光が包み込んでいるみたいだ。

　柏原さんに抱かれたら、って随分簡単に言われてしまった。やっぱりこの歳になって未経験とは、誰も思わないのかもしれない。いくら私が地味でも、さすがに……。

　月明かりを浴びようと庭園の隅で立ち止まって、すーっと息を吸う。山間の空気はとても澄んでいて、このところ淀みきっていた心が洗われるようだ。

　もうひとつ息を吸ったところで、突然人影が出てきて、柱の陰に思わず身を隠してしまった。それから少しだけ顔を覗かせ、話し声がするほうへと視線を向ける。

「……いいじゃん、今日くらい。ね？」

　見つめ合うふたりは、柏原さんと彼の取り巻きのひとり。静寂の中じゃ嫌でも会話が聞こえてきて、動けなくなる。

「だって、本気じゃないですよね？　柏原さんが誰かに本気になったって聞いたことないです」

　宴会の前に腕を絡めていた女子社員だ。寒空の下、彼の腕の中で本気を確かめたところで、その誘いを断る雰囲気には見えない。

　あぁ、あんな感じだったのかもしれない。私も似たようなものだ。彼の甘い言葉に揺らされて、彼を意識するようになって……。

「髪、食ってる」

　唇についた髪を指先で払うその仕草に、見ているだけで心がざわめく。

　彼はそのつもりじゃなくても、〝もしかしたら〟に賭けたくなる気持ちを、私は知っている。

「社内恋愛は禁止なんだから、俺の話なんて出回るわけないでしょ？」

「それもそうですけど……だって」

「真剣なんだよ。俺が本気って信じてくれないの？」

「そういうの、悪い男の常じょう套とう句くじゃないですか」

「本気じゃなきゃ、こんなことしないって言ってるの。誰かに見られるリスク背負ってでも、抱きたいって気持ち伝わらないかな」

　いつか聞いた台詞と重なって、背中に冷えた汗が伝う。そして、彼との思い出にしがみつく自分を嫌になった。

　馬鹿みたい。こんな男に執着してたなんて。みっともない涙を部長に見せて、悔しくてどうにかしたいともがいて。仕事にまで影響させて……。

　一歩後ずされば、そこからは息を切らして走って、自分の部屋に飛び込んだ。

　胸が苦しいのは走ったせい？

　息が弾むのは、お酒が回ってしまったから？

　ドキドキするのは、自分を見ているようで消えてしまいたいと思ったから？

　館内履きのスリッパを脱いで、四つん這いになって室内に上がる。こんな時だからこそ、習慣化している手洗いうがいは欠かさず、ポットのお湯でお茶を淹れて平常心を取り戻そうとする。

　だけど、見たばかりの光景が浮かぶ。私を抱きしめている時や優しく包み込んで好きだって言ってくれた時も、柏原さんは、あんなに悪い顔をしていたの？

　少しも誠実じゃなかった。

　ただ、欲を満たしたいだけの、軽くて調子のいい彼が……本当の姿だったんだ。

　きっと今なら誰も温泉にいないだろうと、支度を一式持って部屋を出た。途中で遠目に宴会場を見れば、まだまだ盛り上がっているようで、どんちゃん騒ぎになっている。

　こんな夜は雨か雪でいいのに、やけに神々しく輝く月が脱衣場の私を待ち構えていた。

「気持ちいいなぁ」

　予想通り、食事の時間だから温泉には誰もいない。

　泉質の効能が失恋にも効けばいいのに、とありえないことを考えながら、ちゃぷちゃぷとお湯で遊びつつ、ほうっと大きく息をついた。

　今頃、柏原さんはあの子と一緒にいるんだろうな。私みたいな仮面をかぶっている女とは違う、素直で積極的なあの子と仲睦まじく身体をひとつにしてるんだ。

　きっと彼が本気じゃないって思うのは、私がまだ好きだからだろうか。それとも、見たばかりの彼が本当に悪い男だと思えるようになったから？

　私なんか、誰も見向きもしない。それでいいと思って、自ら日陰のポジションを選んだくせに、一度知ってしまった社内恋愛の味はなかなか消えそうにない。

　露天風呂から上がって浴衣に袖を通し、濡れた髪をクリップでまとめると、やっと温泉旅行っぽさが出た。

　ナチュラルメイクくらいは施して、堂々と館内を歩く。いつもは薬用リップしか塗らないけれど、色つきのグロスも乗せたら、がらりと印象は変わるだろう。いまだ盛り上がっている宴会場の前を通りかかった時、偶然長谷川くんとすれ違ったけれど声をかけられることはなかった。いつも目立たぬようにしているから、まさか私だとは思わないようだ。

　素顔の私を知っているのは、柏原さんだけ。それもなんだか癪しゃくだけど、変えられない過去は受け入れるしかない。

　売店でご当地缶ビール一本とおつまみのチーズ鱈たら、名物の黒米大福とクリームの入ったどら焼きを買い、部屋に戻って髪を乾かした。

　テレビをつけたら家で過ごしているのと同じだと思い、持ったリモコンをテーブルに戻して時計を見ると、宴会もそろそろお開きになる頃だ。あの盛り上がり方だといつになく酔った人が多いだろうし、身を隠しきるにはしばらく自室にこもっているほうが賢明というもの。

　宴会の間に敷かれたらしい布団に寝転がった。ベッドと違って軋んだりしないし、ひとり分のサイズは余計な寂しさを寄せつけない。

　買ってきたものを布団の傍らに並べ、ビールのプルタブを引き上げた。

　せっかく旅行に来たのに、なんて女らしくない干からびた時間を過ごしているのだろう。これじゃ、企画に生かせる経験もできないわけだ。

　ビールを飲み干し、寝支度を整えてからナツメ球の橙を消して真っ暗にしたら、障子窓の四角に切り取られた星空がよく見える。

　もし私が日陰ポジションを選んでいなかったら、女子の輪に入って一緒に温泉に浸かり、誰かの美容品に群がって試させてもらったりして、湯上がりには控えめなメイクを施して宴会にいざ出陣……。

　その後は？　なにをして過ごすだろう。誰と、どこにいるんだろう。

　ぼんやりとそんなことを考えていると、バタンと大きな音が聞こえた。続いて、襖が勢いよく開いて、ドタドタとうるさい足音が枕元に近づいてくる。

　施錠を忘れていた戸を開け、誰かが勝手に部屋に入ってきたと理解したと同時に、布団がまくられて温もりが室内に漏れていくのを感じた。

「静かにして。誰かが来ても、俺はいないことにして」

　俺、と名乗るその声に聞き覚えがある。気づくのがもう少し遅かったら、変質者と勘違いして大声を出していたかもしれない。

「言うこと、聞けよ」

　布団から出ようとしたら、強引に引き止められてしまった。白地に紺の浴衣は、お世辞にもおしゃれとは言えないのに、妙に雰囲気を盛り上げてくる。

「あのっ」

　戸惑いを口にすれば、腰に回された手で強制的に引き寄せられ、声を出さぬようにと、もう一方の人差し指で制された。

　どうして、こんなことになっているのか。

　山間の秘湯へ社員旅行に来ただけなのに……。

「千堂部長」

「黙れ」

「んっ!?」

　口封じの感触は、初めて知った部長の唇だった。強引に奪われたのに、確実に私の心を揺さぶってくるほど柔らかくて、一瞬にして感触を覚えてしまった。

「すみません、千堂部長、いませんかー？」

「やめなよ、真っ暗じゃん。誰か寝てたらどうするの!?」

「誰かって誰？　千堂部長がいるなら、襲いかかっちゃおうかなー」

「待って！　ここ、部長の部屋じゃないよ」

　酔った勢いで陽気な仕上がりの女子社員数人が、部屋の戸を開けたままで話している。

「えー!?　今夜は絶対、千堂部長と過ごすって決めてたのに」

　戸が適当にパタンと閉められた音がすると、女子社員の声が遠ざかって、静寂が戻ってきた。

「……悪い」

　離れた唇が、間もなく謝罪を告げる。

　シングルサイズの布団の中で、ほんの数秒だけのキス。ぴったりと隙間なくくっついた身体で我に返り、途端に恥ずかしくなって布団から飛び起きた。

「一体何事ですか!?」

「悪かったよ、本当にすまない」

　上体を起こして謝る浴衣姿の部長の胸元を手のひらで押し返したら、はだけていたそこに直に触れてしまい、慌てて両手をしまい込む。

　立ち上がって戸のほうへと歩いていく部長の背中に、動揺した視線を向けた。

　すまないって、それで済むとお思いですか。これはれっきとした……。

「セクハラですよ！　千堂部長！」

　開いたままの襖の向こうにいる部長の背中に声をぶつければ、ゆっくりとした動作で彼は振り返った。

「人助けの一環だと思ってくれない？」

　なんて無茶苦茶な……。社内恋愛禁止と口を酸っぱくしていた張本人のくせに。

　戸の鍵がカタンと落とされ、施錠を知った。千堂部長はそのまま出ていくものだと思っていたのに、彼ははだけた浴衣を直しながら私の前に戻ってきた。

「暗さに目が慣れてきたな……」

　布団の上にあぐらをかいて座り直した彼の脚を見つめつつ、私は俯いて髪を前に流し、顔を隠した。

「あの、千堂部長は酔っていらっしゃるんですよね？」

「……まぁ、少しは」

「酔った勢いで、ご自分の部屋と間違われただけですよね？」

　千堂部長の部屋は、この通路のほぼ反対側にある。階段を上って、左右を間違えてしまったら私の部屋にたどり着いてしまうはず。

「いや、ここが瀬織さんの部屋だって分かってたから来たんだけど」

　上目遣いで部長の様子をうかがうと、アルコールが入っているせいなのか、暗い部屋にいるせいか、色香を感じる視線で私をまっすぐ見つめていた。

「ずっと前から思ってたんだけど、これ邪魔じゃないの？」

　わざと顔を隠すために集めた私の髪が、彼の指先ですくわれた。

「大丈夫です。これがちょうどいいんです。どうぞお構いなく」

「あ、そう」

　と言いつつ、彼はずっと私を見つめてくる。

「……いろいろとごめん」

「謝るくらいなら、キスなんてしないでください」

「だから、悪かったよ」

「社内恋愛は禁止なんですよ!?　誰かに知られたら大変なことになるじゃないですか!!」

　部長はなにも言い返さずに、黙り込んだままで私を覗き込む。

「っ……な、なんですか？」

「あのなぁ、思い出なんかにいつまでも負けてんじゃねーよ」

　彼らしくない男っぽい言葉尻に驚き、つられて顔を上げた。

「部長命令。旅行が終わったら俺の家で暮らせ」

　すんなりと頭に入ってきたのは〝部長命令〟の四文字のみ。その後に続いた言葉は、理解も納得もできなくて、言い返す言葉が出なくなった。

「聞いてる？」

「はい」

「分かった？」

「部長命令、ですか」

「そう」

「……はぁ」

　前髪の裏側でまつ毛を瞬かせる。突然の命令に驚きすぎて、問いかけに上の空になる。

　――部長の家で、暮らすって、どういうこと？　っていうか、なんでキスされたんだろう？

「瀬織さんって、反応が漫画みたいだな」

「かっ……からかうなら、もっとマシな冗談にしてください」

「冗談だなんて、いつ言った？　決定事項だから」

　そう言うと彼は、私の鼻頭をスイッチのように押した。

「企画がつまずいたのは、私生活が充実してないからなんだろ？　だったら、担当に指名した責任をとって〝リア充〟っていうやつを俺が直々に与えてやる」

「け、結構です。私、こう見えてそれなりに充実……」

「してないから、こんなことになってるんだろ」

　こんなことになってますけど、それとこれは別というか、千堂部長は地味子の仮面をかぶった私しかご存じではないはずで……。それに、与えてやるっておっしゃいますけど、生活を共にすれば私生活が充実するとは限らないじゃないですか。

　――だって、社内恋愛は禁止なんですよ？　同棲なんて許されるはずがないんです。

　しかも千堂部長とだなんて、生きた心地がしないって考えただけで分かる。

「本当に、間に合っていますので」

「なにが」

「充実感とか」

「……とか？」

「恋愛、とか」

「言わせてもらうけど、柏原のどこがいい？　そんなにいい男か？　俺が女だったら、間違いなくアイツは選ばない」

「私だって!!」

　私だって、柏原さんに堕ちる予定なんてなかった。もともとは苦手なタイプだし、同じ社内の人だし。

　でも、恋は理屈じゃないって、よく分かったの。

「溺れ死にかけたくせに、今さら強がるんじゃない。助けてやるって言ってるんだから、とにかく今は俺に掴まれ」

「あの、お部屋には戻られないのでしょうか」

「今日は世話になる。旅行が終われば逆の立場になるんだし、一泊くらい目をつぶれ」

　布団をまくって潜り込んだ部長に問いかけると、絶望的な答えが返されて唖然とした。

「あぁ、そうだ。一晩隣にいるからって、間違っても襲うなよ」

「襲いませんっ!!」

　勢いよく立ち上がった私は押し入れを開けて、予備の布団一式を引っ張り出し、部長の隣に置く。できる限り離れて敷いて身体を横たえるけれど、心臓が大太鼓のようにドンドンと鳴ってうるさい。

「おやすみなさい」

「なぁ、そんな離れて寝るのか？」

「当然です」

「もっとこっちに来いよ。俺の家で一緒に暮らすんだから、今のうちに慣れておけ」

「きゃっ!!」

　再び上体を起こした部長が、強引に私の布団を引き寄せる。隙間のなくなったふたつの布団と枕がなんだか恥ずかしくて、私は身体を反転させてうつ伏せになった。

　できるだけ部長に触れないように意識すればするほど、指先まで緊張が走る。

「おやすみ」

「おやすみなさい……」

　就寝の挨拶に返事をすると、間もなく彼の寝息がゆっくりと往復し始めた。

「あの……」

　こんなの寝つけるわけないでしょ!!

　離れて眠ろうとしても、部長のシャンプーの香りがして落ち着かない。触れないようにしても無駄なほど彼の温もりが伝わってくる。

「……ん、なに？」

　ごろんと寝返りを打った千堂部長の眠たそうな顔が、数センチの距離に来た。

「あの、誰かに見つかったら大変ですし、今のうちにお部屋にお戻りになられては」

「ん……」

　極めて穏やかな息遣いが返事の代わりに返されて、寝ぼけていただけと気づかされた。

　暗闇に慣れた瞳に、これでもかというほど綺麗な部長の寝顔が映る。

　目を閉じたら緊張も忘れられるかもしれないとまぶたを下ろせば、今度は彼の寝息や気配がすぐそばで感じられて、息をすることすら許されないほどにたまらなくなる。

　部長に、キスをされた。

　女子社員に追われて逃げ込んで、私が声を出さないようにするためだったってことは分かってる。

　だけど、知ってしまった。

　部長の唇の温度や、その柔らかさ。シャンプーの香りや、脱力した寝顔。

　いつもは見せない男らしさと、意地悪で自分勝手な一面。

　部長が、まさかこんなことをするなんて考えたこともなかったから、一度鳴り始めた鼓動は収まってくれそうにない。

「……いいよ、好きにして」

　どんな夢を見ているんだろう。部長は夢の中でも仕事をしてるのかな……。

　本当に好きにしていいなら、彼の美しい寝顔を見つめていたい。

　きっとドキドキして、今夜は眠れそうにないから。










同棲は禁断の始まり




「ただいま」

「お疲れさまです」

「…………」

　二時間ほど前、一緒に会社で仕事をしていた上司と同一人物とは思えないほど冷たい雰囲気を纏った千堂部長は、出迎えた私をナイフに似た目つきで突き刺した。

「やり直し」

　ため息交じりでそう言うと、部長は私をまっすぐに見下ろす。

「ただいま」

「おかえりなさい。……ま、愛斗さん」

「三十点ってとこだな」

　絶句している私の横をすり抜け、部長は廊下を進んでいく。

　社員旅行が終わり、日常が戻ってから一週間後。本当に私は部長と同棲を始めていた。

　温泉旅行での部長命令は、冗談でも酔った勢いでもなかった。何度か断りを入れても聞き入れてもらえず、私は半ば強引に部長のマンションに住まわされることになってしまった。

　会社で見る千堂部長は一体なんなのかと思わされる。温厚で誰にでも優しい微笑みの貴公子のような人なのに、私生活の彼には否応なしに振り回されてばかりだから……。

「食事ある？」

「冷蔵庫の余り物で作ったので、簡単なものばかりですけど……カレーライスとポテトサラダです」

「いいよ。結衣が作ったポテサラ、うまいからな」

　スーツジャケットを脱ぎ、ネクタイを片手で緩めて袖をまくる仕草だけで、お出迎えで低評価をもらったことが許せてしまう。

「もう三回も作っているので、さすがに飽きられてしまわないかと」

「飽きないよ。二日に一度は食べたいくらい好き」

　不意打ちの微笑みで、呼吸を忘れそうになる。

　部長の見目麗しい姿は社内だけではなく、私生活でも健在。力の抜けた彼のいちいちは、悶もだえるほどの男らしい色気と上品さに彩られていて、いくら酷評されようと憤りを折り曲げられてしまう。

　一緒に暮らし始めて一週間も経たずに、部長は私を呼び捨てにするようになった。ついでに、私が会社以外で〝千堂部長〟と呼ぶことは禁じられ、〝愛斗さん〟と呼ぶ決まりになった。

　あの高嶺の花と生活を共にし、互いを下の名前で呼び合う。

　これを恋人と呼ばずして、なんと言うのか。

「結衣、カレーのルー変えた？」

「この前使ったのを切らしたので、代わりにスパイスを多めにして、カレーフレークを使いました。お口に合わなかったですか？」

「いや……」

　傍らにある水をひと口飲んで、スプーンでカレーをひとすくい。部長は美味しそうに食べてくれているように見えるけれど、無言になられると不安だ。

　ダークブラウンを基調にしたしゃれたインテリアはどれも自社の製品だ。でも、お手頃なシリーズのものではなく、高級品に属するものばかり。カトラリーまで自社製で揃えてあって、少しびっくりした。

　ダイニングテーブルの向かい側で、私の作った料理を口に運ぶ彼からは、優しい眼差しが返ってくる。

　贅沢な時間に食事が喉を通らなくなった。

「結衣って、料理上手なんだな」

「ありがとうございます」

　素顔の私と会社での私は、誰もが気づかないほど別人なのに、部長はそれに触れることなく生活を続けている。だから、私からも話題に上げるタイミングが見つけられなくて、なるべく会社での私と大差ないような対応を心がけているつもり。

　この同居は仕事の一環。恋人同士のようだけど、あくまでも企画のために部長が一肌脱いでくれているだけだから。

「で、いつになったら、俺を受け入れるか決めた？」

「なんの話ですか」

「俺を上司として見てるだろ？　それじゃ意味がないってこと分からないかな」

　無理なものは無理だ。いきなり千堂部長を彼氏扱いしろと言われても、名前で呼ぶだけでも違和感があるのに。

「……ごちそーさん。今日もうまかったよ」

　部長は私の髪をくしゃっと撫でてからダイニングを離れ、続き間になっているリビングのソファに大きくもたれた。

　少し乱れた髪を指で梳いて直す。

　千堂部長が私と生活をして、手料理を残さずに食べてくれて、美味しかったと髪を撫でられる……。

　企画のための同棲なのに、部長はひと言も仕事の話をしてこない。いい案が浮かんだかどうか、社内にいる時は会話やメールで問いかけてきてくれるのに。

　私も食事を済ませ、帰りに買った苺を洗う。

　クリスマス目前の季節、苺の赤が艶やかでかわいらしい。乳白色の器に艶々した赤がよく映える。

「美味しそうな苺があったので、買ってみたんですけど」

　リビングテーブルに苺をのせた器を置いてから、私はソファでくつろぐ部長の隣に腰を下ろした。

「本当だ。綺麗な赤だな」

「あのですね、ひとつお伺いしたいことがありまして」

　視線だけで返事をした部長が、私の隣で苺に手を伸ばして頬張った。

「企画の件なんですけど」

「それ、今じゃなくていいだろ」

「今じゃないとは」

「帰った後まで、仕事の話したくないって言ってんの」

「でも、この状況は企画のためなんですよね？」

「そうだけど、今は仕事の話はしたくないから却下。別の話題にして」

　別の話題って言われても……。

　私にとって部長はあくまでも尊敬する上司。これまでだって仕事の話しかしてこなかったから、別の話題と言われても思い浮かばない。

「苺はお好きですか？」

　だから、そんな質問をしてしまったけれど、部長は気に入らなかったようで。

「好きだから食べてるんだけど。……特に話すことがないなら、俺はやり残した仕事があるから書斎に行くよ」

　冷たい視線で私を一瞥し、ソファから立ち上がった部長は呆れ顔で小さくため息をついて、リビングを出ていく。その背中をしゅんとして見送っていたら、途中で歩きながらＹシャツを脱ぎ始めて、肩が見えた瞬間、慌てて視線を逸らした。




　師走の終わりが近づくと、挨拶回りでやってくる業者や取引先のアポイントが増える。お歳暮をいただくこともあって、部の片隅にあるおやつコーナーは充実してきた。

「瀬織さん、これも部内で適当に配ってもらえますか」

　千堂部長が不動産業者と話した後、持ってきた紙袋を受け取った。

「企画、今のペースで進めてみてください。年明けになったら、また打ち合わせできるように頑張って」

「はい、ありがとうございます」

　私生活と会社の部長は別人じゃないかと、心で悪態をつく。

　誰にでも平等に優しくて、丁寧で物腰の柔らかな話し方をするのは会社だけ。

【俺を彼氏だって思えるようになったか？】

　デスクに戻った部長が携帯に送ってきたメッセージを読むなり、私は大きく目を見開いた。同僚たちがいる前でこんな内容を送ってくるなんて意地悪だと文句を言いたいけれど、仮面をかぶった私が言えるわけもなく、彼に向けた視線に気持ちを詰め込む。

　だけど、返されたのは麗しいほどに整った微笑み。悔しいけれど素敵なのは認めざるを得ない。

　次々とアポイントをこなし、合間に入れられた会議にも出席し、様々な業務を回しきって、部長は外出してしまった。怒ど涛とうのスケジュールでも日頃と変わった様子ひとつなく、淡々と過ごす部長だけが別の時間軸にいるようだった。

「あーぁ。千堂部長いないとつまんなーい」

「はい、仕事しましょうね」

　ぼやいている佳乃さんを先輩がなだめる間、私の携帯には部長からのメッセージが再び届く。

【今日は食事会に出てから帰る。遅くなるから】

　まるで仲のいい恋人か新婚夫婦のようなメッセージ。地味子の私が部長とこんなやり取りをしているなんて、社内の誰もが想像すらしないだろうなぁ。

【私も、今日は寄り道して帰ります】

【気をつけて帰って】

【はい】

　週末は、友人に誘われた飲み会だ。ネイルサロンに寄って、服も新調して、新しい出会いを見つけられたらいいな。

　仕事のためにもなるし、そもそもこの生活を長く続けるつもりはない。

　間違いなく、私は部長の私生活の邪魔をしていると思うし、本当は仕事なんて会社だけでいいのに、私があまりにもふがいないせいで彼を巻き込んでしまっているのだ。

　だったら、一日も早く恋も仕事も絶好調になるしかない。

　部長だって早く私から解放されて、今までと変わらない毎日を過ごしたいはずだ。




　空に向かってそびえるタワーは、覆いかぶさってきそうな威圧を感じさせる。

「おかえりなさいませ」

　エントランスホールに駐在しているコンシェルジュの挨拶にもいまだ不慣れで、会釈して足早にエレベーターに乗った。

　部長の自宅がタワーマンションの四十階にあることも、ひとり暮らしには広すぎる間取りにも、最初は驚きを隠せなかった。

　三部屋ある居室のうち、ふたつは寝室と書斎で使われている。カウンターキッチンも最新の設備が入っていて広いし、浴室の窓からも夜景が望めて、日々贅沢な気分を味わっている。

　ラグジュアリーな五十五階建てのタワーマンションは、部長にはとても似合っているけれど、私にはふさわしくないだろうな。

　私の部屋にしていいと言われたもうひとつの洋室へ入り、会社の帰りに寄り道をして買ったワンピースをクローゼットにしまった。




「ただいま」

　食事と洗い物を済ませ、二十二時台に放送されているニュースを見ていると、玄関から部長の声がして、スリッパの音を鳴らして出迎えた。

「お帰りなさい、愛斗さん……っ!?」

　靴を脱ぐなり、私の肩にもたれて大きく息を吐く彼に驚いた。

「ごめん、飲まされちゃって……」

「大丈夫ですか？　お水、飲みますか？」

「うん……」

　二十センチ以上の身長差のせいですこぶる歩きにくいけれど、彼を支えながらリビングに向かう。ソファにたどり着くなり、彼は勢いよく倒れ込んでしまった。

「お水、持ってきますからね。寝ちゃダメですよ」

「ん……」

　口をわずかに開けて何度も息を吐き、眠そうな顔で私を見つめる部長に、不覚にもきゅんとしてしまった。

　会社にいれば、近寄りがたいほど容姿端麗なのに嫌味がなくて爽やかで、人当たりもよく人望も厚い。

　だけど本当は、意地悪だったり、自分勝手なところがあるし、会社では丁寧な話し方も男らしくぶっきらぼうになることを、私はこの数日で知った。

　千堂部長は、なんとも罪深い上司だ。

　酔って帰ってきただけなのに、なんでこんなにセクシーでかわいらしいのか……。

　今日はまた新たな一面を知って、嬉しいと思ってしまう自分がいることに気づいた。

　グラスに水を注いで、彼のもとへ戻る。

「部長、お水飲めますか？」

「ん……」

　長細くて、少し骨ばった男の人の指。グラスを手渡す時にわずかに触れただけなのに意識してしまう。

　水を含み、唇の端から垂れたひと筋を手の甲で拭う仕草も、いまだ眠気から解放されていないまどろみの雰囲気も、どれをとっても美しくて見惚れてしまう。

「今日、どこに行ってた？」

　上体を少しだけ起こして、皺になる前にジャケットを脱ぎ始めた彼を手伝う。吸わないはずの煙草の匂いは同席した誰かのものと分かる。

　内ポケットから携帯をテーブルに出すと、外した腕時計がその隣に置かれた。

「これです」

　グレージュを主にしたネイルを見せる。パールで装飾した数本が控えめながら主張があって、かなり気に入っている。

「……お前ってさ、会社で地味にしてるくせに、女っぽいこと好きだな」

「部長は気づいてくれますよね。ネイルも携帯のカバーも、髪の色とかも」

「あぁ、そうだっけ」

「そうですよ」と私は微笑み返した。

「明後日の夜、友達と飲みに行くので、そういう約束がある時はネイルするんです」

「楽しんでこい」

　水を飲み干してからつらそうに立ち上がり、額に手を当てながら歩く部長を支えようと手を伸ばす。

「いいよ、もう平気」

　さっきまでだいぶ頼られていたのに、突然拒否されたような気がして寂しくなった。

　そのまま書斎へと入っていく部長を見届けたものの、姿が見えなくなって音がしないと、倒れていないかと心配になって私も後を追った。

「シャワー浴びる」

「っ……は、はいどうぞ」

　私がドアの前に立ったと同時に、着替えを片手に書斎から出てきた彼はＹシャツのボタンを全開にしていて、初めて見た身体に息をのんだ。

「なんだよ」

「いえ、特に……もうご気分は大丈夫ですか？」

「まぁまぁ」

　廊下を歩きながら脱ぎ捨てられたピンストライプのＹシャツを拾い、後をついていく。

「ついてこなくていい」

　ぴしゃりと引き戸を閉じられ、間もなく浴室のドアを閉めた音がした。

　って、これを洗濯物のバスケットに入れたかっただけなんですけど……。

　手元に残ったＹシャツは、彼の温もりが残っていて、私は無意識のうちに抱きしめ、そっと顔を埋めていた。

　知らない人の煙草の匂いは嫌だけど、この残り香は部長がいつも使っている香水だと思う。それから、一日働いた彼の自然な香り。

　……いやいや、私なにをしてるの。

　ハッとして、Ｙシャツを洗面室の前に放って、リビングに戻った。

　頬が熱い。見たばかりの部長の身体を思い出してしまう。胸板だけなら社員旅行で見てしまったし、意図せず触れたこともある。

　でも、さっきのアレは反則級だと思う。綺麗に割れた腹筋と逞しい胸元、凹凸を明らかにさせる筋が走っていて、やたら色っぽかった。スーツ姿も素敵だけど、あんなのを見せられたら、嫌でも異性だって意識させられる。

「さっぱりした」

　上機嫌でシャワーから戻った部長は、グレーのＴシャツにスウェット姿で髪をタオルドライしている。

「ビール、あったっけ？」

「ありますけど、今日はやめておいたほうが」

「一本くらい飲めるよ」

「そうですか……」

　珍しい日もあるもんだ。飲みたい気分なのかと、言われた通りに冷蔵庫から買い置きしてある缶ビールを一本出して、グラスと一緒に渡した。

「お風呂、入ってきていいですか」

「ごゆっくり」

　間借りしている部屋に戻って、部屋着と下着を持って洗面室に入った。

　バスケットに放り込まれているＹシャツを見て、彼の身体と香りを思い出す。

「結衣、もう入った？」

「ま、まだです」

　戸の向こうから部長に声をかけられ、不意をつかれた私は驚いて、下着姿を隠すように両腕を胸の前で交差させた。

「そこに目薬ある？」

「ありますけど」

「取って」

　できる限り身体を小さくして、最大限に腕を伸ばし、細く開けた引き戸の隙間から目薬を持った指先を出した。

「あぁ、今裸だった？」

　見られていないはずのこの状況が鏡に映り、ひとり赤面してしゃがみ込む。

「ごめん、ゆっくり入ってきて」

　笑い声を堪えながら、部長が引き戸を完全に閉めた瞬間、力が抜けてぺたりと座り込んだ。

　最初から、こんな予感はしてたんだ。浴衣姿の部長に同棲を命じられた時から、いろんな意味で生きた心地のしない時間が詰まっているんじゃないかと……。

　煩ぼん悩のうを洗い流すつもりで、豪快にシャワーを浴びる。弱って私を頼ってきた姿や、Ｙシャツに残った彼の匂いにときめいてしまった自分を戒いましめなくては。

　これはすべて企画のため。リアルにときめいてどうする、私!!




　常夜灯が小さく灯る十五畳の寝室に、堂々たるクイーンサイズのベッド。

　部屋は用意してもらえたものの、さすがにベッドはひとつしかなかった。当然といえばそうなのだけど、できれば眠る時くらいは別々がよかったと毎夜思う。

「明日、結衣は休みだったよな？」

「はい。でも特に予定はないので、家で企画を練ろうと思います」

「そうか。俺は、客先都合で打ち合わせが入ってるから、帰りは遅くなると思う」

「わかりました」

　明日から世間はクリスマス前の三連休なのに、部長はそうもいかないようだ。休みを返上して仕事をする彼を見習って、私も遊び回らずに企画を進めておこう。

　部長が動くと、羽毛布団と擦れた音がしてドキッとする。

　大きなベッドの上じゃ、触れるにも遠いそれなりの距離が保たれているのに、たったひとつの小さな空間を共有して、同じ温度の中で眠りにつくことにいまだ慣れない。

「結衣」

　明らかにこちらを向いていると分かる声の届き方に、振り向けなくなった。

「もう寝た？」

「…………」

　自然と目を閉じ、呼吸をゆっくりと深く保つ。私は眠っていると暗示をかけるように。

　ベッドが軋みなく揺れて、背中がほんのり温かさを増した。

　今、一体どういう状況なのだろう。部長が限りなく接近しているのだけは、感覚で分かっているけれど。

「……おやすみ」

　部長は話そうとしていたことを今日にそっと手放すように告げると、私からまた離れていってしまった。




　翌日起きると、すでに部長はベッドから出ていて、慌ててリビングに向かうと、彼は身支度を終えていた。

「起きたのか」

「お見送りしようと思って……」

　彼はキッチンに飲みかけのコーヒーが入ったマグカップを下げ、すれ違いざまに寝癖のついた私の髪を撫でた。

「いい心がけだな」

　グレーのカシミアコートを羽織り、バッグを持って玄関へ向かう彼の背を追う。途中にある書斎のデスクに革の手袋が置かれているのに気づき、それを手にして玄関で靴を履く彼のもとへ向かった。

「今日も寒くなるので、持っていってくださいね」

「ありがとう」

　彼を見送ってから、簡単に朝食と家事を済ませ、オーディオのスイッチを入れた。それからリビングにＰＣを持ち込み、仕事モードに切り替える。

　十四時前になると空腹で集中が切れて、お昼を食べながら部長のことをふと考えてしまう。

　一緒に休みを過ごしていたら、並んでキッチンに立って料理をして、企画のことや他愛ない話をして笑って過ごしただろうな。

　今日はちゃんとランチを取れているのだろうか。夜遅くなるって言っていたけど、眠らずに待って出迎えたら、また髪を撫でられたりするのかな。

　そういえば、昨日の夜はなにを話そうとしていたのだろう。仕事のことだと思うのに、背中に感じた距離感はそうじゃないような気もした。

　明日は土曜でクリスマスイブ。夜は友人に誘われた飲み会があるから、朝は今日より早く起きて、出かけるまでの間に企画を進めないと間に合わなくなりそうだ。

　部長にいい報告ができるように、夕食までの間、再び集中して仕事を進めた。




　少し寝不足を感じて、二度寝をして目覚めたら、もう九時を過ぎた頃だった。

　昨夜は寝支度を整えてからもしばらくベッドの中で起きていたけれど、いつの間にか寝ついてしまったらしい。変えたばかりのシーツに真新しい皺がついているから、気づかないうちに部長も隣に入って睡眠をとったようだ。

「おはようございます」

　リビングに顔を出すと、部長は今朝も爽やかな微笑みで「おはよう」と迎えてくれた。すでに身支度を済ませてソファでくつろいでいて、マシンで淹れたコーヒーのいい香りがリビングに漂っている。

「すみません、早く起きるつもりだったんですが」

　リビングのドアの前でぼんやりとしていると、部長は読んでいた朝刊を傍らに置き、ソファから腰を上げてキッチンに歩いていく。

「いいよ。休みなんだから、朝くらいはゆっくりして」

「部長は、昨日何時に帰ってきたんですか？」

「一時過ぎだったかな。打ち合わせが長引いて、客先と飲みに出たから」

　冷蔵庫を開けている彼は、アルコールが残っている様子もないし、ぐっすり眠れたのか顔色もいい。

「結衣も、朝はトーストと目玉焼きとサラダでいい？」

「私が作るので、部長はゆっくりしていてください」

「いいよ、顔洗っておいで」

　お礼を言って、洗面室に向かい、鏡の前でそっとため息をついた。

　今日こそは部長より先に起きて、朝食を準備しようと思っていたのに。彼のほうが疲れているはずなのに気を使わせてしまったようで、なんだか申し訳ないな……。

　顔を洗ってリビングに戻ると、キッチンでは部長が目玉焼きをサラダの横にのせていた。食器棚からカトラリーを出して、ダイニングテーブルに並べてから、ふたりで席につく。

「今日はイブか……。結衣は何時に出かけるんだ？」

「夕方です。それまでは企画を進めます」

　私の予定を聞いた彼は、香ばしく焼き上がったトーストにバターを塗って、口に運んでいる。

　こうして部長とダイニングテーブルで向き合うことは少しずつ慣れてきた。部長がリラックスして食事する光景が日常になり、それが普通に思えてきたからだと思う。

　食後、部長はリビングのソファで読書を始め、私はコーヒーを淹れた。

　自室で企画の続きをやろうと思っていたけれど、空が大きく見えるところのほうがアイデアが湧きそうで、結局私もリビングを選んだ。

　フローリングに座って見上げれば、抜けるような青空が広がっている。

　背もたれ代わりのソファに寄りかかって、テーブルの上のノートＰＣを見つめた。

「進んでる？」

「前よりは確実に進んでます」

「ん」

　実は、部長のこの返事が好きだったりする。適当なようでそうじゃない、極めて短い一文字に優しさがぎゅっと凝縮しているようで……。

「……なにニヤついてるの？」

「そんな顔してました？」

「してたよ」

　後ろで寝転がっている部長を振り返ったら、片肘を突いた姿勢で私を見つめていた。

「お前、一昨日から約束破りすぎ」

「……そうですか？」

「俺を名前で呼んでないだろ」

「あっ！」

　酔って帰宅した部長を介抱していたら、いつの間にか完全部下モードに突入して、その流れでＹシャツに顔を埋めてしまったり……呼び方なんてまったく意識してなかった。

「ここで結衣に問題」

　部長の話は、時々予期せぬ展開で転がる。頭の回転が速いから企画にも向いているし、営業本部長まで兼務できるんだろうなぁ。

「本当の恋人同士は、こういう雰囲気の時にどういう行動をすると思う？」

「……企画についての問題ですね」

「いいから考えて」

　うーん、なにをするかなぁ。他愛ない会話？　それじゃありきたりか。でもそういうちょっとした時間が幸せだったりするんだよね……。

　テレビを観て、このお店に行こうって次のデートのプラン立ててみるとか？

　なんかほのぼのしてて幸せ全開だなぁ。いいな、そういうのも。

「分かったか？」

「楽しく話して、なにげない時間にも幸せを感じるってことですか？」

「……お前、本当に色気ない生活してきたんだな」

　哀れむような顔をした部長が、空いている手を伸ばして私の肩に触れた。

「そんなこともなかったですよ？　……ご存じの通り」

　日が経つにつれて、柏原さんとの思い出は風化してきている。時々、会社で顔を合わせると気まずいけれど、私ばかりが心を病んでいるのは割に合わないと思うようになった。

「……っ!?」

　触れられていた肩がわずかに引き寄せられ、同時に部長の顔が近づいてきた。

　突然の出来事に心臓が動き方を忘れたみたいで、少し遅れて鼓動を刻み出す。

　額が触れる寸前の近距離に、社員旅行の夜を思い出した。

　あの時は暗い中でキスをされたけれど……これ以上の近さだったのかと知って、やっぱり部屋にこもって作業すればよかったと思った。

　部長が私の髪を少しだけ指に巻きつけて遊び出した。陽だまりと同じ柔らかさで微笑まれて、否が応でも期待してしまう。

　また、あんなふうにキス、されるのかな……って。

「今夜、好きな男見つけてくるなよ？」

　もうダメ。心臓が爆発しそう……。なんでいきなりこんなことするの？

　同棲だって企画のためなのに、ドキドキさせられたら勘違いしそうになる。

　部長が、私を好きになるなんてありえないって分かってるのに。

　ぎゅーっと閉じたまぶたの裏に、焼きついた部長の微笑みが映る。きっと、今もその表情で私を見ているんだと思ったら、息をすることさえ忘れそうだ。

「待ってるから、ちゃんと帰ってきて」

　音もなく、ただ触れただけのキスが額に落とされて。

　部長の温もりが少しずつ遠ざかった時、やっと私は目を開けた。

「さーて」と言って一方的に甘い空気をかき消し、読みかけだった本を再び開いた部長を睨む。

　企画のためだって分かってるけど、それとこれは別っていうか。なにもここまでしなくても、私だって恋愛経験はあるわけで。

　想像くらいは、いくらでもできるんだからねっ!!

「顔面で文句垂れる暇あったら、企画早く上げてこい」

　……む、ムカつく。

　本当に、会社のあの姿は見せかけなんじゃないかって思うわ。

　やりますよ、やりますよ。出かけるまでに少しでも進めて、年明けには打ち合わせであっと言わせるような、素敵な内容に仕上げてみせますよっ!!

　部長の一切を遮断するためにＰＣにイヤホンを挿して、プレイリストから気分に合う曲を選んで再生すれば、私だけの世界に飛び込める。

　テーブルの端に置かれたマグカップに、彼の手が伸びてきた。視界に入るだけで意識してしまうなんて、部長の威力がどれだけなのかを思い知らされる。

　ひたすら集中して、ノートにデザインを書き起こして、資料を作っていく。コストがどれくらいかかって、回収の見込みはいつなのか、需要はどれほどなのか。

　自分が持ってる情報だけじゃまとめられないところは、他部署にお願いして情報をもらうことにする。もちろん、柏原さんがいる店舗統括部にも依頼しなくちゃいけない部分もあるけれど……大丈夫。きっともう、傷は癒えているはず。

　それを上回る、部長の存在感を意識しつつ、必死で夕方まで仕事を進めた。




　十九時の約束に間に合うように、頃合いを見て身支度を始める。

　昨日買ったアイスグレーのニットワンピースは、袖と襟に同色のファーがついている。パールがあしらわれた細いベルトでウエストを飾り、ネックレスを着けて鏡の前で後ろ姿も確認した。コスメポーチを持って鏡の前に立てば、平日の私とは打って変わって、どんどん変身していく。

　髪にストレートアイロンを当て、メイクは目元重視。チークはローズカラーで女性らしく上品に。

　今日こそ、前向きな気持ちを後押ししてくれるような素敵な人が現れるはず。

　部長は、好きな人を見つけてくるなって言ったけど、百パーセント私をからかったに違いない。

「出かけるのか」

「はい、待ち合わせの時間があるので」

　仕事をしていたようで、部長が書斎から出てきた。

「帰り、終電なくなるようだったら連絡してこい。迎えくらいは出てやる」

「ありがとうございます。でも、ちゃんと終電には間に合うようにします」

　持っていたピアスを着けて、玄関の大きな姿見で全身をチェックして準備を終える。

「今日は随分気合い入ってるんだな」

　部長が話しかけてくる間、八センチヒールのロングブーツを履く。いつもより少しだけ目線が近くなって部長と向き合った。

「いい出会いがあるかもしれないので、楽しみなんです。では、行ってきます」

　穏やかな表情で見送ってくれる部長に笑顔で答えて背中を向け、黒い木目調の玄関ドアの施錠を外し、そっと押して開けようとした、その時。

「……っ、どうしたんですか!?」

　不意に後ろから抱きしめられて、踏み出した足が止まった。首元に感じる彼の温もりが、じわじわ押し寄せる。

　ウールコートの上からぎゅっと包み込む彼の腕は、決して強くないのに振りほどけなかった。

　少しも、嫌だと思わないから。

「早く行けよ」

「……だったら、離してください」

　私の鼓動が何度か鳴った頃、やっと解放されて振り向いた。

「気をつけてな」

　まともに彼の顔を見ることを許されず、力ずくで玄関の外へ押し出されてしまった。

　な、なんだったの、今のは。言いたいことがあるなら、ハッキリ言ってくれて構わないのに。今日の部長はなんだか変だ。からかってるだけだとしても、おでこにキスまでされちゃったし……。

　それに、振り向いた瞬間にわずかに視界に入った彼の表情は、なぜか怒っているように見えた。




　今日の飲み会は、いわゆる合コンだ。といっても、私は場に慣れることができそうにない。初対面の男性と話すのがこんなに苦手になるほど、恋愛から遠ざかってしまったなんて、見た目ではそう思われないから余計にやりにくい。

　天井の高い開放的なダイニングバー。店のテラスにはプールがあって、外国映画のセットのようだ。

　男女五人ずつが集まり、各々が好きなお酒と食事を楽しみながら過ごしていた。

　誘ってくれた幹事の友達以外の女子メンバーは初対面だったけど、みんなフレンドリーで話しやすい。必要以上に褒めて機嫌を取ったりしないし、初対面だっていう距離は保ってくれている。

　一方男性陣は、ファッション関係の会社を経営している人に、プログラミングの会社を経営している人、大学病院の医師もいた。肩書だけでなんだか気後れしてしまって、自分からはとてもじゃないけど話しかけられなかったけど、時間と共にだんだん打ち解けるようになった。

「二次会行く人いる？」

「みなさんはどうされるんですか？」

　医師をしている男性が声をかけ、その彼を気に入った様子の女子がすぐさま呼応する。

　小さなフェイスの腕時計は、おおよその時間しか報せてくれない。だけど、もうすぐ二十一時になる頃だというのは分かった。

「結衣ちゃんは、どうするの？」

　プログラミングの会社を経営していると自己紹介した眼鏡男子・羽は野のさんが隣に立った。三十五歳の彼とは結構話も合うし、紳士的でとても落ち着いている。話の途中で分からないことがあっても、豊富な知識ですぐに答えてくれるから話していて楽しかった。

「少しだけなら、行こうかなと思いますけど……」

　……けど。

　どういうわけか、千堂部長がちらつくの。

　羽野さんが着ているニットがワンピースの袖に触れたり、細長く骨ばった指がワイングラスの脚に絡められるたびに、部長を思い出してしまう。

　早く行けと言う割に、抱きしめて離してくれなかった彼の温もりや、怒っているような表情、いたずらに落とされたキスがまざまざと浮かんでくる。

　結局、全員が二次会に行くと決まって、ダイニングバーを出た。

　クリスマスイブは世界中が愛を謳うたい、共にいる人の幸せを願う。街のイルミネーションや、店の飾りつけがそれを盛り上げている。

「寒いでしょ、これ使って」

　羽野さんが千鳥格子柄のマフラーを私の首にかけてくれた。

　だけど、私は……。

「ごめんなさい、やっぱり今日は帰ります」

「どうしたの？　結衣」

　前を歩く友人が私のもとに駆け寄る。

「ちょっと、風邪っぽい気がして。みんなにうつしたらいけないし、今日は帰ろうかなって思って」

「大丈夫!?　熱あるから顔が赤かったの？」

　医師をしている男性に「平気」と答えながら、頬を染める熱の正体が他にあることは秘めた。

　連絡先を交換した羽野さんとは、後日改めて会う約束をした。きっとそれは社交辞令かもしれないけれど、今はそんなことはどうでもよくなってくる。

　みんなに別れを告げ、地下鉄の駅の階段を下りていく。

【今から帰ります】

　部長に待ってるって言われたから、それくらいは伝えるべきかとメッセージを送った。だけど、送ったら返事が待ち遠しくて、ホームで電車を待つ間、携帯を何度も眺めてはバッグにしまった。

　間もなく電車が到着するとアナウンスが流れる中、バッグの中で震えた携帯を取り出し、すっかり冷たくなった指先で画面に触れた。

【分かった】

　たったそれだけなのに、どうしてこんなに嬉しくなるんだろう。

　……会いたいな。部長に会いたい。

　こんなふうに思うようになるなんて、部長を好きになってしまったのかもしれない。

　キスをされたから？　命令で同棲をしているから？　彼が私の手料理を美味しそうに食べてくれるから？

　どうしてなのか考えれば考えるほど、この生活を始めるまでは知らなかった彼の一面をたくさん思い出してしまって、あっという間にタワーマンションの前まで帰ってきていた。

　それと同時に、こんな気持ちを自覚するなんて愚かだと冷静になってしまった。

　いくらときめいても、すべては仕事のためなのだから。

　――ねぇ、部長。本当に仕事のためなんですか？　私が企画を進められるように、こうしてくれているだけ？




　四十階でエレベーターを降りれば、内廊下が左右に延びる。

　角を曲がり、部屋の前に着いてインターホンを押した。少し待っても応答はなく、合鍵で解錠してドアを開ける。

　出がけの出来事が、脳裏をよぎる。あんな顔の部長は、初めて見た。

「ただいま……」

　無音に等しい室内は、帰ってきた私にセンサーが反応して、玄関と廊下だけが明るく照らされた。

　部長も出かけているのかもしれない。仕事はないと言っていたけれど、食事に出るくらいはするだろうし。

　……彼女、いないのかな。

　今さらながら、その存在をようやく気にする自分に驚く。

　部長ほどの魅力があれば、周りが放っておくわけがない。現に社内でも人気があるし、社内恋愛禁止じゃなければ、毎日のように告白されてもおかしくない。

　週末と重なったクリスマスイブに部屋が静かなのは、どう考えてもデートをしているからだと思えてならない。

「私、馬鹿だなぁ……」

　なにを期待したんだろう。期待したところで規則は破れないのだから、部長と今以上の関係にはなるはずがないのに。

　自分と向き合ったら、禁断の切れ目から〝好き〟が溢れ出してくる。柏原さんに恋をして初恋のように浮かれてしまい、転んで顔面を思い切り擦ったような格好悪い失恋をした。そんなどうしようもない理由で仕事がつまずいたのに、何歩も先にいる部長は立ち止まって振り返り、手を差し伸べて私を奮い立たせてくれた。

　どんな方法でも、私が企画から逃げないようにするために。柏原さんとの思い出を昇しょう華かできるように。

　こんなに優しくされたら、嫌でも意識する。リアリティが伴わない同棲生活でも、彼の知らなかった一面に毎日触れていたら、いつの間にか尊敬が好きに変わっていた。

　真っ暗で広いリビングに、ぽつんと私だけがいる。

　寂しく思うなんて、この部屋にも愛着が湧いてしまっているからだろう。

「今、どこにいるんですか？　もう帰ってきたんですけど、愛斗さんがいないから、つまらないです」

　思ったままを声に出しながらメッセージに変えて、送信した。

　部長はきっと恋愛に慣れているから、私がようやく気づいたこの気持ちなんて、とうにお見通しかもしれない。だからあんなふうに構ってきたり、冷たくしたり……。そうすれば、部長が言っていた〝リア充〟を手っ取り早く体感できるもの。

　昼間、彼が寝転んでいたソファに、同じように横になった。

　大きな窓から見える夜空には星もない。高層ビルの明かりと、街を彩っているイルミネーションのせいで、いつもより少し明るく感じるだけ。

　気づいてしまったばかりの想いを抱えて、好きな人の部屋でひとり。まるで罰ゲームみたいでつらい。部長の香りや気配を感じる部屋にいると、会いたくてたまらなくなる。

　不意に玄関が解錠されてドアが開き、鍵が棚上のプレートに置かれた金属音がした。

　反射的に私は身体を起こして、涙がこぼれる寸前だった目元を指先でそっと押さえる。リビングの明かりがつくと同時に部長の声がした。

「電気くらいつけろ」

「すみません……おかえりなさい」

「ん」

　髪をかき上げ、「あー寒かった」と呟きながら、脱いだダウンコートを書斎にしまいに行くその背中を見送る。まさか帰ってくるとは思ってもいなかったせいで、嬉しい気持ちがぴょんと大きく飛び跳ねた。

　彼女とイブを過ごしていたんじゃないの？　どこに出かけていたんですか？

　さっきまでひんやりとしていた空間が途端に温まって、喜びの色に染まっていくみたいだ。

　素っ気ない短い返事も、日常のなにげない仕草も――好き。

　リビングに戻ってきた部長は、黒い紙袋をダイニングテーブルに置くと、手招きして私を呼び寄せた。

「どうせ、ろくな男いなかったから帰ってきたんだろ？」

　違う、と言いかけてぐっと言葉をのむ。部長が好きって気づいたからだなんて……言えるはずがない。

「いましたよ。二次会に誘われたんですけど、断ってきたんです」

「なんで？」

「それは……まぁ、いいじゃないですか」

「ふーん」

　縄編みのニットの袖を適当にまくり上げ、キッチンで手を洗う部長を見つめる。石鹸の泡にまみれる細長い指が妙にセクシーで見惚れていると、再び目が合って慌てて逸らした。

　さっき送ったメッセージを彼は読んだだろうか。まさか帰ってくるとは思っていなかったから、酔った勢いで送ったというごまかしも利かなくなってしまった。

「ま、つまらないクリスマスイブを過ごすなら、付き合ってやろうと思って」

　彼の視線がテーブルの袋に戻され、中の箱を開けるように促された。

　そっと取り出して開けると、中に入っていたのは雪のような粉砂糖を纏ったシフォンケーキ。【Merry Christmas】のチョコプレートが飾られている。

　出かけていたのは、これを買うためだったの？　私のためにこんな寒い夜に……。

「今夜は、ご予定があったんじゃないですか？」

「それを買いに出ただけだよ」

「わざわざ買ってきてくれたんですか!?」

　調子に乗るなと、彼は私に視線で釘を刺す。

　だけど、こんなふうに優しくされたら勘違いしたくなる。ただ彼が気を使っただけだとしても……もしかしたらって。

「もっと遅くなるなら、明日にしてもよかったんだけどな。思ってたよりも早く連絡が来たから、買ってきただけだ」

　恋愛ごっこみたいな同棲生活に、私の望む結末がないことくらい分かってる。それでも、彼の優しさが本物だったらいいと願ってしまうんだ。




　八つに切り分けられたケーキを頬張る。別添えのフルーツソースとチョコレートソースを交互につけると、想像をはるかに超える美味しさに笑みがこぼれた。

　千堂部長はケーキと一緒にロゼのシャンパンも用意してくれていて、細かい泡が立ち上るグラスに口をつけた。

「恋愛対象になりそうな相手、捕まえられそうか？」

「そうですね……どうなんでしょう」

　やっぱり、好きな男を見つけてくるなって言ったのは冗談だったんだ。

　しゅんとしつつも、すぐに羽野さんが浮かんで、部長の問いかけに曖昧に答えてしまった。

　世間的に見ても羽野さんはその部類に入る。部長とはタイプが違うけれど、非の打ちどころがない。カッコいいと思うし、頭もよくて話して楽しかった。

　でも、そんな人はいなかったと答えていたら、部長はなんて返してくれたんだろうと、少しだけ後悔する。

「お前さ、結構面食いだろ」

「なんですか、急に」

「柏原を狙うだけでも十分そう思える」

「別に、それはそういうのじゃ……。私から好きになったわけじゃないっていうか」

「え、なに、アイツから告ってきたってこと？」

「そうですけど」と返して、ソファで並んで座る彼の横顔を見つめる。

　部長のことを知りたいのに、彼は私に質問ばかりしてくるから、聞きたいことがなかなか聞けなくてじれったい。

「これって聞いていいのか分からないし、答えたくなかったら言わなくてもいいけど……なんで会社で目立たないようにしてる？　正直言って、結衣を家に住まわせた初日、かなり戸惑ったよ」

「地味ですもんね、私。会社の瀬織と本当の私は別人だってこと、自覚してます。当然ですけど」

「……わざとそうしてるのか？」

「はい。妬みやらつまらない噂で仕事の邪魔をされるのが嫌なので」

「……なにそれ、くだらない」

　部長に冷たく言い捨てられて、入社してからずっと守ってきた砦とりでが一撃でぶち壊され、口に運ぼうと思っていたケーキがフォークから落ちた。

「柏原は、なにも言わなかった？」

「理解してくれました」

「……本当、お前って」

　なにか言いかけた彼は、ケーキで言葉を押し込んだ。

「言いたいことがあるなら、遠慮なくどうぞ」

　シャンパンを飲んで、ひと呼吸置く。

　遠慮なくと言ったけれど、なにを言われるのかと緊張してしまう。

「男を見る目がなさすぎて、笑えるわ」

　気持ちがいいくらいに、遠慮なくバッサリと斬られ、思っていたより古傷がえぐられた。

　もう柏原さんには未練すらないけど、そんなことは部長に言われなくても、自分が一番よく分かってる。

　むしゃくしゃして、ケーキにかぶりついた。

「口の横にフルーツソース、ついてる」

「……分かってます」

「アホみたいな勢いで食べるなよ。すごいついてるんだけど」

「アホな部下ですみませんね!!」

　彼の言うことはなにひとつ間違っていない。見る目がないのは嫌というほど自覚しているし、男運がないから失恋ばかりしているのだ。

　だけど、それを言葉にされたら、情けなさに涙がこみ上げてきそうで、口の中の甘いケーキと一緒に飲み込んだ。

「分かってますよ、見る目ないとか男運ないとか……っ!?」

　潤む瞳を部長に向け直すと、彼は私をまっすぐに見つめていた。

　その瞳がとても切なげに見えたのも束の間、少しずつ彼の顔が近づいてくる。

　彼の視線を唇に感じ、私は舌先でフルーツソースを舐め取った。けれど部長の唇は、そのまま私の口元に寄せられてきて……。

　間を置かれたのは一瞬だけで、すぐにそれはキスに変わった。

　……こんな時に、キスしないでよ。

　自覚したばかりの〝好き〟がかき立てられ、その唇から逃れたくなくて、ゆっくり彼の背中に手を回す。部長の温もりにホッとしたら、涙が目尻から伝い落ちた。

　散々なクリスマスイブだ。

　好きと伝えてはいけないのに、ケーキを用意してくれて、容赦ない言葉で刺されて。とどめに、甘い甘いキスを撃ちこまれたら、私の求める結末が本当に欲しくなる。仕事のためだって割り切っていても、本物の恋にしたくなる。

「俺、男運がないとは言ってない」

「言ったようなものじゃないですか」

　解放された唇は、かわいげのない言葉を紡ぐ。

　もっと素直に、なんて言われなくても分かってる。だけどここで素直になったら、部長が好きだって言ってしまいそうになる。

「一緒にいて、男運がないなんて言われたくないんだよ」

　はぁ、っと呆れ色のため息をこぼして、部長が体勢を戻した。

　どうしてそんなことを言うの？　好きでもないのに、優しくしないでよ。

　期待しているのは私だけで、部長は企画のためでしかないんだから。叶わない恋に忘れられなくなる甘い思い出を増やしてほしくない。

「まぁ、あれだ。企画が上手くいったらそれでいい」

「そ、そうですよ！　一緒にいたところで、これは恋愛じゃないですし」

「…………」

　グラスを傾け、シャンパンを飲み干して、すぐに注ぎ足す彼を見つめる。

　あんなに甘かったケーキの味が、部長のキスのせいでぼんやりとしか感じなくなった。ドキドキと早鐘のように鳴る鼓動が胸を締めつける。

「同棲するのも、企画のためだって部長が言ったんですよ」

「…………」

　自分に言い聞かせるために強がってしまう。

　本当は部長が好きで、今すぐにもう一度キスをしてほしいと思っているなんて……言えない。私がなにを言っても黙るようになってしまった彼の口から、次はどんな言葉が返ってくるのかと思うと、沈黙が怖くなる。

　でも――。

「こうして一緒に生活させてもらうようになってから、寂しいって思う時はなくなったかもしれないです」

〝ただいま〟と〝おかえりなさい〟で彼を出迎えて。それから私の手料理を一緒に食べるの。部長がいるだけで、ドキドキして楽しいんだ。毎日部長がいてくれるから寂しくなんかない。新婚生活のような日々がずっと続くようで満たされた気分でいられる。

「結衣」

　突然、名前を呼ばれてドキッとした。

　部長の声は、耳触りがいい。会社にいても、電話越しでも、怒られている時でさえ。

「もう一回。……だから、目閉じて」

　冗談で言っているのではないと分かる、真剣でまっすぐな瞳に吸い込まれた。

　穏やかなのに、なんとなく切なそうで……そう見えるのは、私が彼を好いているからだろうか。

「……したくないって言ったら、どうするんですか？」

「するよ、お前が名前で呼ぶっていう簡単な約束すら守ってくれないから」

　目をつぶるだけのはずがソファに押し倒されて、心臓が飛び上がった。

「好きでもないのに、優しくしないでください」

「それ、恋をした女が言う台詞」

　すかさず返されて、ハッと息をのむ。

　恥ずかしくて逃げたくなるほど顔が火照って熱い。

「他の男の匂いもつけてこなかったんだな」

　不意に微笑まれて、胸の奥をまるごと鷲掴みにされた。

　ぎゅーっと締めつけられて、呼吸すらままならない私の自由を奪うように。

「……よかったよ、今夜空けといて」

　そう呟いた彼は、雪が舞うようにゆっくり顔を近づけ、ケーキよりもずっとずっと甘いキスを何度もくれた。










ベッドタイムは本音の始まり




　クリスマスイブの夜は、キスをしただけだった。

　その後、毎夜一緒に眠るベッドではなにも起こらず、なんならいつもよりも距離を取っているんじゃないかと思えるほど、部長の体温が恋しいのに遠かった。

　とろけるようなキスをうっとりと思い出しては自分の唇にそっと触れ、先に眠ってしまった様子の彼の背中をずっと見つめて……。

　気づいたら朝で、起きたら部長はすでにリビングで新聞を読んでいた。

　もし、超えてはならない一線を破っていたとしたら……〝未経験〟である事実もおそらく話していただろう。

　柏原さんには、完全に引かれてしまって、それが理由で振られたくらいだけど。

　部長は……愛斗さん、は……。

「おい、聞いてるのか？」

「はい」

　明後日から年末年始の休暇に入る。休みの間も、無理がない程度に企画のことは考えてほしいと言われ、定時をとっくに過ぎた二十時の社内で、部長とミーティングルームにこもっている。

「だいぶいい感じにまとまってはいるけど、他部署とか取引先との連携を考えたら、年明け早々には走り出さないと間に合わないからな」

「必要な情報は、社内で集められる分はもらっているところです」

「どこから？」

「店舗統括とお客さま相談室と、マーケティング一部です。結構集まってきているので、年明けには提出させていただきます」

「……それならいい。あくまでも客の意見は無視するなよ？　いらないって言われてるものを出す必要はない。いくらこっちがいいと思ってもだ」

　私が必死で作り上げた資料を見ながら、部長が熱のある指導をしてくれる。

「今日はもういいか。こんな時間だし。遅くまですまなかったね。お疲れさま」

　腕時計を見て、部長が席を立つ。

　これからまた同じ部屋に帰って、ひとつのベッドで眠ると思うと、不思議で仕方がない。

　家と会社じゃ別人なのは、部長も一緒。クールで強引な一面もあるのに、あんなに甘美で優しいキスをくれる。そのギャップで、私は完全に恋をしてしまった。

　自席に戻り、誰もいないフロアにひとり残る。もういいと言われても、自分の中ではキリが悪いのだ。部長を出迎えられないことも、手料理を作れないのも残念だけど、仕方ない時だってあるだろう。

「お疲れさま」

　不意に背後から声をかけられ、振り向いた先にいた柏原さんと目が合った。

　一瞬でも、部長かもしれないと期待した自分を慌てて隠して、視線を外す。

「……お疲れ……さま、です」

「そんな露ろ骨こつに避けないでよ」

「もう誰もいないと思っていたので、驚いただけです」

「俺のとこには、まだ残ってるヤツがいるけどね。さすが千堂部長の下はきっちりしてるなー」

　こうして柏原さんと話すのは、いつぶりだろう。社員旅行の時も視線すら交わさなかったし、別れ話でさえ会って話してはくれなかった。誠意の欠片かけらもなさそうな彼の態度に、改めて不信感を持った。

　私はしばらく引きずって、部長がいてくれなかったらきっと忘れられずに、傷の癒し方も見つけられないままだったかもしれないのに……。

「結衣、ひとり？」

「はい」

　無遠慮に呼び捨てられて、嫌な気持ちになる。

「なにしてんの？」

「企画を練ってるところで」

「あぁ、前に話してくれてたアレ？」

　平気で付き合っていた頃を出してくるのは、もうなんとも思っていないから？

　少しも悪びれる様子のない柏原さんに、種火ほどの小さな明かりでも思い出を灯していた自分に呆れる。

　ふと、フロアの扉が開いたような音がしてそちらに目を向けたけれど、なにも変化はない。巡回の警備員が在室を確認して戻っていったのかもしれない。

「クリスマス、なにしてたの？」

「……友達と飲んだりしてました」

　それから、部長とケーキを食べて、キスされたり……。報われない片想いに心を奪われていた。

「そうなんだ。連絡くれたらいいなって思ってたんだけど」

「……やめてくださいよ。私、振られてるんですよ？」

「ま、そうだよなぁ。でもさ、やっぱり結衣を見ると、気持ちが乱されるんだよ」

「知りませんよ、そんなこと。もう終わったことじゃないですか」

　一歩ずつ詰め寄ってくる彼から、椅子に座ったまま逃げるように身を引く。

「終わってんの？　結衣の中で、もう俺って過去？」

　私が逃げようとするのを阻止するように顎先を持ち上げられ、真正面から柏原さんと向き合う。

　触れられたくなくて、思い切り顔を背ければ、あっさり彼は手を下げた。

「分かったよ。もういい」

　氷よりも冷え切った目つきで私を凍らせると、あっさり背中を向けて去っていく。今まで見せていた笑顔が偽物だと、改めて知った。

　怒りと後悔と、自責。

　なんでこんな男に、守ってきたものを馬鹿にされなくちゃいけないの？　どうしてこんな男に、惚れてしまったんだろう。私って、本当に見る目がない。

　しばらくしてから席を立ち、身支度を整えて社を後にした。

　年末の街並みは、騒がしい。忘年会で酔っぱらったオジさんにぶつかられて足を止めたら、一緒にいたもうひとりに絡まれそうになり、足早に駅へ向かった。

　今夜はひとりになれる時間が欲しいのに、電車の中までうるさい。イヤホンで遮断して目をつぶれば、クリスマスイブの出来事がひとつずつ蘇ってくる。

　部長がくれた甘い甘いキスと、切なくてじれったいベッドの距離と、きっと知られてしまった私の片想い。

　部長は、私をどう思っているんだろう。この想いに気づいているとしたら、彼は企画のために気づかぬ素振りをして過ごすのだろうか。




「ただいま帰りました」

「おかえり」

　リビングにいた部長に声をかけ、洗面室で手を洗ったら、部長が脱いだＹシャツをバスケットに見つけた。

　廊下に顔を出して、見えはしないもののリビングにいる彼の様子を探る。

　ＰＣのキーボードを打つ軽快な音がするから、集中しているに違いない。

　控えめに指先でつまみ上げ、数秒見つめて意を決する。部長のシャツを抱きしめて、鼻先を近づけてそっと息を吸った。

　Ｙシャツからは、香水の残り香を感じる。それだけで十分ドキドキしてしまうって分かっているけれど、止められなくて思い切り吸い込んだ――瞬間、背後から声をかけられた。

「……なにやってんの、お前そういう趣味？」

　完全に身体を固め、振り向くこともできない私は鏡越しに彼の顔を見た。

「そんなに嗅ぎたいなら言えよ。フレッシュなほうがいいだろ」

　部長は楽しそうに笑みを浮かべながら、Ｙシャツを抱きしめたままの私を壁に追いやる。

　フレッシュとか、そういうことではないんです。部長の匂いだから、いいのであって……。

　目線を下げて屈み、真正面からじっと見つめられて、全身が沸騰する。

「どうぞ、思う存分」

　彼は私の耳元でそっと囁くと、ゆっくりと抱きしめてきた。

「あのっ、あのっ……!!」

　もう、死んでしまいそう。

　緊張で小さく震えつつ呼吸をすれば、部長が入ってくるみたいで。

「ん？」

　その返事の仕方に弱いって、知ってて言ってますか？　お願いだから、もう追い詰めないで……。

　部長の温もりと、爽やかでほんのり甘い香水、Ｙシャツの匂い……。これ以上好きなものを詰め込まれたら、爆発するんじゃないかってくらい身体が熱い。

「あれ？　……お前、風邪ひいてる？」

　急に大きな手のひらが額を覆い、抱きしめられていたはずがパッと離された。もう片方の手で彼は自分の額に触れている。

「熱、計れ」

　背中にあった棚から体温計を出した部長は、私に手渡して出ていった。

　素直に検温をして、少しすると控えめな電子音が終了を報せてくる。

　言われてみれば、なんとなくぼーっとすると感じてたけど、厚着して暖房が効いた電車に乗ってきたからだとばかり……。

　リビングに向かうと、部長がソファから立ち上がり、私の手から体温計を取った。

「着替えて、寝てろ」

　三十八度の表示を見た部長は、私を横目にキッチンに立つ。

　私は言われた通りに寝室に向かい、部屋着に着替えてベッドに入った。

　彼がいないせいで、無駄に広く感じる。一緒に横になっていても余るほどの大きさだから当たり前だけど、こういう時はなんだか寂しく思う。

　ベッドの上で、壁にもたれてＰＣを開いた。

　あれから思うように進まなかったから、今日のことは今日のうちにやっておきたかった。明後日には休みに入るし、ここでつまずいてなんかいられない。

「寝てろ、病人」

　忙しなく文字を打ち込んでいたら、寝室に入ってきた部長がＰＣを取り上げた。

「大丈夫ですよ、薬飲んで寝たらこれくらい」

「体調悪い時までやらなくていい」

「だから平気ですって」

　ベッドサイドのテーブルに、湯気を立てたおじやが用意された。水と常温のスポーツドリンク、薬と体温計、さらに熱冷ましシートまであって、手際よく額に貼られると、冷たさが心地よくて目を閉じた。

「早くよくなってほしいだけだよ、俺は」

　素直になれない私の頬に触れ、ベッドに腰かけた彼と見つめ合う。

　あぁ、また熱が上がってきたかもしれない。黙って見つめられるだけで、身体の芯から熱くて燃えるようだ。




　部長が作ってくれた食事を取って、薬を飲んで横になっていたら、いつの間にか寝ついてしまったらしい。

　自然と目が覚めて、ふとまぶたを開けると、部長が隣に眠っていた。

　今、何時なんだろう……。

　そっと手を伸ばし、枕の横に置いていた携帯をかざせば、二十三時半を過ぎた頃だ。まだ今日だったと分かり、随分と深く寝ていたのだと知る。

　ゆっくり寝返りを打って、彼の横顔を見つめる。常夜灯のおかげで彼の鼻筋が浮かび上がって綺麗だと思った。

　好きなんだけどな……。こうして一緒にいるのは仕事のためで、特別な関係になることはないって理解してるつもりでも、気持ちはすごく正直だ。

　いくらかわいげのない言葉を並べても、本当は心の中ではいつでも好きだって叫んでいる。それなのに、届いているようで届かない。伝わってほしいし、気づいていてほしい気もするけれど、報われないなら片想いのほうがいい。

　――失恋するのは、もう少しだけ先の未来でいい。

「……起きたのか？」

　ぼんやりと見つめていたら、彼がゆっくりとまぶたを開けた。それから「ちょっと待ってて」と言うと、軋みなく起き上がり、寝室から出ていった。

　布団の中で手を伸ばし、彼の領域に潜り込む。

　今日は私のほうが温かいけれど、いつもは部長のほうが温かいって知ったのは、いつだったかな。

　鼻で呼吸をすると、彼の匂いがして穏やかな気持ちになった。

「具合、どう？」

「だいぶ楽になりました」

「汗かいただろう。着替え持ってきたから」

　布団の上に、丁寧に畳まれた長袖のＴシャツとスウェットを置くと、部長は再び寝室を出ていった。

　よく見ると、渡されたのは部長のＴシャツ。ふと、洗面室で抱きしめられた出来事を思い出して、胸がきゅんとする。

「着替え、終わりました……」

　脱いだ服を洗面室のバスケットに入れてからリビングに顔を出す。キッチンで水を飲んでいた部長を見ただけで、一度ずつ熱が上がっていく気がする。

「おい、大丈夫か!?」

　足がもつれて、思わずふらっとした私をすかさず部長が支えてくれた。

「まだ熱あるな……早く横になったほうがいい。明日になっても下がらなければ、医者連れていくから」

　たぶん、熱は下がってきていると思う。身体のだるさも楽になった。

「部屋に戻るから、俺に掴まって。……歩けるか？」

　部長が、こんな時に限ってやたら優しくて困る。支えてくれる腕に触れていたくて、手を繋がれたまま寝室に戻った。

「仕事のこと、考えるなよ。確かに詰め込んだけど、最悪俺が引き受けるし」

「私がやります。ちゃんと間に合わせますから」

「分かった、分かった。今日あれから残ってたのも、そういう気持ちがあるからだってこと、ちゃんと俺は分かってるから」

　ベッドに横たわると、彼も隣に腰を下ろした。そっと伸ばした手のひらで、彼が私の頬に触れる。

「無理はするな。結衣はいつも頑張りすぎるのが悪いところだ。こういう時くらい、俺をもっと頼りなさい」

　ゆったりと微笑まれて、視線が逸らせなくなった。

　常夜灯の橙が、部長の顔に陰影をつける。

　長いまつ毛、品のいい唇、優しく時に厳しい瞳。

　――好き。いつの間にか、こんなにも好きになっちゃったんです。

　ダメですよね……こんなんじゃ、企画がまたつまずいてしまうかも……。

「今日、アイツと話せて嬉しかった？」

　まどろみの中にいた私に予期せぬ言葉がかけられて、目を大きく開いた。

「結衣は、まだ柏原が好きなのか？」

　決まり悪そうな部長の表情から、彼の気持ちはうかがい知れない。

　私を特別に想っているはずがないし、イブにキスをしてきたのも、充実感を味わわせるためでしかないはず。

「やだなぁ、そんなこと聞いてどうするんですか？」

　無理やり笑って、やり過ごしたいな。気まぐれで聞いただけって言ってくれたらいいのに、彼は口を閉ざしてまっすぐ見つめてくるばかりだ。

　今日、柏原さんとデスクで話していた時、扉が少しだけ開いたように見えたのは、気のせいじゃなかった。見回りに来た警備員じゃなくて、部長がきっと……。

「今熱があるから……ぼんやりしていて、分からないです」

　柏原さんのことなんて、もう好きじゃない。今日だって随分な言われようだったし、彼が本当はどんな人だったのかってよく分かったから。

「寝るか。ごめん、今の忘れて」

　部長も隣に入ってきて、ふたり分の温もりに包まれる。

　ほんの少し顔を倒して彼を見ると、部長は私を瞳に映していた。その表情は切なそうにも見えるし、体調を崩した私を案じているだけのようにも思えて、彼の心中はどうしても分からなかった。




　正月は実家に帰るからと、部長は大晦日おおみそかの夕方に出ていった。私は両親共に遠方にいるし、今年は夫婦で海外旅行をすると聞かされていたので、予定通りひとりぼっちだ。

「部長、帰ってこないかなぁ……」

　本人がいたら口にできない想いを、ここぞとばかりハッキリ言ってみる。

　テレビは特番が組まれていて賑やかだ。

　数日前にひいた風邪は、翌日にはすっかり治っていた。無事に仕事納めを済ませ、今となっては元気があり余っている。

【結衣ちゃん、なにしてますか？】

　久しぶり、と前置きがあるメッセージは羽野さんからだ。あのクリスマスイブの夜以来、こうして連絡をもらうのは初めてだった。

【こんにちは。あっという間に今年も終わりですね。今は家でのんびりしてます】

【今日、みんなでカウントダウンと初詣するんだけど、一緒にどう？】

【楽しそう！　行きたいです！】

　このままひとりで家にいてもつまらないし、部長は待っていても帰ってこない。誰かといたほうが気が紛れるだろう。

　楽しく年越しができたら、きっといい一年がやってきてくれそうな気がした。




　二十三時過ぎに明めい治じ神じん宮ぐう前まえ駅に着いた。地上に出て神じん宮ぐう橋ばしのたもとに行くと、ごった返す人波の中でこの前のメンバーが集まっていた。

　今夜、ひとりじゃなくてよかった。あのまま部長の家で過ごしていたら、そこかしこに彼の匂いや生活の跡があるから、想いが暴発して悶えていたかもしれない。

「結衣、最近ちょっと変わった？」

「どこが？　別に同じだよ」

　私をよく知る友人が、それとなく問いかけてくる。

「なんか、幸せそうっていうか……満たされてる感じ」

「別に、彼氏はできてませんからね。いたら、集まったりしないし」

「ひどいなぁ、誘ったの俺だってこと忘れてない？」

　謝る私を笑って許してくれる羽野さんと、知り合ったばかりなのにすっかり打ち解けた仲間たち。こんなに楽しいのに、考えてしまうのは部長のことだ。

　今日も一緒にいたかったな……なんて、思ってしまうのは欲張りなのかな。

「よし、じゃあ全員そろったし行こうか」

　男性たちが先陣を切って、人通りが増えてきた街に繰り出した。

　世界中、どこの国でも新年を祝うために盛り上がっているだろう。ビルと神社が共存するこの街でさえ、ものすごい人混みだ。

「結衣ちゃん、寒くない？」

「ありがとうございます」

　この前と同じようにマフラーを貸してくれた羽野さんに、今度はちゃんとお礼を言えた。だけど、優しくされた分だけ部長が浮かんでしまう。

「すっごいね、これ並ぶ勇気ある？」

　あまりにも長い参拝者の列に、男性のひとりが振り返った。

　確かに、境内まではものすごい人の波。だけど、私は違うことに目を奪われた。

　――視線の先に、とても綺麗な女の人と楽しそうに話しながら、列に並ぶ部長を見つけてしまったから。

　今夜は帰らずに実家に泊まるって言っていたのは、その女の人と過ごすため？　本当はデートだったの？　だとしたら、どうしてそんな嘘をついて出かけたの？

　みんなが歩き始めても、私は止まったまま動けない。参拝者の列に飲まれて、部長が遠くなっていく。

　違う。部長は嘘をついたなんて思ってない。だって私はただの部下なんだから。

　一緒に暮らしているせいで、自分が特別だって勘違いしていたのかもしれない。

　部長に彼女がいたっておかしくないのに、全然そんな素振りを見せてくれないから、もしかしたら……なんて一いち縷るの望みにかけようとしていただけだ。

「結衣ちゃん！　行くよ」

　羽野さんが戻ってきてくれて、私の手を引く。みんなはどんどん先に行ってしまっているけれど、彼は私と並んでくれた。

「どうしたの？　なにかあった？」

「ううん、人混みにびっくりしただけです」

「確かに、ちょっとこれはね」

　羽野さんが笑ってくれても、すっかり見えなくなってしまった部長が気になって仕方ない。ふたりの笑顔が親密そうだったから、胸の奥が騒がしくなる。

　例えば、一緒にいる女性は誰なのか、今すぐメッセージでも送って聞いたって無意味なんだろう。この生活は〝仕事〟であって、彼の私生活に踏み込めない一線があってもおかしくはない。言うも言わないも部長の自由だ。

　少し前の私なら、それ以上の詮索はしなかったはず。でも、好きになったら、なんでも知りたくなるの。

　会社では見せないいろんな表情を見せられたら、それを私だけのものにしたくなる。弱った時に優しくされたら、もっと私だけを見ていてほしくなるの。

　こんなの重いし、独占欲以外のなにものでもなくて、独りよがりだって分かってるのに……。




　新年を迎えてから、みんなでファミレスに入って食事を済ませ、近くのカラオケで楽しく過ごして夜を明かし、始発を待って帰宅した。

　部長の部屋に帰りたくないって思うのは初めてだ。仕事で散々な言われようでも、どんなにムカついても、ちゃんと帰ってた。

　今日は、彼を感じる空間を避けたくなる。帰ったっていないに決まってるし、一緒にいるのはあの女の人だろう。

　綺麗な人だった。私とそんなに歳は離れていない感じがしたのに、大人の女を思わせる落ち着いた雰囲気だった。

　部長の隣には、ああいう洗練された人がお似合いだと思う。




　久しぶりに帰った自宅は、外と同じくらいに冷え切っている。急いでエアコンをつけ、ひとり用の小さな炬こ燵たつに入った。

「……落ち着く」

　自分が動かないと無音だけど、今はこれがいい。だけど、新年のメッセージすら部長から届かなくて、悲しい気持ちに浸ってしまう。

【着いた？】

　炬燵の上に置いた携帯が明るく反転して、すかさず反応すると、羽野さんからのメッセージだった。人差し指だけをニットの袖から出して既読をつける。

【着きました。部屋が寒くて、炬燵に避難してます】

【炬燵あるの!?　うらやましいな。でもそこで寝ないようにね】

【気をつけます。また遊びましょうね。今日は誘ってくれてありがとうございました！　羽野さんにとって、いい一年になりますように】

　また遊ぼうなんて、この前まで言えなかったのにな。

　部長が女の人といたからって当てつけても、自分に跳ね返ってきて地味に痛い。

　部長はなにもしてない。私が勝手に妬いて、ムカついてるだけ。

　炬燵の誘惑を断ち切るためにもお風呂に入って、温もりを感じないベッドに入った。

　ここのところ、部長のベッドに慣れていたから寝心地はあまりよろしくない。でも、妙にドキドキしなくて済む保証はある。

「寒いな……」

　自分の体温だけではなかなか温まってくれなくて、身体を縮こませて小さくなった。

　うっすらと窓の外が明るくなってきて、朝になったんだと分かる。

　数分後、ようやくまぶたが落ちてきた時、ふとカラオケで羽野さんが歌っていた曲を思い出した。それが夢の中でもずっと鳴り響いていて……騒がしさに眉間に皺を寄せつつ目が覚めた。

　カーテンの隙間から射す陽光で、すっかり日が高くなっているのが分かる。枕元の目覚まし時計を見ると十四時を迎えていた。

　もうそんな時間なのか……いい加減起きなければと枕元の携帯を手に取って、画面の通知に驚いた。

　不在二十件、メッセージは五件。

　たった一晩……いや、寝ついたのは朝方だったはず。この数時間の間になにがあったのかと、不安に押されて確認する。

【不在　千堂部長】の表示が積み重なっていて、青ざめた。

　メッセージは、寝つく前に羽野さんとやり取りをしたっきりで……。

【結衣、どこにいる？】

　私の所在を尋ねるメッセージは、今朝七時頃に届いていた。

【なんで部屋にいない？　どこにいる？】

【返事くらいしろ】

【っていうか、メッセージ確認できない状況ってことか？】

【なにがあった？　連絡して】

　なんなのよ……部長って本当に勝手だ。

　年末、私を放っておいたくせに。帰ってきたからって私を探さなくてもいいのに。

【自分の家にいます】

　そう送り返した瞬間、すぐに既読がついて驚いた。

【ここにいるから来て。来るまで待ってる】

　リンクがついたメッセージが返ってきた。

　来るまで待ってると言われたら、行くしかない。ここで行かないという選択肢がないのは、私が部下だからだ。

　会いたいような会いたくないような気分のまま、身支度をして部屋を出た。




　待ち合わせたのは、部長が住む街の公園大通りにあるカフェだった。前に部長とランチをした日、車で通りかかったことがある。

　自宅に残しておいた服の中から、ケーブル編みのニットとチェックのミニスカートを選んで、メイクも完璧にしてきた。部長の隣にいたあの女性に負けたくない思いが、私を突き動かしている。

　部長は、言っていた通りカフェにいた。

　メッセージでやり取りをしてから二時間が経過しても、本当に待っていてくれて嬉しいはずなのに、なんとなく気まずい。

「……明けましておめでとうございます」

　緊張しながら声をかけると、彼は読んでいた文庫本をテーブルに置き、視線を上げた。オフホワイトのタートルネックが嫌味なほど似合っていて、彼をまっすぐ見られない。

「ん、今年もよろしく頼むよ」

　あれ？　怒ってない？

　機嫌を損ねていると思っていたのに、部長は穏やかに微笑んで、向かい側の席に私を促す。

「好きなの頼んで」

「ありがとうございます」

　メニューを開いて渡され、姿勢よくコーヒーを飲む彼をちらりと見る。

　年が明けても麗しいその姿に、早くも鼓動が鳴り始めた。

「年明け、なにしてた？」

「友達とカウントダウンしながら遊んでました」

「そうか」

「部長は？」

　眉間にうっすらと皺を寄せられ、ハッと気づいたが遅し。

「俺、部長って名前じゃないからな」

「愛斗さんは、なにをされてましたか……」

　意識しないとうっかり日常の癖が出てしまうのは、彼の名前を呼ぶとくすぐったい気持ちになるからだ。

「実家で過ごしたよ。あとは友達と初詣したり。で、朝のうちに帰ってみたら、結衣がいなかった」

「怒ってますか？」

「なんで、俺が怒る必要がある？」

「ご注文はお決まりですか」とウェイターさんが入り込んできて会話が途切れてしまった。カフェモカの注文を済ませると、気まずさから黙り込んでしまう。部長に問いかけられたままだから余計だ。

　思い切って話題を変えようと思っても、浮かぶのは神社で見てしまった光景ばかり。

　部長に女友達がいたっていい。でも、それを隠されるのは違うと思う。嘘だけはついてほしくない。それは私が、彼の特別な人になりたいからだろうけど……。

「俺が怒ってると思って来たのか？」

「……はい」

「怒ってないよ、少しも。でも、年末に体調崩してたから、お前が思ってるよりは心配してた」

「心配してくれたんですか!?」

「まぁな。どこかで倒れられたんじゃ、困るし」

　窓の外の景色に視線を逃がすその表情が愛しくて、抱きつきたくなる衝動を抑えた。

　部長の優しさはいつも不意だ。言い回しはそうじゃなくても、結局私を案じてくれていたことに違いはない。

「元気ならそれでいい。とりあえずこれから出かける」

「お出かけになるんですね、分かりました。私は部長の……愛斗さんの部屋に帰ります」

「いや、結衣と出かけるって言ってんの」

「それって……つまり、デートですか」

「リア充感を与えてやるって言った割に、まともにデートすらしてやってなかったからな」

　気合いを入れた格好で来てよかった。だって、デートをするということは、公に部長と歩くわけで。会社の誰かに見られてしまうかもしれない。

「行きたいところとか、したいこととか、リクエストがあるなら言って」

　部長はやっぱり優しい。

　だけど、キスをしてほしいです……なんて言えるはずもなく、店を出ると彼の一歩後ろをついて歩いた。

　近隣の駐車場に停めてあった部長の愛車に乗り込む。他の女性の香りが残っていたらと嫉妬めいた気持ちを抱いていたけれど、車内には彼の香りしか感じなくてホッとした。

「ドライブでもするか」

「じゃあ、街に出て買い物がしたいです」

「今日はどこも休みだよ」

「そっか……そうでしたね」

「明日ならどこか開いているだろうし、連れていってやるから」

「いいんですか!?」

「あぁ」と返されて、満面の笑顔を咲かせてしまった。

　だって、こんな時間が過ごせるなんて思ってなかったんだもん。昨日の夜、腐りきってた自分に教えてあげたいくらいだ。

「ちょっと待って、電話だ」

　車を路肩に停め、彼は携帯を持って降りて、後部へ回ってしまった。サイドミラーに映る部長は、黒いダッフルコートの背中しか見えない。

　誰と話しているんだろう。仕事の電話だったらいいのにな。

「ごめん、行こうか」

　ほどなくして戻ってきた彼は、何事もなかったようにシートベルトを締め、ハンドルを握り直して、車を発進させた。

「夜ご飯、どうしますか？」

「今はまだ浮かばないよ」

　こんな話がしたいわけじゃないのに、なにか話さなくちゃ不安と嫉妬に押しつぶされてしまいそう。

「電話、大丈夫だったんですか？」

「平気。友達だから。昨日一緒にいたんだけど、話し忘れたことがあったみたいで」

「……そう、ですか」

　やっぱり昨日の女の人だったんだ……と落胆しつつ、そこは嘘をついてほしかったと心の中で勝手を言う。

　海の方向を示す標識に従って、部長はハンドルを切った。

「海、寒いですよね」

「山よりはいいと思うよ。雪が降ってきたら危ないしな」

「最悪、帰れなくなっちゃいますね」

「その時は、適当にどこかに泊まればいいだろうけど、運転が怖いよ」

　どこかに泊まればいいってサラッとおっしゃいますね……。今の同棲だってかなりドキドキして仕方がないのに、非日常的な密室で泊まるだなんて……また社員旅行の夜みたいに、部長は突然キスをしてくれたりするのかな。

「……なんだよ」

「どこかに泊まればいいって言われて、ちょっとびっくりしちゃって」

「今さらだろ。毎晩一緒に寝てるんだから」

　事実を言われただけなのに、赤く染まっていく自分の顔がサイドミラーに映って、思い切り俯いて隠した。




　鎌かま倉くらの正月は、独特な風情がある。人力車のお兄さんが寒さすら感じさせない笑顔で呼び込みをしていて、地元の人に混じって旅行客が参拝の列を成している。

「ついでにお参りしていくか」

「私、初詣済ませちゃったんですけど……」

「別にいいんじゃないの？」

　大きな大仏が鎮ちん座ざする境内に入り、その列に並んだ。彼のダッフルコートのポケットに誘われたいのに、案の定彼の手だけが入る。

「どこに行ったの？」

「神宮です」

「俺も。会わなかったな……って、あれだけ人がいたら無理か」

　部長は、私を見つけてなかったんだ。

　隣に並んで目の高さにある彼の肩を眺める。昨日見たあの人は、ここからどんな彼を見ていたの？

「……昨日、誰といたんですか？」

　こぼれ落ちるように、引っかかりなく問いかけたら悲しくなった。妬いている自分があまりにも切なくて、泣きたくなる。

「友達といたよ」

「一緒にいた、女の人は？」

　そこまで言ったら、部長は眉根を寄せて怪訝な顔をした。

　きっとそういう表情が返されるんじゃないかって思ってた。だから、怖くて聞けなかった。嫌われたくないし、彼に特別な人がいるなんて知りたくもないから。

　部長はなんて返すのかと切なく見つめると、それ以上の問いかけを封じる鋭い視線が向けられる。

「だから、友達」

「……そうですか」

　せっかくの楽しいデートが台無しになることも、部長がどんな気持ちでこうしてくれたのかも分かってるはずなのに、どうしても聞かずにはいられなかった。

　どんな答えだったらよかったんだろう。友達じゃなくて、彼女でもなくて……。あの女性がどんな人なのか知ったところで、私と部長の関係が変わるわけじゃないのにな。

「……ん。寒いだろ？」

　差し出された手に戸惑っていたら、彼が私の手を握ってコートの中に収めた。

　キスで口を封じる代わりに、手を繋いでくる彼がずるいと思った。でも、嬉しくて許してしまう自分にも気づいた。

「結衣の手はいつも冷たいな」

「愛斗さんの体温が高いんですよ」

　怪訝だった彼の表情も、問い詰めた私を避けた返事も、その優しさにのまれて消えてしまった。

　私を見下ろして微笑む彼につられてしまおうと思った。今この時だけは、部長は私のものでいてほしい。

「それ知ってんの、お前くらいだろうな」

「私の手が冷たいって知ってるのも……愛斗さんだけだと思います」

「一緒に住んでる、俺の特権だな」

　ふわりともう一度微笑んで、姿勢よく歩き出した彼についていく。

　繋がれた手から伝わる温もりが愛しい。

　昨日一緒にいた人が誰だろうと、今は私を見ていてくれるならいいや。報われない恋でも、私なりに精いっぱい好きでいられたら、幸せを感じられたら、きっと後悔はしないだろう。

　部長は、私を傷つけたりしないはずだから……。

「千堂部長！」

　後ろから声をかけられ、振り返ると同じ部署の同僚が彼女といて、部長の背に思わず身を隠す。

「大丈夫、きっと結衣だってことは分からないから」

「……はい」

「普通にしてなさい」

　堂々と私を隠すことなく振る舞う彼は、ポケットの中で指を緩く絡めてきた。

　それだけで、またしても私の頬は赤く染まっていく。仕事のためとはいえ、本当に恋人同士になったみたいだ。

「部長、明けましておめでとうございます！　今年もお世話になります」

「おめでとう。今年は瀬織さんの企画も手伝ってあげてください」

「もちろんです。彼女、なんだかんだ一生懸命ですからね」

　そんなふうに思ってくれてたなんて……感動で涙腺が緩みそうだ。上手くできなくて迷惑をかけてしまってばかりなのに、みんな温かくてありがたいと思った。

「……あの、お隣は」

「ん？　あぁ……」

　部長は一歩引いて立っている私の手を離して、腰に回してきた。

「あまり会社ではこういう話をしないけど、俺の彼女」

　じっと見られるとバレてしまいそうで、できるだけにこやかに会釈をしてから部長に視線を向けた。

「ちょっと風邪気味で、声が出にくいみたいなんだよ。ごめんね」

　驚いて言葉が出ない私を、部長はすかさずフォローしてくれて、私はもう一度同僚に会釈をした。いつも一緒に働いている仲間に初対面を演じるなんて、やっぱり申し訳なく思う。

「部長ほどの方だったら、絶対にいい人がいるって仲間と話したことはあったんですけど……」

「くれぐれも口外しないでくださいね」

「もちろんです。今日部長と会ったことも言いませんよ」

　口が堅いと評判の同僚でよかった。これがもしも長谷川くんだったら、あっという間に数人には漏らされていただろう。

「あんなこと言ってよかったんですか？」

　同僚が彼女と遠ざかっていくのを見届けると、部長に向き直って尋ねる。

「彼女って言ったから？」

「友達くらいにしておいたほうがよかったんじゃないですか？」

「なんで？」

「……だって」

　私、部長の彼女じゃないし。友達でもないけれど。

「結衣が社内の人間だとは思われてないだろうし、正月から鎌倉デートしておいて、友達っていうほうが変に勘ぐられて、おもしろおかしく噂されるだけ。少しは俺に合わせろ」

　同僚の前ではすかさず〝千堂部長〟の仮面をかぶったのに、彼はまたプライベートの姿に戻った。




　お参りを済ませ、混み合う神社を後にして、コインパーキングに停めていた車に乗る。冷えた身体を震わせると、部長は後部座席からブランケットを取って膝にかけてくれた。

「ありがとうございます」

「また風邪をひかれても困るだけだからな。帰ったら、企画の続き考えてもらわないと、このデートも無意味になる」

「分かってます」

　部長の言動に、心が振り回される。どんなに嬉しくても、彼には企画のためでしかないのかと思ったら、途端に悲しくなるのだ。それでもいいと割り切っても、一緒に過ごす時間が増えるごとに、好きな気持ちは大きくなってしまう。

「ずっと、気になってたことがあるんです」

「ん？」

「愛斗さんが先に帰った時は、どうして私を出迎えてくれないのかなぁって……。あ、別にそうしてってことじゃないんですけど、帰ってきた人を出迎えるって変わったことじゃないから」

「そうしてほしいって、素直に言えばいいのに」

「え？」

「してほしいことがあるなら、言えばいいんだよ。結衣は、相手を知りたがる割に信じなすぎ。俺に甘えたければ、素直にそうしてくれて構わないよ」

　彼がアクセルを踏んで、発進した車が景色を動かす。

　私は言われたことに思い当たる節があって気づかされると共に、彼の優しさにまた触れてしまった。

「過去を蒸し返すつもりはないけどさ、柏原にもそんな感じだったんじゃないか？　アイツは男から見ても軽薄だとは思うけど、好きなら信じてやらないと。付き合ってる相手に疑われたらいい気分しないだろうし」

「……そうかもしれません」

　確かに別れ話をしている時、柏原さんもそう言っていた。

　それ以前に、大きな問題があったのも事実だけど……それは部長には言えない。〝未経験〟が邪魔をしただなんて、とても……。

「俺が結衣を出迎えないのは、もともと待つのがあまり得意じゃないから。でも、今日分かったことがあるんだよ。どういうわけか、結衣のことは待てるのかもしれない。今日だって、お前が来るまで待とうって思えたから、そう送ったし」

　赤信号で車を停めると、部長は私にそっと視線を流した。

「じゃあ、今日から、お願いします」

　……なんて急に言われても部長は困るかな。でも、私を特別に想ってくれるって勘違いしたくもなる。

「今日？　一緒に帰るのに？」

「だって、次はいつになるか分からないじゃないですか……」

「分かったよ、今日と明日は約束するから」

　部長は仕方なさそうに言うけれど、口元には笑みが浮かんでいる。

　こんなわがままを聞いてくれるなら、もっと甘えてみたくなった。

　帰りの道路は、予想以上に混んでいる。往路からかかっていた洋楽のプレイリストが一周したようで、今度はＡＭのラジオに切り替えられた。

「俺も、結衣に聞きたいことがあったんだけど」

「なんですか？」

「例えば、好きな男としてみたいことってなに？　今まで叶わなかったことでもいいし、結構無茶なことも含めて」

　ハンドルを右手で操りながら、左腕をアームレストに置いている部長との距離は、ベッドにいる時と少し似ている。だから、一瞬でも目が合うだけでなんとなく気恥ずかしさに負けて、すぐに真正面を向いてしまう。

「……ドライブデート」

　この状況を当てはめたのに、部長は完全にスルーだ。例えば、という枕まくら詞ことばが付いていて憎らしい。

「あとは？」

「星空を眺めてみたいです。プラネタリウムじゃなくて、いつも見上げてる空を」

「空ね……まぁ気分がいいもんなぁ、空を見るのは。他には？」

　手料理を振る舞いたい、休みの日にゆっくり過ごす、一緒に暮らす……。

　部長が聞いてくるから本当の願いを答えたのに、「意外と普通だな」と言われて口を噤んだ。

「もっと難しいことを並べるのかと思ってたんだよ。月イチで海外旅行に連れていってくれとか。別にダメだって言ってるんじゃない」

「まだありますよ。してみたいことっていうより、してほしいし、してあげたいことですけど」

「なに？」

　大きなカーブの遠心力で、運転席側に身体が傾いた。唯一、私が纏えない彼の香水の匂いをほのかに感じるだけで、鼓動がひとつ鳴る。

「大切にしてほしいし、大切にしてあげたいんです。好きな人の好きな人でいられたらいいなって思うので」

「なるほどね……」

　渋滞していた車列が動き出して、スピードが上がる。景色がぐんぐん後ろへ流れ、鎌倉の街が遠くなる。

「結衣は、気持ちが優しいからそういうことを言うんだろうな」

「そんなことないです、普通ですよ？」

「俺にしてみれば、結衣に救われてる時が多々あるよ」

「どんな時ですか？」

「んー？　そうだなぁ……」

　タイミングがいいのか悪いのか、高速道路に乗ったらカーナビの案内音声が流れて、会話が途切れてしまった。

　その答えを知りたいけれど、運転に集中している横顔を見たら聞き出しにくくなる。

　なにも話せないまま、一時間ほどで都内に入った。高速を降りると、十五分ほどで部長が住む街の明かりが見えてきて、タワーマンションの地下駐車場に着いた。

　エントランスは正月仕様に飾りつけられていて、コンシェルジュカウンターには鏡餅と干支の酉の置物がある。帰りを迎える彼らはいつもと変わらず丁寧にお辞儀をしてくれた。

　部屋の前に着くと慣れた手つきで鍵を開け、彼が先に玄関に入って振り返った。

「おかえり、結衣」

　まだふたりとも靴を履いたままだけど、ちゃんと約束を守ってくれる部長に微笑みかけた。

「……五十点です」

　いつかの彼を真似ると、わざと悔しそうな表情で笑ってくれた。

　こういう他愛ない時間ややり取りが嬉しい。仲のいい新婚さんみたいで、くすぐったい気持ちになれるから。

「……もしもし。そう、帰ってきたところ」

　かかってきた電話に気づいた彼はポケットから携帯を出して応じると、話しながら書斎に入っていく。

　たびたびふたりきりの時間を割く、電話の向こうの誰かの存在に心の底から妬いてしまうのは、彼をひとり占めしたいからだ。




　部長が買い置きしていた蕎麦の乾麺があって、葱や鶏肉を具材にしてかけ蕎麦を作った。同僚と鎌倉で会うとは思わなかったことを話しながら平らげると、先にお風呂に入るように促されて、私は寝支度を整えた。

　彼が冷えた身体を温めている間、ソファに座り、今日の一日を思い出す。

　朝は眠ってしまっていて、起きたら部長からの不在着信とメッセージの量に青ざめ、緊張しながら待ち合わせたカフェで再会して……。

　なんだかんだ彼は優しい。私を気にかけてくれるし、願いを叶えてくれる。

　……でも、どうしてこんなに甘やかしてくれるんだろう。企画のためと前置きをつければそれまでだけど、同僚に彼女と紹介する必要が本当にあったのか気になる。彼は自分に合わせてほしかったと言っていたけど……。

「これ着て」

　シャワーから戻ってきた彼が、温かそうな起毛のパーカを渡してきた。

　羽織ると、だいぶ大きなサイズに指先が隠れてしまって、必然的に自分が女であることを自覚する。

　彼が出ていったベランダに、一緒に並んで立った。

「湯冷めしないようにして」

「その時は、もう一回シャワー浴びてから寝ます」

「ん」

　なんの前置きもなしに、彼は夜空を見上げる時間を作ってくれた。私が夜空を見たいと言ったからかもしれないと、色違いのパーカを着て隣に立つ彼をちらりと見上げてから、視線を空に流した。

　街の明かりのせいで星はほとんど見えないけれど、それでも綺麗だと思える。

「ひとつ、教えてもらえますか？」

「なに？」

「旅行の夜、どうして私の部屋に来たんですか？」

「あぁ……」と思い出している彼は、どんな答えをくれるんだろう。

「あの時は、周りが悪ノリし始めたから逃げたっていう流れがあったけど、途中でお前がいなくなってたから……」

「気にしてくれてたんですね」

「そりゃ、俺もきついこと言った後だったし、周りは無礼講なのに浮かない顔してたら上司として気にするだろ？　……今少しずつでも前に進めてるならいいけどな」

『上司として』と意識して口にされた気がして、私はまた寂しくなった。

　こんなに近くにいるのに、彼を感じていられる日常があるのに。

「あの日みたいに夜を越えるのがつらい時は、終わった恋がまた始まらないかって、ひたすら待って想いに浸ってもいいけど、無駄に傷つこうと仕向ける必要はないんだよ」

「往生際の悪い、片想いでしたから」

「そんな片想い、俺はできないよ」

「傷つかない恋なんてないですよ？」

　意地で言い返す私に、彼はゆっくりと微笑みかけた。

「ないだろうけど、ちゃんと気持ちを伝えられたら、ほぼ無傷だよ。振られても前に進める」

「それすらどうしても伝えられない時だって、きっとあります」

　例えば、こんなふうに好きな人と毎日近くにいたら、想いを伝えた途端、この日々が終わってしまうんじゃないかと不安になって言えなくなる。

　それに、すべては仕事のためだって分かってるのに、告白なんてできっこない。

「それは、逃げてるんじゃないか？　賢く恋愛しようとしないで、無我夢中で手に入れようとして分別を忘れそうになるのもいい。そうじゃなきゃ、きっとそこまでの恋なんだって俺は思うよ」

「私は……そんな強くなれないです」

　夜空から隣に立つ彼に顔を向けた瞬間、すかさずパーカのフードをかぶせられてなにも見えなくなった。

「好きで好きでたまらなくて、なにをどうやっても手に入れたい相手なら、なりふり構っていられないだろ？　……とにかく好きだって気持ちに気づいてもらわなきゃ始まらない。誰かに盗られて後悔するなんて、俺は望まないな」

　部長にもそんな恋をした過去があるんだなぁ。想い人が自分ではないから妬いてしまうけど、そんなことを言えば彼はきっと困ってしまうだろう。

「っ、くしゅっ！」

「……戻ろう。ごめんな、長居させた」

　私の背中に触れて、先に部屋に入れてくれた彼の手が優しい。こういうさりげないところも好きになってしまったのに、彼はやっぱり私の気持ちには気づいてないのだろうか。

「シャワーは？」

「大丈夫です」

　彼がリビングを出て、寝室に向かう。私も明かりを消してから、彼の後を追った。

「明日、楽しみにしてます」

「ん」

　短い返事が返されて、密かに微笑む。

　私がこんなことで浮かれちゃうなんて、きっと部長は知らないはず。




　ベッドに入って、温もりを持ち寄る。

　初めて一緒にこのベッドで眠った時より、いつの間にか随分と近くなった距離は、想い合う恋人同士のよう。だけど、彼と向き合ったら緊張が抑えられなくなりそうで、私は背を向けた。

「結衣、まだ話していいか？」

「いいですよ。外に出て、目が冴えちゃいましたか？　シャワーで温まってきたほうが……」

　突然、背中にぴったりとくっついてきた彼が私を包み込んだ。

「今は、シャワーよりこっちがいい」

「……私のほうが体温低いのに」

「いいんだよ。こうしたかっただけ」

　――嬉しいのに、切ない。

　こうしていたいだなんて言われたら、期待したくなるじゃないですか……。私が振りほどけないって分かっててそうしてるなら、部長が私をどう思っているのか聞かせてほしい。

　でも、企画が順調に軌道に乗ったら、間違いなくこの生活も終わる。仕事のために削ってしまった彼の日常を、私は返さなくちゃいけない。

　だったら、理由なんてなんでもいいから、彼に流されてしまいたくもなる。そんな考えだから、見る目がないって言われてしまうのだろうけど。

「……時々、眠れない夜があってさ。そういう時、お前のこと考えたりするんだ。どうしたら、楽しく過ごしてくれるかって」

「私、楽しいですよ。部長が思っているよりもずっと、一緒にいて楽しいし、嬉しいなぁって思ってます」

「……愛斗だって、何回言わせる？」

「ごめんなさい」

「今夜は許さない」

　ぎゅーっと抱きしめられて、私もわずかに抵抗を試みる。互いに小さく笑いながらじゃれるこの時間が愛しくて、今日が終わってほしくないと思った。

　やがて緩んだ腕の中で、私は反転して彼と向き合う。

　逃げてばかりじゃなくて、勇気を出して伝えないといけないって、教えてくれたのは彼だから。

　失恋するって決まってても、想いを伝えずにずっと過ごすよりいいはず。

「企画のためとはいえ、愛斗さんがこんなに私をかわいがってくれるのが意外です」

「……部下を本気でかわいがってなにが悪い？」

　見つめ合っているはずの彼の瞳が、今夜に限って常夜灯を灯し忘れたせいで見えにくい。彼からは私がどう見えているんだろう。

　彼が私を構ってくれるのは、すべて企画のため。そんなことは、しつこいくらいに何度も自分に言い聞かせてきた。

　――だけど、やっぱり……。

「本気で甘えても、いいですか？」

「……いいよ。結衣がそうしたいなら」

　私がしたいことをちゃんと伝えないと、彼には分かってもらえない。だけど、どうして甘えさせてくれるのかと尋ねれば、〝上司として〟〝企画のため〟って言われるんだろう。

　ぎゅっと抱きしめ直されて、彼の鎖骨が目の前に迫る。

　そっと唇を寄せてゆっくり呼吸をしたら、大好きな彼の香りが染み込んできた。










諦めはすれ違いの始まり




　一気に充実し始めた私生活のおかげで、企画はスムーズに進み出した。

　年明け前のグダグダ感はどこへやら、周りを巻き込むペースで進しん捗ちょくさせる私に、同僚たちも一目置いてくれるようになった。「瀬織さんは、センスの出し惜しみが好きだからな」なんて言われたりすると、認めてもらえたようで嬉しくなる。

　出し惜しみでもなんでもない。すべては部長のおかげ。

　完全に干からびる寸前の私に、部長が〝期間限定のリア充体験プラン〟を提案して、救いの手を差し伸べてくれたからに他ならない。

　この企画のための合宿みたいなものだから、いずれ終わりはやってくる。

　それを思うととても切ないけれど、今だけのこの毎日を大切にしようと心がけた。




【結衣、今日は外でランチしよう】

　部長が送ってきたメッセージに、席を立てるおおよその時間を返せば、その頃に地下駐車場で待ち合わせになった。

　十三時を過ぎて、特に誰にも気に留められることなく席を立ち、エレベーターで降りていく。

　ひとりきりの箱の中は、部長を想うのに最適だ。彼がどんなスーツを着てくるのか、ネクタイはなにを選ぶのか、前までは彼が出社しない限り分からなかったけれど、今は毎朝誰よりも早く見ることができる。

　今日のネクタイはどっちがいいか相談されて、私が選んだものを彼が締めているとは……誰も思わないんだよなぁ。

　仕事をしているのか恋をしているのか、境目が見えない。

　また恋に溺れたら、きっと部長に注意されるだろう。

　でも、恋をしている幸せを感じなくちゃ、一緒に生活している意味がない。

　もし、部長が好きになってくれたら……どんな表情で、眼差しで、声色で……私をかわいがってくれるんだろう。

「お疲れ」

「お疲れさまです」

　彼が回してくれた車に乗り込み、シートベルトを締める。私が座りやすい位置にしたシートはずっとそのままで、仕事と恋の混ざりが気持ちを動かした。

「愛斗さん」

「ん？」

「って、仕事中でも呼んでいいんですね」

「あぁ、そっか。今、仕事中だったな」

　定期駐車のチケットを差して、地上へと車を走らせる彼の横顔を終始見つめる。

「結衣は、意識して俺を名前で呼んでくれてるけど、俺は気をつけないとマズいって今日思った」

　ちらりと一瞬だけ視線を合わせた彼は、ほんの少し困ったように微笑んだ。

「瀬織さん、って呼んでたのに、結衣とかお前って言いそうになる。うっかりじゃ済まないからなぁ」

　私はバレちゃえばいいのにって思う時があっても、彼はそうじゃない。立場もあるし、規則違反を厳重に問われるだろう。

　絶対に越えてはならない一線を守るために、彼は仕事と恋の境目をちゃんと持っているけれど、それが曖昧になるのがふたりきりの時で……。

　私はそんな彼にドキドキしたり、期待したくなったりするんだ。

「もし、俺が間違って呼んでも反応しないで」

「そんなの無理ですよ。名前を呼ばれたら返事をするっていうのは、当たり前じゃないですか」

「そこをなんとか」

「あはは、無理です」

「佳乃あたりから猛烈に当たられても許して」

「勘弁してください。そういうバレ方は望みません」

　会社ではあまり見せない屈託のない笑顔に、ぎゅっと胸の奥が掴まれたように苦しくなった。

　社屋を後にして七分ほどすると、隣駅周辺の街並みに入り、昼食のために出てきたサラリーマンたちの姿が見受けられた。

「結衣」

　返事をしないでと言われた流れで、どちらが正解なのかと迷う。

　視線を運転席の彼に向ければ、まっすぐに見つめてくる視線とぶつかった。

「今だけはバレてもいいって、望んで」

「え？」

　赤信号を待つ間、彼はハンドルに手を置いて身体を傾けてくる。

　言葉の意味がのみ込めないでいるうちに、優しくて温かいキスがひとつ落とされた。まぶたを閉じる間もなく、彼の綺麗なキスの表情に圧倒される。

　この数秒の出来事は、誰のためなの？　私が望んでいることを叶えてくれただけ？

「……どうして、今？」

「バラしたんだよ。俺たちのこと」

「誰にですか!?」

　寒風を切って走る車内に、なんとなく気まずさが漂う。部長の横顔を見つめ、答えを求めた。

「柏原。店舗視察の帰りだったんだろうな。ちょうど歩道を歩いてて目が合った」

　予想もしなかった名前に、動揺を隠せなくなる。よりによって柏原さんにバラしてしまったのがどうしてなのか、部長の考えていることがまるで分からない。

「携帯、鳴ってるよ」

　動揺しながら、届いたメッセージを確認すると、呼吸が止まりそうになった。

【千堂部長とデキてたんだな。俺に身体許さなかったのって、そういうこと？　他に好きな男ができたの、結衣だったんじゃないの？】

　痛烈なメッセージに、指先まで冷えて痛い。

「柏原からだった？」

「そうですよ。部長とデキてたんだなって……彼が他に好きな人を作ったから振られたはずなのに、逆なんじゃないかって……。なんでバラすようなことしたんですか？　一緒に車に乗ってたって、遠方の客先に向かってたとか、なんとでも言えるじゃないですか!!」

　まくし立てたら、涙が滲む。

　柏原さんに知られてしまったから？

　――違う。もう彼を特別に想ってないもの。

　部長の考えていることが、少しも分からないから？

　――分かったら、なにか変わる？

「そんなに知られたくなかったか？　俺とお前の関係をアイツに知られたら不都合なのか？」

　無表情で運転している彼は、とても冷たい人に見えた。キスをしてきた彼とは別人のようだ。

「柏原には、そうだと言ったらいい。誰かにバラして騒ぎ立てるようなこと、アイツはしないよ。そういう男じゃないし、自分だって隠していることが多すぎる」

「部長はそれでいいんですか？」

　大通りを一本入ったところにある、和食ダイニングで車が停められた。

　エンジンを切ると、流れていた音楽が半端に途切れ、外されたシートベルトが彼のスーツと擦れる音がした。

「こんなの、困るよな。瀬織は一生懸命仕事をしてるだけなのにな」

　決して優しくない声色で返された答えは、どことなく他人行儀だ。

「……どうして、名前で呼んでくれないんですか」

　名字で呼ばれた違和感に耐えられなくなった。

　ふたりきりでいる時は、絶対にそんなことはなかったのに。そういうルールを決めたのは、部長だったのに。

「企画が軌道に乗ったら、俺のわがままに振り回されることもなくなるから」

　顔を上げた彼がやんわりと微笑む。今まで見てきた、〝千堂部長の顔〟がそこにあった。

「頼んだよ、瀬織」




　ふたりでいる時は、あまり仕事の話をしなかった。会社にいる時以外は、本当に必要な場合を除いて、私がその話題を持ち出すのを嫌った。

　それなのに、ランチの間はずっと企画の話ばかりが詰め込まれていた。話している彼の顔つきも言葉遣いも丁寧で紳士的で、手が届くはずのない遠い存在と思いつつも、憧れを抱いていた高嶺の花の千堂部長そのものだった。

　帰りの車内は、なにも楽しい話ができそうにない。仕事のためだったはずの関係が公になることはないと思っていたから……いまだに混乱している。

「どうして、柏原さんにバラしたんですか？」

　ランチ帰りの車内で、答えをもらえないまま、はぐらかされている問いかけを蒸し返す。

　しつこいと思われようと、苛々されようと構わない。仕事と恋愛の境目を、部長が守っていてくれないと……もっと好きになってしまう。これ以上離れたくないと、彼の背にしがみついてしまいそうだ。

　そんなことは決して許されない、社内恋愛禁止の上司と部下なのに……。

　会社の地下入口を、車が駆け下りる。エレベーターの近くで部長が車を停め、私はシートベルトを外した。

「絶対に噂にならないっていう保証はないんですよ」

「……分かっていますよ、もちろん」

　にこやかで余裕を感じる彼の表情からは、その心中を察することができない。今まで見てきた部長としての仮面が、私をこれ以上踏み込ませないようにしているようで、私はそれ以上なにも言えずにドアを閉めた。




　ランチから戻ったら、ものすごい勢いで噂が広まっているかもしれないと、びくびくしながらエレベーターに乗り、商品開発部の扉を開けた。

　千堂部長の噂となれば、誰もが食いつくだろう。しかもたいして名も知られていない日陰地味子の私が相手となれば、仕事どころじゃなくなる可能性もある。

　部長は役員に呼び出されたりして、どちらかが処分を受けることだって大いにあるはずで……。

　でも、私の不安は無意味だったようで、社内はいつもとなにも変わらなかった。

　地味子の私がランチから戻ったところで、大半の人が気づかずに仕事に集中しているだけ。隣の席にいる先輩だけは「おかえり」って話しかけてくれたけれど、取り立てて変わったことではない。

「瀬織さん、コピーお願い」

「瀬織さん、この資料ってどこに保管してる？」

「あ、来客のコーヒー淹れて」

　先輩や同僚から次々に業務を任され、企画も進めながら過ごしていたら、あっという間に定時を回っていた。部長も何事もなかったように慌ただしくしていて、私だけが夢を見ていたのかと思うほど、昼間の出来事が浮いていた。

　目が合うたびに、部長の気持ちが知りたくて見つめてしまっていたけれど、彼は予定通りに客先へ出かけてしまった。




　自宅に帰ろうと思ったけれど、今日は違う気がした。

　正直、彼を待つのは気が重いし、なんでこんな気まずさを味わわなければならないのかと、腑に落ちない。だけど部長は意味もなくあんなことをする人じゃないし、私のことを考えた上での行動かもしれないから……ちゃんと今日のうちに話しておきたいって思った。

「ただいま」

「おかえりなさい」

　二十一時半。いつもより少し遅く帰ってきた部長は、客先と会食だったけれど、車で帰ってきたらしくお酒の匂いはしない。

「シャンプー変えた？」

「よく分かりましたね」

　今までなら、企画のために甘い言葉を言われたり、不意にからかわれてキスをされたりしたんだって、心の落としどころを見つけられたのに。

「愛斗さん、私の匂いを覚えてくれたんですね」

「……まあ、これだけ毎晩一緒に寝たり、抱きしめてればな」

　先制パンチを出したはずが、逆に予想を超える甘い返事でノックアウトされかけた。

　部長がジャケットとビジネスバッグを書斎に置く間に、日本茶を淹れてソファで待った。戻ってきた彼はＹシャツとスーツベスト姿のまま隣に座り、お茶をひと口飲むとホッとひと息ついて、リモコンでＢＳの海外ニュースを選局した。

「明日は、ランチ別々になりますから」

「なんで？」

　私の申し出に、彼は疑問を返す。

　――なんで、って。どういう意味ですか。

「企画が大詰めなので、他の業務の進捗を考えたらタイミングが合わないと思うので」

「そっか。残念」

　――残念、って。なんでそう思うんですか。

　部長の気持ちは、いつも見えそうで見えない。あと少しで分かりそうなのに、ひらりと身を翻されて、結局掴めずにいる。

「そんなに、私といたいんですか？」

　だから、調子に乗ってみたくもなる。今の部長は、なんでも言ってくれそうな気がするから。

「当たり前だろ。放っておきたいなんて思わないよ」

　私といたいと思うのが当たり前と言われてしまって、浮かれたい気持ちになった。

　期待していいのかな。部長は、企画のためだけに、私とこんな生活を続けているんじゃないって……。

　でも、大晦日の夜も鎌倉の帰りも、ふたりきりの時間を割く存在のせいで、心は簡単に晴れない。どうして思わせぶりなことを言うのか、部長の気持ちが本当に分からなくなってしまった。

「明日の夕飯はポテサラ作って」

　彼は番組が終わると、経済新聞を読み始めた。

「はい……たくさん作らせていただきます……」

　この生活を始めた頃、手料理を褒めてもらえただけであんなに嬉しかったのになぁ。

　今は、彼が私を見つめるだけで、頬が熱くなる条件反射が少し悔しいと思った。




　家事をすべて済ませて、自室にこもった。雑誌の恋愛特集やネットの情報をかき集め、彼の言動の答えを探す。それくらいしか時間の潰し方が浮かばなかったからだ。

【男が本命にする行動十選】

【好きな女にしか言わない台詞】

【できる上司が選ぶ女の特徴】

　彼と私に当てはまるものはないか、記事を調べ尽くす。

　だけど、年明け早々に見たあの女の人が、たやすく安堵を与えてくれない。部長の特別な人かもしれないし、なりふり構わず欲しいと思う相手がいたと話してくれたこともある。

「結衣、仕事してるのか？」

　ドアをノックされた瞬間に画面を落として、広げていた雑誌のページをめくって隠した。

　こんな調べ物をしてるなんて知られたくない。彼がどんな顔をするか……。

「違いますよ」

「入っていい？」

「どうぞ」

　こうして彼が私の部屋を訪れるのは、初めてだ。

「お邪魔します」

　顔を見せた彼は着替えを済ませていた。素肌に着たネイビーのパイル地の部屋着姿までとてつもなくカッコよくて、どうしようもないくらい見惚れてしまう。

「ごめんな、ゆっくりしてただろ」

「雑誌を読んだりしてただけなので、大丈夫です」

「そっか」

　昨日までの私は、絶対にリビングで過ごしていた。この部屋はクローゼット代わりで、こんなふうに部長を避けて閉じこもることはなかった。

「嫌だったよな。昼間のこと」

　おもむろに話し出した彼は、あまり部屋の奥までは立ち入るつもりはないようで、ドアの前であぐらをかいて座り、チェストの前に座る私の瞳をしっかりと見つめてくる。

「柏原から強引に引き離そうとしたって、なかなかそうもいかないってことは分かってたんだけど」

「そんなことをしなくても、私はもう好きじゃないですよ？」

「そうじゃない」

　彼は一度だけ小さく首を振って、否定した。ゆっくり瞬きをして、私を映すその瞳に、彼の真意を問う。

「結衣がそうじゃなくても、彼は違う。きっと今になって結衣を想うようになってるんだと思う」

「そんなはずないですよ。会いたいとも言われてないし、仕事以外で話すこともないんですから」

「結衣は気づいてないんだろうけど、うちのフロアに来た時、社内ですれ違った時、エレベーターで偶然会った時、柏原はいつもお前だけ見てるんだよ。俺は、それを見てきたから分かってる。同じ男として、そうなんじゃないかって感じるところがある」

　部長の言葉に、驚いて瞬きを繰り返す。私を振った柏原さんが、今になって私を好いているなんてありえるとは思えないからだ。

「だから、見せつけたかったんだ。もう、結衣は戻らないって分からせたかった」

　昼間の出来事を振り返っては、気まずそうにする部長が、額を大きな手で支えてうなだれた。

「あんなことしたって、どうしようもないって承知の上だ」

　そう言い残すと彼は立ち上がり、部屋を出ていってしまった。

　調べたばかりの情報にも、私の恋愛経験にも、どこにも彼の考えていることや気持ちのありようは載っていない。だけど、こうして部屋に閉じこもっていても、なにも変わらないことだけは確か。せっかく、部長とふたりきりで堂々と話せる環境にいるんだし、今日ここに帰ってきたのは話すためだ。

　意を決して部屋を出て、リビングに戻った彼を追う。

「愛斗さん」

　リビングに入るなり話しかけたものの、彼はキッチンでワイングラスを出しながら携帯で誰かと話していて、私はすぐに口を噤んだ。

　夜遅くに仕事の連絡だろうか。だけど、今までそんなことはなかったと思い返せば、あの女の人と話しているんじゃないかと思えた。

「……今、電話で話すことじゃない。近々時間を作るから」

　少しの間、相手の話を聞いていた彼が、そう前置きして電話を切った。

「どうした？」

　ほらね。そうやってなにもなかったことにするでしょ？

　不安で押しつぶされそうな私の表情を気にかけるような優しい声色も微笑みも、こういう時はずるく感じてしまう。

　私が妬いてるなんて、微塵も思いもしないんだ。電話の相手があの女の人だとしたら、もう会わないでって言いたくなるほど好きなのに。

「少し、お話ししてもいいですか？」

「もちろん」

　彼はハーフサイズのワインを開けた。それはとても珍しいことで、彼が自宅でワインを飲むのはあまり見たことがない。いつもは缶ビールやブランデー、ウイスキーを好んでいたはずだ。

「飲みたい気分なんですか？」

「今夜は飲まないとやっていられない気分なんだよ」

「じゃあ、私もお付き合いします」

「いいよ。結衣はそんなに強くないんだし」

「明日休みですから」

　飲まないとやっていられないのは、私のほうだと思う。

　好きでたまらないのに。私の気持ちはもう部長だけなのに。

　抱きしめられたり、キスされたり、本当の恋人同士のような生活をして、甘い思い出ばかりが増やされて……。

　この生活が終わった時を想像するだけで悲しくなる。きっと毎日暗い顔をして、今以上の日陰を選び、地味子を貫く日々に戻るんだ。

　乾杯して、真紅のワインに口をつける。呼吸が芳ほう醇じゅんな香りに変わって、開けたままだったカーテンの向こうに広がる夜景を見つめた。

「ここからの景色、私、すごく好きです」

「俺も気に入ってる」

「愛斗さんがこんな素敵な部屋で生活をしているなんて思わなかったから、最初は戸惑いましたけど」

「疲れて帰ったら、癒しが欲しくなるんだよ。ペットは世話できないから、せめて景色くらいは」

　恋愛はかなり難航しているけれど、部長が一緒にいてくれる間に企画を軌道に乗せられたら……もう、恋に振り回されることもない。

　私は、会社と自宅を往復するだけの味気ない日々に戻るだけ。彼だって、部長命令を下す前の関係に戻るだけと思っているだろう。

　一緒に過ごす時間がなくなれば、必然的に余計な期待も持たずに済む。不意にキスをされたり、毎夜ベッドを共にすることも、抱きしめられることもなくなる。

　――だけど、それでいい。そのほうが、きっと楽に過ごせる。

　新しい恋をする気になれるかは分からないけど、いつかきっと……。

「今月中に、自分の家に戻りますね」

「…………」

　部長はなにも言ってくれない。

　私も、彼がどんな顔をしているのか見られなくて、グラスのワインを揺らし、現れる模様だけを見つめた。

「企画のためですからね。軌道に乗ってさえくれればそれでいいっておっしゃってましたし」

「そうだな」

　あっさりとした返事に、下唇を噛んで涙を堪える。

　泣くようなことじゃない。失恋をしたわけでもなく、ただ私が勝手に好きになっただけなんだから。

　この部屋に、思い出がありすぎるからいけないんだもの。自分で期限を決めないと、ずっとずっと好きでいてしまう。

　完全片想いは報われないにもほどがあるって前にも思ったことがあったけど、現実になると本当につらいものだ。それなのに、長々とひとつ屋根の下で生活を共にしていたら、彼のいろんな一面をもっと知って、戻れなくなるほど深く深く溺れていくんだろう。

「部長は、本当に素敵ですよね。こうやって一緒に生活させてもらう前から思ってましたけど」

「そうか？」

「さすが商品開発部と営業本部を兼務するだけあるなぁって思うんです。みんなを引っ張ってくれるし、悩みごとがあればちゃんと聞いてくれて、説得力もある。それに部下を守ってくれるじゃないですか。褒めてくれるし慰めてもくれる。そんな上司、いるようでいないんですよ。だから、うちの部に異動したいって社員が後を絶たないんです」

　よくもまぁ、ベラベラと。これじゃあ部長が好きだって言ってるみたいじゃない。

　だけど、もういい。素直になってもなれなくても、最初からこの片想いは叶わないと決まっていたんだから。

「瀬織が人一倍頑張り屋だってこと、みんな分かってるよ。目立たない仕事もいつ役に立つのか分からない裏方も、嫌な顔しないでやるだろう？　そういう部下を持てることは、上司にとってありがたいんだ。任されたことをやり抜くっていう当たり前のことを、真正面から受け止めて立ち向かって……瀬織がいて本当に助かってる」

　鎌倉の帰り、彼が私に救われていると言っていたのは、仕事上の話だったのだろう。彼を尊敬するのは当然のことで、彼が私をかわいがってくれるのも不思議なことじゃない。

　私が彼を、名前ではなく役職で呼んだのは、ここを出ていくまでに少しずつでも離れるためだ。彼が私を、名前ではなく名字で呼んだのは、仕事のために続けていた生活が終わることを受け入れてくれたからだと思う。やっと、私が巣立つような……そんな温かい気持ちで見届けてくれているんじゃないかと思うんだ。

　叶わぬ片想いを諦めるためには、時間を共有している中で、ちょっとした隔たりを作っていかなきゃいけない。

「……それと」

　間を置いて話し始めた彼に、私はゆっくり目を向ける。

　ソファに並んで座るこの距離は、いつまでたっても慣れそうにない。目の前に部長がいるだけで、私はいつだってドキドキするようになったから。

「俺が知った結衣は、すごく手のかかる女だった」

　女とくくられて、彼を上司として映していた瞳が意識する。

　せっかく名字で呼んでくれたはずが、再び名前を呼び捨てられて切なくなった。

「社内でも評判の軽い男に引っかかって、隠してるつもりだったんだろうけど浮かれてるのがバレバレで」

　そうだったのかと、今さら恥ずかしくなる。柏原さんが他の子と休憩室にいて泣いてしまったあの日よりもずっとずっと前……突然、部長にいいことがあったかと聞かれた朝を思い出した。

「いつも控えめで、もっと華やかに主張してもいいのに……だけど、仕事をしに来てるっていう姿勢が印象的だったから、初めてお前の素顔を知った時は、さらにマズいなって思った」

　部長が、今日までのことを思い出すように懐かしんで話す。

　私だって、部長命令のこの生活を始めた初日はとんでもなく緊張していたけれど、一緒に生活するなら隠しきれないだろうと、部長の前では地味子の仮面を外してやってきたのだ。

「マズいってどういう印象なんですか？　初めて言われましたよ」

　日頃、化粧っ気もなく、存在感の薄い自分でいたから、その違いに引かれたのかもしれない。見込みのない恋は、ネガティブになってばかりだ。

　この想いに気づいていない彼は、私の問いかけに答えることなく笑ってごまかす。目尻が下がって柔らかくなるその表情に、また切なくなってしまうのに。

　ワインボトルが空になり、グラスと一緒にキッチンへと彼が持っていった。

「久しぶりに飲んだなぁ」

「酔ってますか？」

「まだ全然飲めるけど、飲み足りない？」

　もう飲めないと首を横に振ると、視界が少しだけ揺らぐ。

「結衣は強くなさそうだしな」

　頼りがいのある背中を見上げて、片付けを手伝おうと手を出すも制されてしまった。

「お付き合いできなくてすみません」

「それくらいがいいよ、女の子は」

　グラスを洗い終えた彼は、私の頭をあやすように手のひらを二回置いて、洗面室へと向かった。私も後を追い、色違いの歯ブラシを手にして、並んで歯を磨く。

　鏡に映っているふたりは上司と部下。キスとハグとデートは済ませてしまったけれど、それ以上はない。

「結衣、ちょっとこっち来て」

　ベッドに入ってすぐ、彼は私を引き寄せた。

「……あと少しで、こういう夜もなくなるんだもんな」

　彼の胸元に顔を埋め、声には出せない想いが伝わればいいと、私も彼の身体に腕を回した。

　大好きな匂いがする。ドキドキして、こみ上げる想いが今にも言葉になってしまいそうだ。

　――本当は離れたくないって、叫びたくなる。

「時々は、遊びに来たらいいよ。休みの日、買い物があったら付き合ってやるし」

「……連れ回しますよ？」

　ははっと笑って、彼は私の背中をそっと撫でる。

「いいよ、楽しいから。……お前といるとすごく楽しい」

　お互いにどんな顔をして話しているのかなんて、分からないまま。だけど、彼の胸元に耳を寄せた私には、大きく弾けるように鳴る彼の鼓動が聞こえてくる。

「愛斗さん」

「ん？」

「どうして、私を柏原さんから引き離そうとしたんですか？」

「……気に食わないからだろうな。かわいい部下が悲しそうに泣いてるのを放っておけないだろ」

「本当に部長は優しすぎますよ」

「そうか？」

　私は小さく頷いてから、「おやすみなさい」と告げてまぶたを閉じた。

〝部下〟と言われたら、また距離ができた。

　なのに、今、私は彼の腕の中だ。温もりも香りも彼と混ざって、ふたりきりの秘密の時間にいる。

　今夜はきっと、切なくてたまらない夢を見るのだろう。




「この生活をしたのは、企画のためって言ったけど」

　眠りについてしばらくしてから、彼の呟く声でふと目を覚ました。

　私は、相槌を打たずに目を閉じたまま。腕の中で聞く声を覚えていたいから。それに、返事をすれば、きっと彼はまた言おうとしていることを飲み込んでしまうだろう。

「……本当は、俺のためだったのかもしれない」

　彼の身体が、そっと離れていく。視線を感じたら、まぶたを開けられなくなった。

「こんな毎日になるなんて思ってなかったから、手放すのが嫌になる」

　眠ったふりをして、ゆっくり呼吸をするたびに、彼の匂いで私が染められていく。

　幸せな時間は、私だって終わらせたくない。だけど、手放すのが嫌になるほど彼のためにもなったなら、それでよかったと区切りをつけよう。

　この片想いに明るい結末が用意されていないなら、強引にでも。

「……毎晩、かわいい寝顔を無防備に見せやがって。俺の気持ちなんて全然気にしてないだろ？」

　返事をするか迷った刹せつ那なのうちに、彼は私の髪を撫で、そっと抱きしめてきた。

　囁く声と、遠慮がちに私の頬に触れた彼の手が愛しい。心地よさに身を委ね、穏やかにこのまま夢に堕ちていきたい。

「……俺、恋人代わりは上手くやれてたか？」

　額に触れた柔らかさは、彼の唇。次いで、彼が口づけてきて、思わずまぶたを開けてしまった。

　うっとりするほどの優しいキスを、常夜灯の明かりを背負った部長はそっと落としていて……私はまた目を閉じた。

　――恋人代わりなんかじゃ収まらない私の想いに、彼は気づいているのだろうか。

　いつまででも、こうしていたい。もし、これが夢だとしても。










別離は完全片想いの始まり




　二月に入り、雪が街を染める日は、千堂部長の温もりがどうしても愛しくなる。

　彼に会えるのは、会社だけ。間違っても名前で呼び合うことはないし、お互いにメッセージを送ることもなくなった。

　――すべて、まっさらになってしまった。

　毎日眠る前に今までのやり取りを読み返しては、彼がくれたキスやベッドの中の温もり、抱きしめてくれた時の腕の力を思い出して、ひとり切なくなるばかり。

　自分から離れるって決めたのに、この想いだけはまだ彼の家にあるようだ。

「千堂部長、会議室の変更依頼が来ていたので対応しました。午後の来客はこちらでお願いします」

「ありがとう」

　リムレスの眼鏡をかけ、今日も多忙でフル稼働なのに、彼は少しも乱れがない。

　冗談でもいいから、もう一度キスをしたいと願うのは、私だけなんだろう。

　そもそも、部長にとって私は部下でしかなかったのだから。

　企画が進めば、他部署との連携がどんどん密になる。いろいろあったけど、柏原さんもきちんと協力してくれていて、どの店舗なら上手く展開できそうか一緒に考え、意見交換を続けている。

「それだったら、俺はＢ案のほうがいいと思うけどね」

「私もそう思うんですけど、お客さまの意見を考えると、どうなのかって悩むんです」

「千堂部長は、たぶんＡ案推しだろうな」

「ですね。確実に売れるでしょうし」

「でもそれじゃ、目新しさに欠けそうだしなぁ。うちのブランドっていう箔はくがつくだけじゃ、満足度は低めっていう結果になりそう」

　こうして柏原さんとふたりでミーティングルームにいても、変に緊張しなくなった。見る目のない私に、部長がしっかりと免めん疫えきをつけてくれたからかもしれない。

「あれから千堂部長と上手くいってるの？」

「えっ!?」

「いや、だってほらあの時」

　ほんの数週間前の出来事が、随分と昔のようだ。

　ランチに出た日、部長は柏原さんをけん制してキスをしてきた。私と柏原さんを思い出ごと引き離すために。ただ、部下の私が悪い恋に溺れていた過去を知っていたから。

「別に、よくないですか？　そういうの気にしないで」

「よくないよ」

「どうしてですか？」

「……千堂部長の女になったって知ったら、黙っていられない」

　彼は私を振ったのに、今になって手を伸ばしてくる。

「私、もう柏原さんのこと好きじゃないですよ。いい先輩としか思っていません。それに、私が好きになるのは、いい思い出を作ってくれる人ですから」

　――部長みたいに。

　始まり方はどうであれ、ちゃんと私を見てくれた優しい人じゃなきゃ、好きになりたくない。




　予定になかった部内ミーティングが入ったのは、お昼前のこと。外出予定と重なる者以外は全員出席するようにと、千堂部長から全員にメールが届いた。

　一番広いミーティングルームに商品開発部と営業本部の人間が顔を揃えると、用意した椅子が足りず、私は隣の部屋から椅子を持ち込んで、最後方の列に混ざった。

「突然のことであまり時間を取るのも悪いから、始めましょう」

　営業本部長補佐の男性社員が進行役らしく、その隣に座る千堂部長は神妙な面持ちで開始を促した。

「来期の頭、四月一日付で千堂部長の異動が決定しましたので報告します。今日の夕方には通達が出るので、それまでは口外を控えてください」

　異動……千堂部長が!?

　想像もしていなかったことが、どうして今このタイミングなのかと考えを巡らせる。

　私との関係が会社にバレてしまったのではないかと思ったりもしたけれど、それはなさそうだ。だとしたら、私が動くべきだろう。

　部長が席から立って、全員の顔を見渡す。凛々しくて、力のある視線が一瞬交わされて、私の胸は痛いほどに苦しくなる。

「来期から、経営企画室の室長を任せていただくことになりました。営業本部は隣にいる彼に託し、商品開発部は関連企業から経験のある方が来る予定です。詳しくは決定次第お知らせしますが、残りの時間で引き継ぎを完全に行いますので、ご協力をお願いします」

　千堂部長は話し終えると一礼して着席した。

　社の行く末を明るいほうへと舵を取る部署のトップに立つなんて、将来有望なコースだ。

　だけど、部長との毎日がなくなる。同じ会社にいたって、経営企画室は社屋の上層階にあって会うこともままならない。用もなく立ち入るようなフロアではないし、行ったところで役職者や経営陣が行き来していて、間違いなく浮くだろう。

「進行中の企画や問題のある件は、今以上に積極的に共有してください。特に企画は千堂部長の最後の案件ですから、よりいいものになるようにしましょう」

　次期営業本部長に指名された補佐がミーティングをまとめ、終会した。




　仕事に打ち込むのは、部長と特別な毎日を過ごす前となんら変わらない。彼だって、もとの生活を取り戻したかったから、私が部屋を出ていくことに反対しなかったんだと思う。

　だけど、いくら企画が順調でも、会えなくなる日が近づくと思うと、とても悲しくなる。昨日までとよく似たこれからの日々になにも期待しないようにしないと、諦め方の分からない片想いを延々続けてしまいそうだ。

「みなさん、ちょっとだけ手を止めてください」

　部内の全員が、一斉に千堂部長に顔を向けた。

「後任の方を紹介します。今日から引き継ぎで毎日いらっしゃるようになりますので、みなさんも協力をお願いします」

　部長の隣に立つ人に強い既き視し感かんを覚え、まばたきの間に思い出した光景に目が眩んだ。

「みなさま、いつも大変お疲れさまです。来期より商品開発部の部長を務めさせていただくことになりました、榎えの本もと沙さ良らと申します。千堂部長からの引き継ぎを進め、一日も早く業務に邁まい進しんできるよう努めますので、どうぞよろしくお願いします」

　お辞儀とともに流れ落ちる綺麗な漆しっ黒こくのストレートヘア。澄んだ声は聡明そうで、綺麗で落ち着きもあって……。

　部長の隣には、こんな女性がよく似合うってことは知ってた。大晦日の夜に見てしまったふたりが思い出されて、私はまた地味子の眼鏡と髪で顔を隠した。

　私の片想いもここまでなのかと思うと、今にも涙が出そうだ。

「榎本ってさ、もしかして社長の親類かな」

　部長と沙良さんがフロアを出てすぐに、部内に噂が飛び交う。

「だとしても、千堂部長にあんなに似合う人、初めて見たよね」

「……悔しいけど」

　佳乃さんも、沙良さんの存在感には太刀打ちする気も起きないらしい。あんなに毎日千堂部長と騒いでいた人が、肩を落として不戦敗を受け入れるなんて……。

「企画打ち合わせ、今週から榎本さんも入るって」

　隣に座る先輩に言われ、つらい毎日の幕開けを知った。

　部長は、私の気持ちに本当に気づいてないんですか？　必死で諦めようとしている私なんて、お構いなしなんですか？

　ふたりが並ぶ姿や、お似合いと囃はやし立てる周りの声が、甘い同棲生活はすべて仕事のためだったんだと現実を突きつけてきた。




　世の中は、今日も愛を謳う。クリスマスイブに届けられなかった想いを、今日こそはと一斉に。

　会議で離席している合間にも、千堂部長のデスクにはバレンタインチョコが積まれていく。すでに足元にはいっぱいになった箱がふたつもある。

「千堂部長、今年も本命ですから」

　佳乃さんは告白めいたことを言うけれど、恋をしている自分が好きなのかもしれないと思った。そうじゃなきゃ、こんなに堂々と部内で渡せないはず。

　定時が近づいて、女子たちは慌ただしく義理チョコを配る。時計の針が進めば、家族や恋人のもとへと帰宅する社員の姿が多くなった。

　私の恋は、いつまでたっても片想いから成長しない。〝地味ポジ〟を選んでなかったら、なにか変わっていたのだろうかと思うけれど、社内規則を破ってまで、部長は私なんかを選ばなかっただろう。

　日を追うごとに現実が濃くなって、思い出が色褪せてしまいそうだ。

　――まだ、私は大好きなのに。

　上司と部下の関係に戻ろう。そう何度も思っては諦めきれずにいたけれど……今夜告白して振られたら、今度こそ終わり。それでいいと、無理やり決心していた。

「……頑張ってくれるのはいいけど、そろそろ帰って」

　会議から戻ってきた部長がフロアに入るなり、残っていた私に声をかけてきた。

　彼が自席へ向かって歩く姿を見つめる。こうして過ごすのもあと少しだと思ったら、些さ細さいなことが思い出になってしまうと知った。

「私が最後でもいいので、部長はお気遣いなくお帰りになってください」

「予定あるだろ？　瀬織さんだけ頑張っても、明日のことは明日でいい時もあるんだから」

　営業本部や経営企画室も行き来する部長は、連日遅くまで残っている様子だった。当然そんなことは承知で、こうして会える機会を逃さないように、残って仕事を進めているのだ。

　そんな私の気など知らずに、外したカフスをデスクに置き、ゆっくりと部長が近づいてくる。

　彼の部屋を出てから、彼の匂いや覚えていたはずの温もりが日に日に薄れていくのが悲しかった。ふとしたことで思い出の一片が浮かぶようになってしまった。

　自宅のベランダで夜空を見上げた時は、部長が隣にいたらまたパーカのフードをかぶせられるのかなって、想像しては思い出に浸るのが唯一の幸せで……。

「部長こそ、予定があるんじゃないですか？」

「あるよ。だから早く帰ってって言ってるんだ」

　――バレンタインの夜に予定があると言われたら、おおよその察しがつく。

　部長はもう、私と一緒にいた時間にいないんだと知った。思い出に浸って、失恋から抜け出せずにいるのは私の勝手なのだから当然だけど……。

　作業途中の資料を上書き保存して、ＰＣをシャットダウンする。デスクに貼っていた付箋を整理して、タンブラーと資料を入れたクリアファイルを持って、席を立った。決意のチョコレートは、出番を失ってバッグの中で息を潜め続けている。

　スラックスのポケットに両手を入れた彼は、なにも言わずに私の帰り支度を真後ろで見守っていた。

「お先に失礼します」

　視線を交わしたら動けなくなった。彼は触れることも言葉を発することもなく、私をたやすく引き止める。

　希望もない片想いに区切りをつけたのは私だったのに、いまだに彼と過ごした毎日が愛しい。一緒に帰ろうって言ってくれたら、また勝手な部長命令を下してくれたら……と願ってばかりだ。

「部長も、気をつけてお帰りくださいね」

「…………」

　微笑んでもくれない。極めて冷静な目で、凛々しく立ち続けているだけ。

　止まっていた空気が動いて振り向くと、フロアの扉を開けたばかりの沙良さんがいた。

「千堂さんと瀬織さん。遅くまでお疲れさまです」

　私と部長がふたりでいても、動揺の片鱗すら浮かばないこの人を心底うらやましく思った。部長の隣に立つ自信が目に見えるようで、少し前まで私も許されていたその場所が、今はとても遠く感じる。

「榎本さん、さっき営業からもらった資料を渡しておきたかったんですよ。今いいですか？」

　私の横を抜けて、沙良さんのもとへ向かうその背中に、涙が滲みそうになる。

　十九時四十五分を過ぎた、人影の少ないオフィス。部長は今夜、沙良さんと過ごす予定なんだろう。

「……それでは、お先に失礼します」

　ふたりに挨拶をして、小走りでフロアを出たら、涙がこぼれると思っていた。

　それなのに、エレベーターに乗り込んだ私はどういうわけか口角を上げて笑顔を作っていた。誰もいないのに、こうしていなくちゃ耐えられないから――。

「待って！」

　閉じかけたドアの隙間に指を挿し入れて、強引に柏原さんが乗り込んできた。

「どうしているんですか？」

「千堂部長を探してただけ。そしたら榎本さんたちの声がして、結衣が出てきたから」

「だからって、こんなことしないでください」

　ドアが閉じ、エレベーターが下降していく。ひとりになりたかったのに、これじゃ泣けもしないじゃない。

　操作盤の前で、柏原さんに背を向ける。遠慮なく近づいた彼は、私の肩に手を置いて強引に振り向かせた。

「やめて……くださいっ。やめてよっ!!」

　突然抱きしめてきた彼を振りほどこうとしても、力じゃ敵わなくて腕の中に閉じ込められてしまった。

「俺、最低だと思う。こんなふうにしか恋ができないなんてさ。でも、本当に手に入れたい恋は、やっぱり簡単に手放せないんだよ。だからチャンスがあったら狙う」

　地上階に着くと抱きしめていた腕が緩んだ。そのまま私は手を引かれ、エレベーターから降ろされた。

　すぐに上昇していく箱を見送ることさえ許さず、柏原さんがしっかりと力強く抱きしめてくる。

「勝手を言ってるのも、最低な男だって思われるようなことをしたのも分かってる。でも、こうでもしなきゃ結衣は戻ろうとも思わないだろ？」

　長身に纏うアーガイル柄のニットの触りが柔らかい。

　偽物の恋を信じろなんて言われても、二度と同じ失恋は繰り返すつもりもない。でも今は……優しくされたら、泣きたくなる。

「俺くらいだと思うよ。結衣が泣きたい時もムカついてる時も、全部さらけ出せんの。最低な男だけど、緊張しないでいられるだろ？」

　背中をそっとあやされて、じわりと涙腺が緩んだ。

　柏原さんに流されたいなんて微塵も思わない。だけど、誰かの胸を借りたい時は私にもある。

　誰でもいいわけじゃない。本当は部長じゃなきゃ嫌なのに――。

「私、千堂部長にチョコ、渡すって決めてて……」

　だから、もう柏原さんには戻ることはないんです。いくら優しくされても抱きしめられても、私は千堂部長じゃないと好きになれない。

　なにも言わずに抱きしめてくるだけの彼は、「分かってる」とだけ言って離してくれない。

　柏原さんの肩越しに、カウントダウンされるエレベーターの階数表示が見える。ほどなくしてその表示が消え、開いたドアから姿を見せたのは、沙良さんと部長だった。

　焦って柏原さんから離れ、目礼して彼らを見つめる。

　見られてしまった。こんな望まない出来事……誰にも知られたくなかったのに。

　部長は驚くでもなく、怒っている様子もない。ただ、私を見つめる瞳が冷たく突き刺さる。沙良さんもなにも言わずに彼の隣を歩き、ふたりは正面の入り口から出ていってしまった。




　翌週、始業時間になる前に人事部に呼び出された。

　どうしてなのかなんて考えなくても、金曜の夜のことだろうと察しがつく。

　湿っぽい空気をより纏った日陰の私が人事部を訪れると、至って事務的に対応され、打ち合わせ室へ案内された。

「失礼いたします」

　ノックしてドアを開くと、人事部の男性社員と柏原さんがすでに着席していた。

「突然お時間をいただいてしまってすみません。お忙しいと思いますから、なるべく早く済ませますので、ご協力ください」

　私は柏原さんの隣を避け、一席空けて椅子を引いて座り、人事社員と向き合った。

「匿名の報告が入ったのでお呼びしました。おふたりとも、社内規則はご存じですね？」

「はい」と答えると、その社員はにこやかに微笑んだ。

「柏原さんと瀬織さんがお付き合いされていると聞きました。事実であれば、それなりの処分が必要となります」

「処分、ですか……」

「ええ。これはどの社員でも同じですし、過去にも似たような事例はありますから、こちらも今回だけ見逃すということはできないもので……。それで、事実をお聞かせくださいませんか？」

　事実……。付き合っていた、という過去は問われるのかと迷ってしまう。私が認めれば、彼も同様に処分を受けなくてはならないのだ。

「ちなみに処分って、どんな……」

「それは分かりません。お伺いした内容を持ち帰ってから、判断されることですので」

　認めるべきか、終わったことはなかったものと消してしまうか。迷いの中、視線を手元に漂わせて心に問う。

「先に私から話してもよろしいでしょうか？」

　最善策を見出そうとしている私を横目に、柏原さんが話し出した。

「瀬織さんとは、企画の件でご一緒しているだけです。確かに金曜の夜に誤解されるような状況はありました。でも、それは単にそう勘違いされただけのことで、本当に仕事の話をしていたまでですから」

　彼の話を聞いて、数秒の間を置いてから、人事社員が私に視点を変えた。

「瀬織さんは、どうでしょうか」

「私は……柏原さんがおっしゃった通りです。金曜日は残業をしていて、帰ろうとしたところで柏原さんと会ったので、企画の件でお話していたんです。疑われてしまうようなこともあったかもしれませんが……特に私的な関係はございませんので」

　彼に合わせて、嘘をついた。だけど、これでよかったのかなんて分からなくて、なにも言えなくなる。

「抱き合っていた、と聞いていますが」

「ええ。後輩である瀬織さんが落ち込んでいて、今にも泣きそうだったので、なにもせずにいられなかっただけです。それが間違っているのでしたら、今後は改めます」

「では、伺った通りに報告させていただきます。お時間をありがとうございました」

　淡々と答えてくれた彼と、合わせただけの私。ちぐはぐな現実を潜め、ふたり並んで部屋を出た。

「ごめんなさい」

「なんで結衣が謝るの？」

「だって、なかったことにした」

「俺がそう仕向けたんだけど」

　非常階段を一緒に下りながら、それぞれのフロアへと向かう。その間も、私たちが一緒にいるところを誰かに見られたら、また呼び出されてしまうのかもしれないと人目が気になる。

「……嘘、バレたらどうします？」

「バレるとしたら、結衣が千堂部長じゃなくて俺を選んでからだよ」

　私の行く手を阻むように、柏原さんが先に階段を下りきって振り向いた。

「チョコ、渡せた？」

「直接渡せなかったので、金曜は持って帰ったんです。でも、やっぱりどうしても渡したくて……」

「連絡したらよかったんじゃないの？　あの人なら優しいから、呼び出したら来てくれそうなものだけど」

　柏原さんの意見に首を振り、私はその後の自分の行動を思い出して言葉を続ける。

「土曜、部長が出勤予定だって知っていたので、地下駐車場の車のサイドミラーに袋ごと引っかけておきました。だから、たぶん……きっと」

「そっか、とりあえず渡せたならよかったな」

「はい」と答えると、彼は付き合っていた頃のような人懐こい微笑みを見せた。

「結衣には、散々ひどいことばっかしたと思う。謝って消せるもんじゃない。でも、好きな女が他の男のせいで泣いてるのが、こんなに悔しいなんて思わなかった。……俺、覚悟してるから。結衣が戻ってくれたら、もう目移りなんかしない」

　私を見上げる彼の表情は、いつになく余裕があるように見えた。

「本当は、付き合ってないんでしょ？　千堂部長と」

「えっ!?」

「見てれば分かるよ。普通の恋人同士の距離感じゃないことくらい」

　部長とフェイクでも付き合ってると思わせていたのに、彼にはいつからバレていたのか……。

「だから、俺にもまだチャンスがあるんでしょ？」

　三段下にいる彼は、少女漫画に出てくる王子さまのようにひざまずいて、手を差し伸べてきた。

「結衣を幸せにしたい。今度こそ、本気で」

　柏原さんの真剣な眼差しが突き刺さる。

　その姿にまったく心が動かないこともないけれど、でも……やっぱり私は。

「なんて言っても、答えはもらえないって分かってんだけど」

　ゆっくり立ち上がった彼は飄ひょう々ひょうとした様子に戻り、「お先に」と階下へ行ってしまった。私になにも言わせず、ただ想いをぶつけてきた彼に、呆然とするばかりだ。

　少なからず金曜の夜と今日は、彼に救われた。だけど、柏原さんに気持ちが戻ることは絶対にない。

　金曜の夜、彼に抱きしめられていたのを見て、部長はどう思っただろう。もう好きじゃないと言ったのに、やっぱり気持ちは変わっていなかったのかと、勘違いされても仕方ないだろう。

　部長があんなに冷めた視線を向けてきたのは、私と同居までして失恋から立ち直らせようとした時間がすべて無駄だったと思ったからかもしれない。企画のためとはいえ、確実に私を元気づけてくれたのは彼だったのに。

　人事に報告したのは沙良さんだろう。部長はそんなことをする人じゃない。




「瀬織さん、過去の経営会議の資料ってどのフォルダに入ってる？」

「商品開発部の共有フォルダの中に、会議資料っていうのがあるんですけど」

「ちょっと来てくれるかしら」

　沙良さんは引き継ぎ業務に積極的に取り組んでいる。有能な人だとしても、環境が変わってやり方が違うから、少し苦労しているのは見ていて分かる。

　彼女の席で、代わりにマウスを操作してフォルダを開けた。

「これです。この中に大抵の書類は入ってます」

「ありがとう」

「なにかあればいつでもお声かけください」

「助かるわ。千堂さんが言っていた通りね、あなたは」

　沙良さんの微笑みは、花が咲いたように美しい。千堂部長の隣にふさわしいのは、私ではなく彼女なのだと納得してしまう。

　ほのかなフローラル調の香りが可憐で、耳元にはダイヤの洒落たピアスが揺れている。地味を選んだ私にはとても輝いて見えた。

「あっ、それから」

　自席に戻ろうとする私を、彼女が呼び止めた。視線を戻せば、他にも聞きたいことがあったと思い出したような表情を浮かべていた。

「これ、どういうことなのかなぁって」

　ちょっと分かりにくいと言いながら、表示させた資料を指差して首をかしげている。

　綺麗にネイルが施された指先が示しているのは、〝商品開発部　部長〟と肩書をつけた千堂部長の名前。そして、同じ書類にあった柏原さんの名前にも指を滑らせていく。

「あなた、いいと思っているの？　目立たないふりをして、両方に手を出すなんて許されるとお思い？」

　画面を覗き込んだまま動けなくなった私の耳元で、冷静な囁きで問いただす沙良さんに生唾を飲んだ。

「こっちは別にいいわ。なんの興味もないし、あなたの好きにしなさい。でも、千堂だけは渡さない。瀬織さん、規則は守るためにあるのよ？」




　帰宅して、文字通りぐったりとした身体をベッドに投げた。

　どうして私と部長の関係を知っているんだろう。彼が口外するとは思えないし、柏原さん以外に知られているはずもない。正月に鎌倉で会った同僚は、私に気づいてもいなかった。

　社内恋愛をしてはいけないことは、重々理解している。だけど、好きになったらどうしようもない。

　きっと沙良さんも私と同じ気持ちなんだと分かるのは、同じ人に恋をしているから。好きな人が幸せでいてくれたらいいなんて綺麗ごとが言えないくらい、部長に惹かれているんだと思うし、私だって負けないくらい彼が大好きだ。

　部長を思い出して、夢で会いたいと願ってまぶたを下ろすのは、決まって二十三時頃。彼の部屋で過ごしていた時は、眠るのが惜しくてもう少し遅い日もあった。

　彼が起きていたら、どんなことでもいいから話していたかったし、先に寝ついてしまった彼の寝顔も見ていたかった。

【会いたいです。もっと一緒にいたい】

　携帯で部長とやり取りした履歴を読み返し、涙を滲ませながら伝えるつもりのない想いを文字に託した。

　会いたいと願うほど遠く離れていないのに、違う夜を過ごせば過ごすほど愛しくなる。

　今、彼はなにをしていて、誰を思ってこの時間を過ごしているんだろう。

　そこに、もし、私を少しでも思ってくれていたら……嬉しいな。

　そんなことを知ったら、また期待して片想いを続けてしまうだろう。




　目覚まし時計が鳴って、けたたましさに眉間が険しくなる。続いて鳴り出した携帯のアラームも止めると、眠る前に開いたままだった画面が表示された。

【会いたいです。もっと一緒にいたい】

　そう打ち込んだままだったはずなのに、いつの間にか送信され、部長が読んだ証まである。

　ぼんやりしていた頭が瞬時に動いて、失態に深く息を吐いた。

　会いたいとか、一緒にいたいとか、そんなことを部下に言われても困るはず。それも、もうじき直属の部下ではなくなる私に言われたら、後味が悪いだろうな。

【おはようございます。昨夜、間違ってメッセージを送ってしまいました。すみませんでした】

　取り消せないなら、取り繕うことしかできなかった。

　少しも間違いなんかじゃない、私の本心を。










秘密の恋は永遠の始まり




　来期のスタートに合わせて、企画が本格的に走り出す。

　外注していた商品のサンプルができあがり、部内の片隅に並んだ。これならいいとか、ここは直してみようとか意見を交わして、残り少ない日数で最終調整を急いだ。

　あれから、部長の返事はない。おそらく私の気持ちには気づいていて、受け入れることも断ることもできずに困らせてしまっているのだろう。

　だったら、なおさら仕事に専念しなくては。送ってしまったメッセージを部長がどう受け取ったか気になって、企画がダメになったとも思われたくない。ちゃんと前に進んでるって、見せておかないと……期待ばかりするから。

「瀬織さん、直し入れたらどれくらいでサンプル来るって？」

「営業日一週間だそうです」

　先輩たちと話し合う間、部内に千堂部長がいても、少しも目が合わなくなった。引き継ぎをしている沙良さんには、にこやかに話しかけるのに……。

　ただでさえ多忙なのだから、用がなければ話すことがないのは当然だ。だけど、彼にとってこの部で最後の企画が大詰めだというのに、なんだか不自然に避けられているような気がしてならなかった。

　私も、意識してなるべく見ないようにした。

　実らない片想いを終わらせたかったんだから、どんな形でもよしとすれば楽に前へ進めるかもしれない。

　そんなことを思う間は、部長との時間から抜け出せないんだと思う。




　午後、ランチから戻ると社内便が届いていて、デスクが占拠されていた。仕分けが面倒だから誰もやりたがらない作業だけど、私は特別そう思ったことはない。

「先輩、待っていらっしゃった案件、届きましたよ」

「おお、やっとかよ。ありがとう」

　それと、これは……。

　経営企画室宛の社内便が紛れていて、デスクの端に避けておく。あとでメール室に届けようかと思ったけれど、連絡を入れて直接届けたほうがいいと考え直した。親展扱いのスタンプまであるし、相手が急いでいるかもしれない。

「ちょっと外します」

　隣の席の先輩に声をかけてから、フロアを出た。

　経営企画室のある上階のフロアはほとんど出入りしたことがないから緊張してしまう。

「……お疲れさま」

　通路を歩いていると、向こうから千堂部長がやってきた。

　他に誰もいない状況で話すのは、玉ぎょく砕さいしたバレンタイン以来で、挨拶すらままならない。久しぶりに心の中がザワザワとうるさくなる。

「お疲れさまです」

　地味子の私らしい、テンションの低い声と一瞬だけ合わせた視線。すぐに俯いて、眼鏡と髪で顔を隠した。

　――お願い、早くどこかに行ってください。私なんて気にしないで、いつも通りの千堂部長でいてくれたら、私もきっと諦められるんです。

　遠くて手の届かない高嶺の花でいてくれたら、こんなに切なくなることもなかったはずなのにな……。

「企画、いいスタートが切れそうですね」

「ありがとうございます」

　社内モードの彼に合わせた対応でも、私の頬は一気に赤らんでしまった。耳触りのいい声が、ふたりだけの秘密の日々を思い出させる。

「今、少しだけでも話せますか？」

　目の前に立ち塞がる彼の影に、思わず肩が竦む。

「今はちょっと……これを届けたいので」

「いいから、来い」

　強引に手を引かれた拍子に、彼の片手に沙良さん宛の書類を見つけた。

　私に会いに来るなんてことは百パーセントないけれど、こんなに分かりやすくされると自分を哀れに感じる。

　三畳ほどの広さしかない給湯室に連れ込まれるなり、背中を壁に押しつけられた。

　部長にしては、珍しく苛立っていて……それがどうしてなのか分からない。

　――チョコレート、受け取ってくれましたか？　名前もメッセージもない、金色のリボンで飾った小さな缶には、甘い粒とビターな粒が並んでいたはずで。そこには、私のありったけの想いを、迷惑なほどに詰め込んであって……。

　でも、彼には沙良さんがいる。彼の未来の恋の相手は、私の出る幕もなく決まっていたんだ。だから、きっとこれでいいんだと思う。

「瀬織」

　彼が私の気持ちを無視して距離を詰めてくる。

「この前、夜に送ってきたメッセージだけど」

「すみません、本当に気にしないでいただけると助かります」

「……あ、そう」

　冷めた表情で私を見下ろす彼が、私を愛してくれたらいいと思ってしまう。そんなことは言葉にできるはずもないのに、なにか話そうとする彼の言葉を遮って、ちゃんと伝えきれていない〝好き〟が飛び出そうだ。このままじゃ終わりたくないと片想いが暴れ出して、胸の奥がズキッとする。

「……沙良さんが友達なんて嘘じゃないですか。彼女が私をよく思っていないのは、部長のせいで」

「それにはちゃんと理わ由けがある」

　部長がいけないんですよ。その気がないのに、私に優しくするから。企画のためだからって、抱きしめたりキスをしてくれたから。

　そんなの、好きになるに決まってるじゃないですか。

　好きになれって、俺以外見るなって、虜とりこにさせて楽しいですか？

「お正月の時だって、鎌倉の神社で私を彼女だって紹介しなくてもよかったんですよ。嘘に嘘を重ねたら、私だって傷つくんです」

「だから、話を聞けって！」

　手を繋いだのも、一緒に過ごした時間も、寄り添って眠ったいくつもの夜も。溶かすほどに熱くて甘いキスも。

　私といた時間のすべてを、彼に忘れてほしくない。

「……恋人のふりなら、なにをしてもいいんですか!?　こんなこともあんなことも、全部許されるんですか？」

　そう言い捨てて、給湯室から出ようとしたら、私の手を部長が力強く引いて、身体が後ろに流れた。

　数秒前に見た景色と同じ。淡いクリーム色の壁に、私は背中を当てている。部長に繋がれた手はそのまま、沙良さん宛の書類だって変わらずに彼の手の中にある。

　険しい顔でじっと見つめてくる彼に、私も負けないくらい強い視線を向けた。

「……人の話を聞いてから文句を言え」

「なっ……なによ、偉そうに！」

「偉そうにじゃないんだよ。現に、俺はまだ上司だ。たいして偉くはないが、従ってもらう権利はある」

　狭い空間に漂う、彼の香りに酔いそうだ。

　今でも悔しいくらい大好きだから……切なさに押しつぶされそうで泣きたくなる。

「愛斗さんがいけないんです。どうしてこんなに……っ！」

　繋がれていた手が解かれ、大きな手のひらで唇が覆われる。

　部長が……愛斗さんが私の気持ちを離してくれないんだって、片想いの切なさを彼のせいにしたくなった。

　一生懸命、彼から離れようとしているのに、ことあるごとにまたこうして近くなる。目に見える距離は上司と部下じゃないのに、私の想いと彼の心模様はきっとかみ合わないだろう。

「……黙れ」

　彼は手のひら越しにキスをしてきた。

　刹那で足りるほどの間で、私の気持ちがまた色づいていく。片想いでも、彼と一緒にいることや触れられている事実が思い出となって積もる。

　だけど、もう失恋が決まっているなら、これ以上の思い出は欲しくない。

　私は彼の手を掴んで、口元から思い切り遠ざけた。

「こんなことしないでください。企画は軌道に乗って順調に進んでいるんですから」

　極めて不機嫌な顔で見下ろされても、言いたいことは言わせてもらうんだ。

　もう部長とはなにもないんだから……乱されたくない。

　ジャケットの内ポケットに入れていた携帯が鳴ると、彼はすぐに取り出して応答した。

「――千堂です。お疲れさまです。すみません、今ちょうどお届けしようと思ってたので、すれ違ってしまいましたね」

　彼の視線が資料に落とされて、また沙良さんに割って入られたと知った。

　部長の気持ちが分かりそうなのに。今なにを思ってそんなに怒っているのか話してくれるかもしれないって、期待した私が馬鹿みたいだ。

「あのな、頼むから人事に呼び出されるようなこと、するな」

　終話するなり、部長は私に呆れ顔を向けている。

「ちゃんといい子にしてろ、お前は」

「……っ!?」

　そして、彼が指先で私の唇に軽く触れてきて……私は完全に戦意を喪失して、目を見開いた。

　諦めようとしてるのに、どうして引き止めるの？

　この関係は、なにもかも仕事のため。部長は、自分のためだったかもしれないって言ってたけど、それだって結局真意が分からずじまいだ。

　それに、部長だって人事に呼び出されてもおかしくない、許されないことをたくさん私に……今だって。

「それじゃ、またな」

　諦めるために渡したチョコレートは、結局無意味だった。どんなに諦めようとしても、彼の気持ちが私に向いていないって分かっていても、どうしようもなく好きなんだって思い知らされる。二度と触れられることもないと思っていた唇が、疼くように彼を求めてしまう。彼の甘くて優しいキスが鮮明に思い出され、胸の奥がギュッと狭くなったように感じて、息苦しい。

　やっぱり私は、部長が好きで、好きでたまらないから……もう少しだけ、片想いでいてもいいですか？




　三月半ば。今日はホワイトデーだと朝のニュースが報じ、街は一カ月前ほどの華やかさはないものの、便乗した宣伝が見受けられる。

　部長とは、給湯室で会ったきり話せていない。連絡先を知っているとはいえ、なにを話したらいいのか分からないし、今話したら、勢いで『好き』だとか『一緒に住みたい』とか、言ってはいけない願いまで並べてしまいそうな気がしていた。

　それもこれも、彼が給湯室であんなことをしたからで……。

　好きでいるうちは好きでいるしかないと腹をくくったら、多少は楽になった気もするけれど、毎日沙良さんと顔を合わせるのはなかなかしんどいものだ。

【本日の予定に変更のある方は、お早めにお申し出ください。どうぞよろしくお願いいたします。商品開発部　瀬織結衣】

　よりによって、今日は部長と沙良さんの歓送迎会。心から明るく送り出すことも迎えることもできないなんて、部下としてどうなのか。

「千堂部長、荷物運びお手伝いします」

「あぁ、ありがとう。助かるよ」

　長谷川くんが率先して手伝いを始めた。

　商品開発部のデスクを沙良さんに譲った部長は、整理した荷物を段ボールに入れて運び出すようになった。今日はその最終日で、経営企画室へ移る準備の真っ只中だ。

「この紙袋もですか？」

　長谷川くんに話しかけられて彼が振り返った時、小さな缶が彼の足元に落ちた。

　それは、私の想いを詰めたチョコレートの缶で……。

「ん？」

　不意に、私が好いていた彼の短い返事を聞かされて、鼓動がじんわりと熱を持つ。彼にしてみればなんてことないことでも、いちいちが思い出になってしまうようになった。

　温泉旅行で彼が逃げ込んできた夜、初めてキスをされたあの瞬間だって、今も消えようとしない。一緒に過ごした毎日は、宝物のようで眩しい。ソファで並んでテレビを観ていた時も、私が作った食事を美味しいって褒めてくれたことも、お互いの温もりを持ち寄って眠りについていた夜も……思い出の輝きは増すばかりだ。

「捨て忘れでしたら、私が処分しておきますよ」

　沙良さんがやってきてそれを拾い上げると、無遠慮に蓋を開けた。

「結構大切なものが入っているので持っていきます」

「……空き缶ですけど？」

　部長の答えに首をかしげる沙良さんに、彼は穏やかに微笑んだ。

「形になってたものは、もう食べてしまったんですけどね。目に見えないものほど手放せないでしょう？」

「さすが千堂部長ですね」と先輩男子が感嘆の声をあげる。企画に生かせそうだとメモを取っているけれど、その隣でひたすらＰＣに向き合う私は意味を成さない文章を打ち込み続けるだけだった。

　受け取ってくれただけでも嬉しいのに、大事にとっておいてくれたなんて。

　そんなことをサラッとやってのけるから、ますます諦めが悪くなる。

　どんなに想い続けても無駄だって思うのに、またしても一縷の望みに賭けたくなるんだ。




　店の予約時間になると、大半が集まってきて賑やかになる。

「お疲れさま。会を開いてもらえて嬉しいよ、みなさん本当にありがとう」

　部長は到着するなり、みんなに声をかけて、早速感謝を伝えている。

　こういう人だから、下はついていきたいと思う。決して偉そうにしないし、置かれている状況を当たり前にしないのだ。

「瀬織さんも、準備してくれてありがとう」

「こちらこそ大変お世話になりました」

　部長、本当に異動しちゃうんだな……寂しいなぁ。

　乾杯の準備が揃って、料理も続々と運ばれてきた。営業本部と合同で開いているだけあって、とにかく賑やかだ。

「沙良さんって、もしかして社長のご親戚だったりするんですか？」

　佳乃さんが先陣切って、口を開いた。

　今まで聞き出しにくかったことをズバッと聞けてしまうのも、きっと酒席の力だ。

「やっぱり勘づく人はいるよね。榎本って名乗っていたら。実は、私は社長の娘です。でも親の力で部長になるわけじゃないの。上層部は経験を見てくださったみたいだけど、私にとっては突然のことだったんだから……ねぇ、千堂さん？」

　隣に座っている千堂部長に同意を求めると、彼は私の好きな微笑みを彼女に向けた。

　高嶺の花の部長に見劣りしない美しさの沙良さん。ふたりの雰囲気は、引き継ぎの期間中だけで、こんなに親しくなるとは思えないほどで、一線を越えたそういう関係だって想像がつく。

「あれ？　瀬織さん、酒強かったっけ？」

「特に強くはないですが」

　飲まなきゃやってられないんですよ、こんな状況。

　目の前に幸せそうなふたり。誰もが認める美男美女。かたや食欲が失せ、相変わらず地味を貫く仮面かぶりの私。そんなことは知らずに盛り上がる先輩や同僚たち。

　もう嫌になる。社内恋愛なんて、するもんじゃない。つらいだけだもの。

　……楽しいことなんて、ほんのひと握りだ。

「ちょっと、外の風に当たってきます……」

　個室の端っこでひたすら飲み続けたら、案の定酔ってしまった。中ジョッキ生ビールを二杯、梅酒サワー三杯、先輩に付き合った日本酒を一合。私にしては上出来だ。

「このまま帰っちゃいたいなぁ」

　会費制にしているから会計は先に済ませてある。幹事の私がいなくなってもそれほど困らないだろう。

　真冬の夜風はとても冷たくて心地いい。いつもなら肩を竦めてしまうけれど、今夜はこのまま凍結されてしまいたいくらいだ。

　もうどうにでもなれ。自棄になっても仕方ないって分かっているからこそ、やり場のない切なさがこみ上げてくる。

　賑やかな金曜の夜と、ホワイトデーの浮かれた装飾。どれもが目障りで店の前を離れ、会社の方向へと歩き出した。

　自宅に帰りたくもないし、酒席に戻れもしない。出てきたのは自分の意思なのに行き場を失うなんて、どことなく片想いと似てて悲しくなった。

　こういう時、地味子は仕事をして忘れるのがお似合いだろう。

　会社は二十一時を回ると、社屋の裏にある通用口しか開けられない。今夜も警備員が常駐していて、名前と入館時刻を書かされたから、長居はできなさそうだ。

　見回りの警備員に帰宅を促されたら帰ろう。そして、自分の部屋で、ひとり寂しく横になって目を閉じよう。

　記憶から消えてくれない部長の温もりと香りと、きつく抱きしめられてじゃれ合ったあの時間や、目を閉じた私に呟いていた声色を思い出しながら、眠りにつきたい。

　――夢の中で想いを告げるくらい、許してくれますよね？　愛斗さん。

　商品開発部のフロアに着いて、暗闇で派手に点滅する自販機のボタンを押し、水を買ってすぐに飲む。

「はぁ……おいし」

　口の端からひと筋こぼれ、手の甲でグイッと拭いながら、自席へ向かった。

　ＰＣが起動する間に、引き出しから作成中の資料のメモが入ったクリアファイルを取り出す。

　ルーティンになった動きは、毎朝のことだからだろう。座ったら、仕事を始める準備をして、誰よりも早く取りかかるようにしてきたから。

　送られてきていたメールを確認していたら、部長からのメールが目についた。その文面を読むだけで、部長の声が聞こえてくるほど、彼が染みついてしまっている。手元に並べた資料からは部長の文字や名前ばかり浮かび上がってきて、見るだけで胸の奥が苦しい。

　少しだけ視線を向ければ、部長が座っていた席がある。今はもう沙良さんの席だけれど……あの場所から、私はどんなふうに見えていたんだろう。

　立ち上がり、役職者に与えられるひと回り大きな椅子に座った。

「……どうしたらいいの？」

　整頓されたデスクに顔を伏せたら涙が滲んで、止める間もなくハラハラと落ちてしまった。

「そろそろお帰りくださいね」

　ノックもなく開いたフロアの扉から巡じゅん回かいの警備員が顔を覗かせ、強制的に帰宅を促された。

　壁時計は二十二時前を差している。取りかかろうとしたものの、ろくに作業しなかった資料をしまい、ＰＣの電源を落とした。

　休憩室のごみ箱にペットボトルを捨てた音がなんだか虚しくて、小さくため息をついた。




「よかった、まだいた」

　通路の途中にある非常階段の前を通りかかった時、予期せぬ方向から聞こえた声に息を潜めて振り返る。

「入館履歴に結衣の名前があったから。まだいるんじゃないかと思って」

　スーツケースを持った柏原さんが、非常階段のドアに寄りかかって私を見つめていた。

「お疲れさまです」

「いや、本当に今日は疲れたよ。地方の店舗視察の帰りなんだけどさ」

「今戻ってきたんですか？」

「そうだよ。明日朝イチで必要な資料が出てきたから、それを取りに寄ったとこ」

　穏やかな彼の視線は、私を口説いていたあの頃にも、付き合っていた時間にもないものだった。

「柏原さんって、非常階段が好きなんですか？」

「なんで？」

「いつもいる気がして」

「あぁ、結構ヘビーユーザーかも。エレベーターを待ってる時間に移動できる距離なら、こっちのほうが早いからね」

　酔った身体に、ずしりと重いバッグを持ち直す。

　こんなことをしているから、人事に呼び出されてしまったのだ。さすがに今日は大丈夫だろうけど、沙良さんにこれ以上弱みを握られたくはない。

　部長に恋をしている同士としても。私の負けが決定していても。

「帰るなら、途中まで一緒に行こう」

　柏原さんが非常階段のドアに預けていた背を離し、スーツケースを引きながら私の前を行く。

「酒飲んでるの？」

「千堂部長と榎本さんの歓送迎会だったので」

「あぁ、今日だったんだ。金曜だし、飲むには最適だね」

　エレベーターホールの照明は、必要最小限に小さくされている。夜は警備員の巡回のために、各階止まりしか運転していないエレベーターを待った。

　柏原さんが言っていた通り、階段のほうが早いんじゃないかって思うくらいだけど、さすがに三十五階から下る気にはなれない。

　それに、私は酔っているし、彼も大きな荷物を持っている。

「おせーな、相変わらず」

「各階ですからね」

「偶数階と奇数階で、二機動かせばいいのにさ」

「なにかあった時に、それだとマズいのかもしれませんよ。悪い人がいて、逃げられた時とか」

「……エレベーターで逃げるか？　それこそ階段使いそうじゃない？」

「あはは、確かにそうですね」

　想像してみたら、追われているのに悠長にエレベーターを待つ犯人が浮かんで笑ってしまった。

　こんなふうに、彼と話せるようになれてよかったのかもしれない。いろいろあったし、彼としては終わっていない想いもあるんだろうけど……。やっぱり、柏原さんには、よき先輩としていてほしいと思う。

　到着と同時にエレベーターのドアが開き、中の照明が眩しくて、私は目を細めながら顔を背けた。

「悪いけど、そこまでにしてくれませんか？」

　警備員が乗ってきたものだと思っていたのに、柏原さんに話しかけるその姿は走ってきたのか、額に少しだけ汗を滲ませている。

「今夜は、私が彼女を送ると約束しているので」

　カシミアの黒いコートの襟を正してから、彼は一歩ずつ近づいてきた。

「……そうなの？」

　きょとんとした柏原さんの表情と、突然のことに驚く私。

「ちょっと、デスクに寄る」

　抵抗する余裕も与えられず、強引に手を引かれるまま、部のドア前まで戻された。

「あの、部長っ……!?」

　酔っているから、こんなことをするの？　歓送迎会、まだ終わってないですよね？

　沙良さんを置いて、私を探しに来てくれたのだとしたら……嬉しくて泣きたいくらい困るって、知ってるんでしょ？

　振り返ると、悲しげに笑っている柏原さんが小さく手を振って、エレベーターに乗り込んでいくのが見えた。

「柏原さんとちゃんと話さなきゃ」

「アイツは分かってるよ。だからもういい」

「……離して」

「離さない」

　商品開発部に入るなり、部長に思い切り抱きしめられて、胸の奥がぎゅっと狭くなった。

「……頼むから、今は俺といて」

　部長と私は、会社では決して許されない距離にいる。誰かに見られたら、一巻の終わりだ。

　この状況も彼の言動も点のまま散らばって、少しも線になろうとしない。だけど、忘れられなかった部長の匂いがする。いつもつけている香水と、彼の温もりに心から安堵する自分がいた。

「主役が抜け出してきちゃダメじゃないですか」

「俺がいないほうが気を使わないでみんな楽しく飲める」

「沙良さんはいいんですか？」

　そっと身体が離れて、視線を交わす。

　部長がどうしてここにいるのかを考えると、都合のいい解釈ばかりしてしまう。もし、それが違っているのなら、諦められるようにしてほしい。

　こうして抱きしめられるのは、今日が最後でもいいから――。

「……ずっと話せなかったけど、彼女とはもうなにもない。同僚として付き合っていくと話した。社長にも断りを入れた」

「社長に!?」

「今後の昇格と社の未来、娘の恋を全部ひっくるめて、結婚前提の交際を申し込まれてたんだよ」

　沙良さんの恋はともかく、今後の昇格や社の未来って……。

　もし、彼が本当に断ったのだとしたら、その理由が知りたくなる。彼の将来を大きく変えたその決意は、どうして生まれたのだろう。

「よかったんですか？　昇格、なくなっちゃうかもしれないんですよ!?」

「俺は正々堂々自分の力でやっていく自信があるから、そうしたまでだ。それに微塵も惹かれていない女と付き合うほど、暇じゃないからな」

　そう語る部長の目は鋭さがある。少しでも私が期待すれば、間違ってるって言い聞かせるように。

「帰るぞ」

　部内のキャビネットから書類が入ったクリアファイルを取り出すと、部長は私の手を再び取って、部を後にした。

　エレベーターは、再び途中階から上昇してくる。

　バッグに書類をしまい、エレベーターを待つ彼の横顔を斜め後ろから見上げる。

　その手をまた繋いでほしいと思ってしまうくらいに、私はまだ彼に夢中だ。こっちを見て微笑んでくれないかと願ってしまう。

「お疲れさまです。お帰りですか？」

「ええ。遅くまでありがとうございます。部内は特に問題なかったと思いますが、念のため確認と施錠をお願いします」

「かしこまりました」

　降りてきた警備員と話した彼は先に乗り込み、早くしろと視線で訴えてきた。

　押されているのは、地上階のボタン。ふたりきりの箱が、目的階へ降下していく。

　おもむろに部長はバッグを足元に置き、私に振り返った。両手をコートのポケットに入れたまま、じわじわと追い詰めるように近づいてくる。

「お前は、クリスマスイブも正月も、バレンタインも今日も、どうして俺を放っておくんだよ」

　エレベーターの壁に背をつけていた私は、とうとう彼の両腕に囲まれてしまった。

「そんなつもりありません」

「放っておいたから言ってるんだろ」

　心臓がけたたましく鳴っているけれど、強がってしまった。こんなことされたって平気だって、無理して部長の瞳から目を逸らさないように意識してしまう。

「今日に限って、なんでこんなことするんですか？」

「気づくまで待ってやってたんだ」

　意地悪に微笑む彼に射抜かれたのは、これで何度目だろう。

　部長がゆっくりと私の肩に顔をのせてきて、ほのかな彼の匂いと、耳に触れる髪の感触に、鼓動がさらに鳴った。

「でも、お前が鈍すぎてさすがに限界。……だから、今夜は俺を構って」

　耳元で話す彼の声と吐息のせいで、封じてきた想いが胸の奥で疼き出す。

　ふたりきりになると会社で見る彼とは別人のようなのに、甘く掠れた声で構ってなんて言われたら、心ごと大きく揺らされて想いが弾けてしまいそうだ。

「構うって、どうすれば」

「今から俺の質問に、正直に全部答えればいい」

　強制的な時間の始まりに、指先まで恋が支配する。

「ひとつめ。結衣は、俺をどう思ってる？」

　部長は顔を上げ、不意に私を呼び捨てて、鼻先がくっつきそうな距離で問いかけてくる。私はただひたすら自分の頬が熱くなるのを認めるしかなくて。

「それは、その……」

「俺はお前がかわいいって、ずっと前から思ってたけど。じゃあ、次」

　答えを求めたくせに一方的に進められるやり取りは、私を熱に浮かそうとする。

「会いたかった？　俺に」

　優しい声色に視線を上げれば、大好きな微笑みが待っていた。

「……会いたかったです」

「どれくらい？」

「とても、会いたかった……です」

　湯気が出そうなほど身体が火照る。彼の言動に、今にも膝から崩れそうだ。緊張と動揺で手が震えるけれど、止めることもできない。

「会おうと思えば、いくらでもここで会えるのに？　夜な夜なメッセージで訴えたくなるほど会いたかったのか？」

　頷いて視線を逸らしたら、また顔を上げられなくなった。

　きっと部長は意地悪な表情で私を見ているんだろう。一切の逃げ場を奪って嬉しそうにしているのが伝わってくる。

「じゃあ、三つめ。これからも俺に上司でいてほしい？」

「…………」

　返答に困った私は、ぎゅっと目をつぶって、バッグを持った震える手に力をこめた。

「俺は、お前の恋人になりたいんだけど。結衣はどうなの？」

「あの、できれば普通に……普通の距離で話したいです」

　部長の言葉は、どれも信じられないくらい嬉しい。だけど、鼻を掠める彼の匂いとまっすぐな視線、甘い声色のせいで、私の鼓動の音が彼に聞こえてしまうのではないかと恥ずかしくなる。

「無理。俺なりに、普通に口説いてるところだから。ここまで待ってやったのに、今さら手加減なんてするかよ」

　抱きしめられて、彼の鼓動を聞けば心の声が聞こえてきそうだ。

　彼の腕に包まれると、こんなに満ち足りた気持ちになれると改めて気づかされた。

「最後にひとつ。結局のところ、お前も好きなんだろ？」

「…………」

「今言わないと、後悔するぞ」

　見下ろしてくる彼の視線は、私の瞳から熱くなった頬、鼻先へと移り、唇で止まった。伏し目がちなその表情が色っぽくて、導かれるように小さく頷く。

　――好き。大好きなんです。ずっと伝えたくてじれったかった。でも、私の気持ちを知ったら、きっと迷惑だろうと思って……。私なんかを、彼が選ぶはずがないって思っていたから……。

「本当、手のかかる女」

　ため息交じりで呟いた彼の声に顔を跳ね上げると、すかさず唇が重ねられた。

　優しく触れるだけだった今までのキスとは違って、私の唇に隙間を見つけた彼は舌を入れ、その熱と絡め取る動きで私を溶かそうとしてくる。

　エレベーターの中に、ふたりの唇が重なる音が響く。何度も何度も、足りないというように私の唇を求めて食む彼の色気に圧されて、私はとうとう膝から崩れ落ちてしまった。それでも彼は私の腰に手を回して支えながら、容赦なく心まで奪っていく。

「これからは、朝も昼も夜も一日中俺のことばかり考えて」

　そう言うと彼は私をきつく抱きしめて、再び深いキスを落とす。

　降下していく密室で、彼と私は誰にも言えない秘密の恋を始めてしまった。




　繋がれた手を見るだけで、とてもくすぐったい気持ちになる。

　社屋を後にすると、部長はすぐに目の前の大通りを走ってきたタクシーを止め、彼が住むタワーマンションを行き先に指定した。

「今夜は帰さないから、そのつもりで」

　走り出して間もなく、部長が私の手を繋ぎ直して言った。

　予感していたことが現実になった途端、恥ずかしさに追いやられる。仮の恋人同士として同棲していたんだし、毎晩ひとつのベッドで眠っていたんだから、お泊まりくらいなんてことないはずなのに。

　なにげなくバッグの中にしまった携帯を見ようと手を伸ばすと、すぐに捕まえられてしまった。

「まさか、柏原と連絡取るつもり？」

「違います。ちょっと調べたいことがあって」

「後にして。今夜は俺を構えって、言っただろ？」

　部長の独占欲が思っていたよりも強いってことも、ようやく分かったことだ。

　久しぶりに来た彼の住まいは、変わらず豪勢にそびえ立っている。四十階までエレベーターで上がり、懐かしささえ感じる通路を進む間も、部長は手を離してくれない。

「おかえり、結衣」

「……ただいま、戻りました」

　照れくさくて部長の顔を見られなくなってしまう。

　だけど、企画のために一緒に住んでいた頃を思い出せば、自然と表情が緩んだ。またあの時間が過ごせるのだと思うと、幸せが心に満ちていく。

「先に渡しておく」

　備えつけの棚に置かれていた合鍵が手のひらに置かれ、ゆっくりと彼を見上げた。

「ここに引っ越してこい」

「いいんですか!?」

「仕方ないだろ。少しでも目を離すと、すぐに悪い虫がつくからな。どうしても嫌なら、代替案を出せ」

　革靴を脱いだ背中に、愛しさがこみ上げる。

「引っ越します！　毎日美味しいご飯、作りますね。ポテトサラダも」

　振り返った彼に、力いっぱい抱きしめられて、つま先立ちになった。

「なぁ、そんなに俺が好きか？」

　ずっと頬を赤らめている私を見て、部長は優しく笑っている。

「部長がいけないんですよ」

「愛斗」

「……愛斗さんの、せいです」

　彼はたいして気にしていない様子で笑っているけれど、誰にも知られてはいけない秘密の日々がまた始まるんだよね……。この秘密が知られたら、どんな処分が待ち受けているんだろう。今度こそ間違いなく女子社員から一斉に妬まれるだろうなぁ。

　でも、やっと手に入れたこの恋を手放したくない。彼と一緒にいられるなら、なにより幸せなはずだから。

「飲み足りないから付き合って」

　冷蔵庫からハーフボトルのシャンパンが出され、グラスを手にした彼がソファに座った。

「なにか食べたいのがあれば持ってきていいから」

　苺と一緒に冷えていたチョコレートを出して盛りつけ、彼のもとへ向かう途中で足を止めた。

「どうした？」

「……これって」

　持っていたお皿をダイニングテーブルに置き、キッチンカウンターにあったワインのコルクを手にした。

「あぁ、それか」

　それに結びつけられている綺麗な金色のリボンは、バレンタインのチョコレートの缶を飾っていたものだ。

「私が渡したチョコレートの缶も、持ってましたよね？」

「好きな女からもらったものを全部取っておくのは当たり前だろ？　そんな驚くようなことじゃない」

「でも……どうして私からだって分かったんですか？」

「社内で俺の車を知ってるのはお前くらいだし、あんなこっそり渡す必要があるのもお前だけだろう？」

　部長がソファから立ち上がってやってくる。私の手からコルクを取り、リボンをほどくと、もう一度両端を綺麗に結び合わせ、小さな輪を作って、大切そうにポケットにしまった。

「社内恋愛は禁止なんだけどな……どうする？」

「どうしましょうね」

「今は、絶対にバレないように秘密にしよう」

「はい」

　微笑んで彼を見上げると、私の額に短いキスがひとつ。そして彼はやんわりと両腕で私を包んだ。

「俺をこんなに困らせて、夢中にさせたのは結衣が初めてだよ」

「…………」

「お前が鈍すぎて、途中で心が折れかけたけど」

　夢中になってくれていたんだと知って、嬉しいような気恥ずかしいような……やっぱりいまだに夢心地だ。

「私だって、何度も諦めようとしたんですよ？」

　そっと身体が離れると、彼はまっすぐな瞳で優しく微笑んでくれた。

「諦めるなよ。俺があんなに構ってやってたのに、なんで気づかなかった？」

「だって……」

「まぁいい。今夜からはもう離さないからな？　……分かってるだろ？」

　今度は少しも強引じゃない。まるで壊れものを扱うようにそっと私を抱き寄せ、真っ赤になった頬に手を添えると、唇を見つめてからキスをしてくれた。




　夜が深くなり、眠りについた街を月とネオンが照らしている。ここからの景色は変わることなくとても贅沢で、彼と一緒に過ごしていくこれからの毎日を想像しただけで、頬が緩みっぱなしになってしまう。

　まさか、本当の恋人にしてもらえるとは思っていなかったし、彼の家で同棲を提案されるなんて……。

　私に続いてシャワーを浴びて出てきた彼に目を向けると、大胆に上半身を露わにしていて目のやり場に困ってしまう。ソファの上で両膝を抱えて俯いていると、ウォーターサーバーの水を注いだ彼が私の隣に座った。

「どうした？」

「……早く、なにか着てください」

「無理だよ。湯上がりで暑いんだから。こんなの、これからいくらでも見るんだし、早く慣れるんだな」

　彼の色気に戸惑いつつ、彼女になれたことが嬉しくて、またしても頬が緩んでしまった。

「今度はなんで笑ってんの？」

「愛斗さんが私を好きになってくれたのが嬉しくて、つい」

「……あのなぁ、そういうことは素直に言わなくてもいい」

　呆れたような彼の声色に顔を上げると、彼はうっすらと眉間に皺を寄せて口元を緩め、顔を隠すようにして濡れた髪をタオルでくしゃっと拭いた。

「もう寝るか」

「まだそんなに眠くないです。金曜なので夜更かしもできるし」

　この状況で眠れるほど、図太くもないし慣れてもいない。一緒にベッドで眠るだけで、心臓が持たないと思う夜が何度あったことか……。

　グラスの水を飲み干した彼は、なにも言わずにテレビの電源を落とした。自分の鼓動の音がくっきりと聞こえるほどリビングが静まり返る。彼は不意に私の手を取って引き寄せると、またキスをしてきた。

　今夜だけで何度奪われただろう。エレベーターの中で深いキスをされてからというもの、ことあるごとに彼は私と唇を重ねてくる。

「この続きも、俺はしたいと思ってるんだけど」

　好きだと伝えるだけでも時間がかかる私とは違って、彼は一度壁を乗り越えたら、火傷やけどしそうなほどの熱を感じさせる。

　黙って考えている間も繋いだ手の甲や指に唇が触れて、身体中に緊張が走った。

「……結衣は？」

　合間に問いかけつつも、また唇を食み、伏し目がちな瞳で誘うような彼のキスが続く。

　ようやく頷くだけの返事をすると、すかさず彼は私を抱き上げ、リビングを後にした。

　無言で廊下を進んでいく間、私の胸には緊張の波が押し寄せて、彼にしがみつくだけで精いっぱいになる。

　半開だった寝室のドアを長い脚で押し開け、大きなベッドにゆっくりと私を降ろすと、常夜灯の明るさの中で彼は膝立てて私にまたがった。

　恥ずかしいし、緊張もしているはずなのに、真上にいる彼から視線が逸らせない。もう一度髪を拭く仕草も、その間ずっと私を見つめる瞳も、露わな上半身も……すべてが妖艶で飲まれていく。

　彼は膝立ちのまま、鍛えられた身体の線を隠さずに、私をまっすぐ見下ろしている。

　――この先の世界を知らないと、今打ち明けよう。いくら私が痛みや不安を我慢したとしても、彼が後から知ったら傷つくと思うから。

「愛斗さん」

「ん？」

「実は、私……愛斗さんが初めての人なんです。だから、その」

　ずっと私の心に引っかかっている事実を告げると、瞬く間に彼の表情が驚きの色に変わった。

　思っていた通りの反応を返され、手がかかる上に重たい女だと思われたかもしれないと不安になる。どんどん沈んでいく心は止められそうになくて、涙が滲んでいく。

　ようやく想いを伝え合った幸せな夜なのに、またしても〝未経験〟が邪魔をするなんて……。

　私はすぐに目を合わせられなくなって、顔ごと背けて、せめて泣かないように堪えた。

「……結衣、そんな顔しないで？」

　ゆっくりと覆いかぶさってきた彼が、常夜灯の明るさに影を作る。そして、片手でそっと私の髪を撫でてから頬を包み、背けた顔を彼のほうへ自然と誘導してくれた。

「俺は嬉しいよ。大切にするから安心して」

　真上から、いつもと変わらない温かな微笑みが返されて、私の目から大粒の涙がはらはらとこぼれていく。

「俺だけが結衣を愛せるなんて、こんな幸せなことはないよ」

　とめどなく溢れてくる涙を彼は指先ですくってくれる。安心させようとしてくれているのか、彼は私から下りて隣に横たわると、ゆっくりと抱きしめてくれた。

　ここを出ていくと決めたあの夜、もう二度と戻れないと思っていた彼の腕の中で、心と呼吸を整える。

「結衣」

　彼を見上げると、今度は深いキスが落とされた。今までで一番深く優しい口づけは、私を誘うように甘い。

　唇が離れて、彼が再び私にまたがると、髪をかき分けて耳にもキスをされ、その音が始まりの合図に聞こえた。

「……今夜から俺に溺れる覚悟だけはしておけよ？」

　耳元で囁かれ、部長に借りたパイル地の部屋着のファスナーが少しだけ下された。

　鎖骨を指先で撫でられただけで、私は早くも我慢できずに上ずった声を漏らす。

「好きだよ、結衣。本当にかわいい」

「私も……愛斗さんが大好きです」

　私が初めて秘めてきた想いを言葉にして告げると、彼は今までで一番嬉しそうな笑顔を見せてくれた。

　徐々に吐息の温度が上がる。いつの間にかファスナーをすべて下ろされ、私は両腕を胸の前で交差し、決して自信のないスタイルを隠した。

「隠さないで」

　片手でまとめ上げられ、ベッドに押さえつけられてしまった。

「もっと結衣を知りたい。だから、俺が愛していいなら……ちゃんと見せて」

　少しずつ着ているものを脱がされ、お互いに一糸纏わぬ姿になった。鍛えられたその雄々しい身体は、常夜灯のおかげで凹凸がよく見える。

　恥ずかしがっている私のあちこちに印をつけるようなキスが落とされ続け、そのたびに身体が跳ねてしまう。彼はそんな私をかわいいと言って、手加減なしで刺激を加えてくる。

　自分でも知らなかった艶声が漏れてしまう。広い寝室に満ちる自分の声や、彼の息遣い、乱され続ける身体の悦びは抑えられそうにない。

　ついに最奥まで与えられた愛で身体を捩れば、真上で律動する彼はとても満足げに、優しく柔らかく微笑んでくれた――。




「今さらかもしれないけど、俺のどこがいいの？」

「言わなくちゃダメ？」

「当然」

　たっぷりと時間をかけて愛された後、私の身体を案じてから飲み物を取ってきてくれた彼は、ベッドに戻るなり聞いてきた。

「エッチが上手いとか、キスが最高でもいいよ」

「……馬鹿っ！」

　ついさっきまでのことを思い出して照れる私を見て、楽しそうに笑う彼の腕を叩いたら、すぐさま捕まえられて抱きしめられてしまった。

　言いそびれたけれど、彼の好きなところは本当にたくさんある。

　いつでも頼りになるところや、みんなから尊敬されていて、平等に見てくれる人柄。仕事に厳しいけど、ちゃんと褒めてくれるし、冗談だって通じる。

　おしゃれで華やかで、人目を引きつける存在感。妬いて冷たくしちゃうところも、ちょっと強引な一面も大好き。

　それから、私をたくさん愛してくれるところも、今夜から付け加えておこう。

「俺も、お前の好きなところをひとつくらい教えてやろうと思ったけど……また今度な。そろそろ寝よう」

　グラスをキッチンに戻した彼は常夜灯を仄暗くして、先に横になっていた私を腕の中に閉じ込めた。

「おやすみ、結衣。また明日も、たくさん愛してあげるからな」

「……明日は、お休みでいいです」

「どうせ俺が欲しくなるんだから、予定しておきなさい」

　彼の胸元から見上げ、おやすみのキスを交わしてまぶたを下ろす。

　数分もしないうちに彼の寝息が聞こえてきて、ゆっくりまぶたを開けると穏やかで無防備な寝顔があった。

　こうして一緒に過ごせているのが夢みたいで、なかなか寝つけそうにない。

〝最初の人〟が彼でよかったと心から思える。好きな人と心を通わせて愛されるのが、こんなに幸せなことだったなんて。

　今日まで知らなかった彼の表情や声が、愛しくて煽られて……。

　そっと腕の中で寝返りを打ち、窓の外に視線を向ける。三日月が煌々と輝き、私たちの秘密の恋を見守っているようだ。

　今までの日々を振り返れば、就職してからは特別嫌な思いをしたわけじゃない。学生時代のトラウマみたいなものに縛られて、誰かに妬まれて仕事がやりにくくなるのが嫌だっただけ。そんな理由で地味子の仮面をかぶっていたけれど、得したことはあまりないし、ただ自分が楽を選んでいただけなんだと思う。

　今までは、どんな自分でいようと自由だった。ルールを守って仕事を全うして、周囲ともそれなりに合わせていれば、誰も文句を言わなかったから。

　でも、これからは違う。彼の隣にいて恥じないような人になりたいなら、どんな私も自分が受け入れなくちゃいけない。たとえ誰かに妬まれても、はね返せるような強い気持ちを持とう。

　愛斗さんは、私が散々な失恋をして仕事に身が入らなかった時も本気で叱ってくれたし、誰にも言わずに胸にしまってくれた。部下をかわいがるのは当たり前のことだって言っていたけれど、同棲までしてくれたのは、私だけは特別に想ってくれていたからだろう。なかなか本心を話してくれない彼だけど、いつから想ってくれていたのかを聞いたら教えてくれるかなぁ。

　彼が寝返りを打って、私の背中にくっついてきた。

「……結衣」

　寝言なのか起きているのか分からなくて、なにも言わずにまぶたを下ろす。

　もし寝言だとしたら、こんなに愛しい夜は何度でも味わいたい。温もりが一層混じり合って、心地よく夢の世界に導かれそう。

「寝てる？」

　彼が起きていると気づいた瞬間、こんなことが前にもあったと思い出していたら、そっと抱きしめられた。

「強がりで素直じゃないところ、気持ちを隠せない、おしゃべりでかわいい目。仕事に妥協しない真面目な性格、俺の好きな料理を作るところ。柔らかくて美味しい唇と綺麗な身体、俺を煽る色っぽい声……」

　不意に囁かれた会話の続きに、大きく鼓動が鳴る。

「他にもたくさんあるけど……やっぱり俺がいないとダメなんだろ？」

　髪に触れた柔らかさが彼の唇だと気づいて、思わず目を開けそうになった。

「誰にも渡さない。お前のすべてが好きだ……もう離れるな」

　彼はそっと私の手を取って、輪にした金色のリボンを右薬指に通してから手を繋いだ。

「バレンタインの返事、受け取って」

　嬉しさと感動と、突然のことに驚いて言葉が出なくなった。

　この手から溢れてしまうほどの愛を、私だけに注いでほしいから。

　これからもずっと――眠ったあとで、キスをして。
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密かな楽しみと仮面の行方




　トーストとサラダ、コーンスープ。果物とグラノーラを入れたヨーグルト。

　今日の朝食もほぼ同じ時間に食べ終えた愛斗さんは洗面室へ向かい、シャワーを済ませると書斎にあるクローゼットから衣服を持ち出してきて、リビングで身支度を整えていく。

　私はダイニングテーブルで食後のコーヒーを飲みながら、そんな彼を見つめるのが密かな楽しみだ。ネクタイを締めた姿は何度見ても一瞬で心を射抜かれるし、部屋着でゆったり寛いでいるのも絵になる美しさで、正直どちらも甲乙つけがたいけれど、少し前から違うところにきゅんとするようになった。

「今夜は、結衣の手料理を食べるから」

「なにかリクエストはありますか？」

「んー……決まったら連絡する」

　そんな話をしつつ、私は身支度をする彼に釘付けになる。最後に綺麗な手でネクタイの結び目をキュッと締めるその一瞬は、抱きつきたい衝動に駆られそうになるのだ。でも、いまだに彼の色気には慣れることができなくて、その願望を行動に移すことはできずにいる。ああしたいこうしたいと心の中で思ってばかりだ。

「……今日はまだいいか」

　クールビズ期間真っ只中だと、朝から客先と会う予定がない日は楽しみが減る。彼はネクタイをくるんと丸めてケースに入れると、バッグにしまった。

　まるで新婚のふたりのように、彼を毎朝見送るのは日課になっている。スエードのローファーを履いて振り向くなり、愛斗さんは私の顔を見つめてきた。

「じゃあ、先に出るから。……どうした？　なんか暗い顔してるな」

「なんでもないです」

　本当は朝の楽しみが削られてしまって残念な気持ちではある。だけど、それを見抜いた彼に言ったところでどうしようもない。クールビズが少し嫌いなだけだ。

　愛斗さんを見送ってから、私も身支度を整え、彼が異動する前と変わらない時間に社に向かった。




　慌ただしく時間が過ぎていき、十九時を回った部内には、私以外の誰もいない。愛斗さんから引き継ぎ、商品開発部の部長となった沙良さんの風当たりは今も強く、明日の朝までの仕事を無茶ぶりされてしまった。

　初めて自分で立案した企画はまずまず好調だけど、もっといい成果を収めたいと思うようになったのは、愛斗さんの存在が大きい。商品開発部にいる限りはもっとアンテナを高くして、いつでもいい商品を企画しなくちゃ。

　黙々と他の資料と照らし合わせたり、今月の売上予想を考える。しばらくした頃、キーボードの音がやたら響いていることに気づいて、ふと集中が切れてしまった。せめて、長谷川くんか隣の席の先輩が残っていてくれたら、なんとなく気分も紛れたのに。

「お疲れさま」

「っ!?　……愛斗さん」

「会社にいる時は、室長と呼びなさい」

　経営企画室・千堂室長の〝本当の恋人〟になって約三カ月。最近ようやく彼の名前をすんなりと呼べるようになったばかりだ。

「まだ残るのか？」

「はい。榎本部長から明日の朝までの仕事を任されているので」

「ふぅーん。……予算と進捗と経営会議資料か。仕事はできるんだろうけど、本当に意地が悪いな、榎本部長は」

　愛斗さんは隣の椅子を引いて座り、デスクに片肘をついて私を見つめてくる。

　彼は普通のつもりでも、美しい顔立ちにはつい見惚れてしまうし、向けられているまっすぐな視線は吸い込まれてしまいそうになる。

　それに、途中で来客があったのか、今朝家では見られなかったネクタイ姿に変わっている。自席でなにげなく締めたのだとしたら、経営企画室の女性たちに妬いてしまいそうだなぁ。……私だけの楽しみなのにって。

　色気のない眼鏡のフレームを指先で持ち上げ、ＰＣの画面に集中し直す。

「いい加減、コンタクトにしたら？」

「そういうわけにはいかないかと……」

　私が地味子を選んだのは周りの妬みを避けるためだったけど、今となっては誰もが憧れる千堂室長の彼女であるという事実を隠すため。正月に鎌倉で偶然会った同僚は向かい側に座っているし、いつバレるかと思うと気が気じゃない。

　ちらりと彼を見遣ると、私をじっと見つめて頬杖をついたままでいる。

「あとなにが残ってるんだ？」

「予算の数字は日々追っているので、ほぼ完成しました。売上進捗は対象の店舗からの報告待ちで、経営会議の資料はこれから取りかかるところです」

「分かった。終わったら、一緒に帰ろう」

　それから一時間ほどすると、各店舗から売上速報が入って、穴が開いていた表に数字を打ち込んでいく。経営会議の資料もほぼ完成しそうだ。

　ふと視線を向ければ、待ちくたびれてしまったのか、愛斗さんが頬杖をついたまま浅い眠りについていた。

　本当に綺麗な人だなぁ。穏やかな表情とゆったりとした息遣いに誘われて、彼の頬に手を伸ばし、そっと触れてみたくなる。

　例えば、私が地味子を選んでいなかったら。仮面をかぶって、自分を偽ったりしていなかったら。

　……愛斗さんと、恋をしていたのかなぁ。彼は私をどう思っただろう。

　そんなことを時折考えてしまうのは、今があまりにも幸せだからだと思う。

　見つめていると、愛斗さんのポケットで携帯が鳴って、彼は一気に覚かく醒せいしてしまった。

「Prima lunece千堂です。いつもお世話になっております。――ええ、大丈夫ですよ。いかがされましたか？」

　どうやら社外の関係先からの連絡が入ったようで、彼は隣のデスクの上に置かれたままのメモパッドとペンを借りて、内容を残している。

　彼の声はとても心地いい。鼓膜を震わせる低音は艶っぽくて、ペンを持つ手のフォルムも美しい。

　愛斗さんのような完璧な人には〝ほつれ〟があるはずだと思っていたけれど、どうやら彼にはないようだ。




「よし、終わった!!」

　ぐっと腕を伸ばして、椅子の背もたれに寄りかかり、身体を伸ばす。

　二十二時半を過ぎたら、空腹の峠も越えてしまった。ベッドに横になればすぐにでも眠ってしまいそうな気もする。

　立ち上がって全身を伸ばしていると、彼がゆっくり目を開けた。

「ん……終わったか？」

　隣でずっと待っていてくれた愛斗さんも、大きな欠伸をしてから立ち上がる。

「すみません。遅くなってしまって。お夕飯も作れなくなってしまったし……」

「気にするな。俺が好きで待ってただけだ。夕飯はまた明日にでも」

　社内イチの日陰地味子の私を、高嶺の花の千堂室長がこうして待っていてくれるなんて……誰も信じないだろうなぁ。

「今夜はどうしますか？」

「この時間だと、もう夜食か」

「駅前のスーパーなら、まだ空いてますね。お惣菜でも買って帰りましょうか」

「んー、そうだなぁ」

　曖昧な返事をした彼は、帰り支度を進めている私を突然抱きしめてきた。

　ふたりで決めた約束は、この関係を秘密にすること。だけど、こんなふうに社内で不意に触れられると、胸の奥が疼いて、拒めなくなる。

「今朝、なんで暗い顔をしてたんだ？」

「…………」

　ネクタイを締める姿が楽しみだったから、なんて言えない。彼の仕草に胸の奥をかき乱されているなんて……言葉にするのは恥ずかしい。

「ちゃんと言ってくれないと、俺が困る。仕事をしていても、合間でお前の顔が浮かぶから」

　私は腰を引き寄せられたまま、逃げ場のない甘い空間で大きく鼓動を轟とどろかせながら、覚悟を決めた。

「愛斗さん……室長が、ネクタイを締める姿が大好きで……毎朝楽しみにしていたから……」

　予想もしていなかった答えだったようで、彼は小首をかしげて見下ろしてくる。

「なんだ、そんなことか」

　あっさりとした返事に、今度は私が首をかしげて彼を見上げる。

「今夜は、きつい残業も頑張ったからごほうび」

　愛斗さんはそう言いながら、私の手をネクタイの結び目へ導いた。

「ネクタイ、ほどいて」

　あっという間に、全身が沸騰するような熱さを帯びていく。

　早くしてと意地悪に急かす彼は、余裕たっぷりで私のデスクに浅く腰かけ、両手をついた。

　爽やかなサックスブルーのレジメンタル柄が、手のひらを滑る。綺麗に結ばれていたシルクのネクタイをほどいても、彼は私の手を掴み、離そうとしない。

「……室長？」

　目の前にいる彼は、ぞくっとするほど艶かしい〝夜の顔〟をしていて――。

「ボタンも」

　言われるままにシャツのボタンをふたつ外すと、開いた襟元から色気が漏れ出てくるようで、思わず俯いてしまった。

　社内では絶対に見せないその表情にも低い声色にも、身体が熱くなる。

「今夜は、結衣が食べたい」

　彼は触れるだけのキスを落とし、私と額を合わせて微笑んだ。




　帰宅して軽く食事を済ませ、後からシャワーを浴びた私は寝室に入るなり、クイーンサイズのベッドで彼に抱き寄せられた。

「……どうしたんですか？」

　愛斗さんが深いため息をつくのは珍しい。

　気になって問いかけると、彼は吐息が混ざる距離で見つめてきた。

「やっと抱けるなって思って」

「そ、そういうことはっ……!?」

　言わなくていいです、と言おうとした唇が柔らかく塞がれる。

「――分かる？　俺の言いたいこと」

　彼の腕の中で小さく首を振ると、私の耳に唇が寄せられた。

「もう隠さずに、みんなに打ち明けたい」

　驚いて声が出せないまま、彼を見上げる。

「いい？　瀬織結衣は、俺の大切な恋人だって宣言しても。俺が片想いして、必死で振り向かせた女だって、自慢させてくれる？」

「でも……それじゃ規則違反になりますよ？」

「ならないよ。結衣が、俺と結婚したいって思ってくれてるなら」

「えっ!?」

　愛斗さんの微笑みに、何度心がさらわれるのだろう。きっと慣れることはないんだろうな……。

「結婚が決まっているなら、なにも問題はない。そういう規則だって知らなかったのか？」

「知ってましたけど……まさか、結婚するとは」

「俺を独占したいんだろ？」

　彼らしい意地悪な問いかけに答えようとすると、私の気持ちを確かめるような、彼の想いを注ぐような、優しいキスが落とされた。今まで何度も私を甘やかし、期待させたり切なくさせた彼のキスは、こんなときでも私をじらす。

「俺は、結衣じゃないと幸せになれないんだよ」

「私も……愛斗さんと幸せになりたいです」

　私に覆いかぶさって、影を落とす彼を見上げる。嬉しくて泣きそうになっていると、彼は私の頬を軽くつまみ、ちょっかいを出して笑わせてくれた。

「俺に、永遠に愛されること。分かったな？」

「室長命令、ですか？」

「その通り」

　互いに微笑みながら何度もキスをした。

　最中に私の名前を呼ぶたびに、愛斗さんは唇を重ねてくる。今夜も嬌声を抑えられないほど愛され、余裕のない私を見つめ続ける彼の瞳にうっとりとしてしまう。

　そして、溢れんばかりの愛を味わい尽くした後、ベッドに並んで横たわった。




「……結衣」

　眠りにつく前、彼の胸にくっついていると呼びかけられて、そっと見上げた。

　……もっとくっついていたい。彼の腕の中にいるのに足りないなんてことがあるんだなぁ。

「もう一回、キスしてください」

　彼は驚いたようだったけれど、すぐに目を細めて微笑み、優しく唇を重ねてくれた。

「もっと……ギュッてして」

「あのなぁ、お前は煽ってるのか？」

　願いを叶えてくれた彼は、私を抱きしめながら困ったように話す。言われて恥ずかしくなった私は、なにも言い返さずに彼の腕の中で幸せを噛みしめた。

「なにがあっても、俺が結衣を守るから」

「はい」

「ずっと俺についてきて」




　先に眠ってしまった彼を起こさないように息を潜め、じっと見つめる。常夜灯の明かりがほのかに照らす彼の寝顔は、何時間でも見ていられるほど綺麗だ。

　こんなに素敵な人が、私と未来を歩む決心をしてくれたなんて……そもそも、彼の恋人であることも夢のよう。

　あなたの笑顔がたくさん見たいから、どんな時も味方でいさせてね。

　これからも思い出を作って、忘れられない宝物のような時間を重ねていけますように。

「今日も明日も……ずっと愛しています」

　呟いた小さな声が届くように、彼の胸に頬を寄せて私も目を閉じた。
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あとがき




　最後までお付き合いくださった皆さま、本当にありがとうございます。

　麗しき高嶺の花・千堂と、人付き合いが苦手で殻に閉じこもった仮面地味女子・結衣の恋のお話は無事ハッピーエンドとなりましたが、私としては終始ラブラブで羨ましい限りでした。




　誰しも、本当の自分と人前での自分には差があるはずで、それがどのような理由なのか……例えば、過去に妬まれたり嫌な思いをしてきた女の子だったら、と思いついたのが結衣です。心の中では結構ハッキリものを言うくせに、対人関係に波風を立てたくないからと押し黙り、自分でも気づかないうちに心まで仮面をかぶっていた彼女は言いたいことを言ったら嫌われてしまうのではないかと本心を隠し、結局柏原にはひどい振られ方をしてしまいました。

　でも、ひとつの失恋は、運命の恋を動かすきっかけになりました。

　本編では直接描いていませんが、千堂は結衣の気付かないところで頬を緩めて喜んでみたり、何気ない瞬間もよく見ていて、本当に愛情深い人です。仕事のためという建前で同棲を始めた以上、彼も気持ちを伝えることはできず、悶々としていたことでしょう。

　毎晩寝食を共にしながらも一線を越えない誠実な彼に、結衣と一緒にドキドキしていただけたでしょうか。また、彼の存在と愛情を力に変えて、前に踏み出した結衣に少しでも共感できる部分を見つけてくださっていたら嬉しいです。そして、両片想いのじれったさも伝わっていたらいいなと思っています。




　最後になりましたが、初の書籍化を支えてくださいました担当の倉持さま、今後の執筆の糧となる気づきを与えてくださいました編集の妹尾さまに御礼申し上げます。また、千堂と結衣の同棲シーンを切り取った素敵な表紙を描いてくださったｎｅｃｏさまと、この作品に携わり、ご尽力くださったすべての皆さま。本当にありがとうございました。そして、この作品をお手に取ってくださった皆さまに、心より感謝申し上げます。ありがとうございました。
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